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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　キャサリンは思わず叫んでいた。

「どういうことなの!?　あなた！　どうして女の子が皇太子候補に……」

　悔しげに唇を嚙かみしめていたフェルナンドが──女の子とわかった以上、この名前は何とも奇妙に聞こえるが──そのフェルナンドが血相を変えて叫んだ。

「ぼくは女じゃない！」

　キャサリンもニーナも呆あつ気けにとられて、少年の服を着せられている少女を見た。

　水に落ちた少女は、決して水の冷たさのせいではない戦せん慄りつのために震えている。

「ぼくは……ぼくは、コルテス家の将来を背負っているんだ。次代の国王になるものなんだ！　何の役にも立たない女なんかじゃない！」

　拳こぶしを握りしめて、唇まで蒼そう白はくにしているのに、キャサリンや用心棒たちを睨にらみつけるようにして必死に言うのだ。

　キャサリンは小さなため息を吐いた。

「とにかく、どこかで着替えたほうがいいわ。悪かったわね。女の子だとわかっていたら湖に突き落としたりしなかったのに」

「さわるな！　ぼくは女じゃないと言っているだろう！」

　途方に暮れたキャサリンは、事情を知っていたらしい用心棒たちの中で《猫》のケイティに問いかけの視線を向けた。そこはやはり女同士だ。

「ケイティさん。これはどういうことなんです？」

「見ての通りだよ」

　ケイティは肩をすくめて言った。

「この国の馬鹿馬鹿しい後継者選びはあんたも知ってると思うけど、コルテス家には男の子ができなかったってことだよ」

　ベラフォードも頷うなずいた。

「確か五人で〆しめ切きりだったわよね」

「この子はその五人の中では一番の末っ子なんだろう。つまり、その時点で皇太子には四人の男の子がいた。コルテス家の連中はやきもきしながらこの子が生まれてくるのを待ったんだと思うよ。ところが、出てきたのは女の子だったってわけ」

「それでも、どうしても諦あきらめられなかったんでしょうね。だけど同じ女の人があらためて男の子を産むのって結構大変よ。最低でも一年はかかるわけだし、確実に男の子が生まれる保証はどこにもない。その間に他の愛あい妾しように男の子が生まれたらおしまいだもの」

「おっしゃるとおりです。最後の一人をコルテスとフォテスキューのマリアが争って……」

　言いかけて、キャサリンは自分の顔が青ざめるのを感じていた。

　これはとんでもないことだ。

　フェルナンドが生まれた当時、フォテスキューのマリアも皇太子の子どもを身み籠ごもっていた。

　だが、フェルナンドが男の子だったから──男の子だと認定されたから、フォテスキューのマリアは用済みと判断されて、身重の身体で実家に帰されたのである。

　四ヶ月後、実家で男の子を産み落としたものの、時とき既すでに遅しだ。

　絶望の中で、フォテスキューのマリアは生まれた男の子ともども自分の命を絶った。

　しかし、本当ならその子が、フォテスキューのマリアが産んだ男の子こそが五人目の皇太子候補に選ばれるはずだったのだ。

　キャサリンは大きく喘あえぎながら用心棒たちに迫ったのである。

「これは……全部コルテス家の差し金なんですか？　本当は女の子だったのに男の子だったと、皇太子殿下や王宮の人たちに噓の報告をして──十二年もずっと騙だましていたんですか!?」

「馬鹿げてるけどな。そんな血迷った真ま似ねをしてまで皇太子候補になりたいってわけさ」

　ダムーが言った。

　ケイティとベラフォードにも言えることだが、彼もこの事態に驚いている様子はない。

　面倒くさそうな、呆あきれているような口調だった。

「みなさんはいつからご存じでしたの？　この子が……」

「ついさっきだ。今朝初めて会ったんでな」

「会ってすぐ、おわかりになった？」

「そりゃあわかるさ。いくら男物の服でごまかしたって女の匂いはどうしようもないぜ」

　フェルナンドがぎょっとした顔になる。

　ベラフォードとケイティは思い出し笑いを隠そうともしなかった。

「まったく、あの家の連中ときたら、どうしようもない馬鹿揃いだよ」

「騙し通せるとでも思ったのかしらねえ？　アタシはダムーやケイティほど鼻は利かないけど、たいていの異種アナザー人類レイスは相手の性別くらい見れば一目でわかるわよ」

「あたしらみたいな混血なら会わせても平気だと思ったのかもしれないけどさ。問題の式典に異種人類が一人でもやって来たらどうする気だったんだろうね？」

「大騒ぎになるのは必至よね。みんなその場は礼儀正しく黙っていてくれるかもしれないけど、エルディアの新しい皇太子が女だってことはあっという間に沿岸国家に知れ渡るわよ」

「知らぬはエルディア人ばかりなりだよね」

「それ以前にあの『お召し替えの儀』、あれが大問題だったんでしょうね」

　ベラフォードが何やら考えながら言えば、ケイティはおかしくてたまらない様子で言った。

「あればっかりはねえ。どう考えたってこの子にやらせるわけにはいかないよ。おちんちんがついてないのが一発でばれちまう」

「ケイティさん！」

　顔を真っ赤にしながら、キャサリンは急いで尋ねたのである。

「なんですの、それは。お召し替えの儀？」

「そ。エルディア伝統のそういう儀式があるんだってさ」

　ケイティが問題の儀式を手短に説明すると、ベラフォードが苦笑を通り越して疲れたような吐息を洩もらした。

「ほんと、コルテス家の人たちってつくづくどうかしてるわよ。正式に皇太子に冊立されたらそういうことになるのがわかっているのに、この子を男の子として届け出たんだから」

「だけど、所しよ詮せんは女の子だからね。その儀式だけはどうしても任せられない。で、今はうちの役立たずがこの子の代わりに服の脱ぎ方を練習してるってわけ」

「あ！」

　言われてようやくキャサリンも思い当たった。

　この少女に最初に会った時、見覚えがあるようなと思ったのは間違いではなかったのだ。

　この黒い髪を金髪にして、このふてくされたしかめっ面を、もっと頼りなげな透明感のある邪気のない笑顔に変えたとすれば──。

「ヴィンセントさんにそっくりだわ！」

「だからてっきり、命を狙われてるってのはただの口実だと思ってたんだがな……」

　ダムーの口調が初めて訝いぶかしげなものになった。

　こちらを納得させるための、あの連中が適当にでっち上げた言い訳だろうと思っていたのに、さっきの銃撃は間違いなく本物だった。どの銃口も明らかにフェルナンドを狙っていたのだ。

「おい、おぼっちゃま。おまえ、誰かに命を狙われる心当たりはあるのか？」

「ぼくが知るか！」

「だよなあ……」

　ダムーは困ったように頭を搔かいてキャサリンに眼を向けた。

　その視線の意味をキャサリンはすぐに理解して、慎重に言った。

「可能性があるとしたら、他の候補の関係者だと思います。この子が皇太子に冊立されるのを阻止しようとして……いえ、もう内定したわけですけど、今ならまだ……」

　混乱したキャサリンの声が途中で消えた。

　女の子は『皇太子』にはなれない。そんなのは当たり前すぎるくらい当たり前のことだ。

　だから、その事実を公表してしまえばフェルナンドが狙われることはない。

　何よりこんな間違いをこのままにしておいていいはずがない。

　噓をつくのは悪いことだ。

　間違いだって正さなければならない。

　それがキャサリンの信念だったが、こんなことを自分の一存で明らかにしていいのかどうか、キャサリンには計りかねたのだ。

　迂う闊かつなことを言えば、それこそエルディアがひっくり返るような大問題に発展してしまう。

　何より、本当のことを知ったフォテスキュー家が黙っているわけがない。

　キャサリンは歴史の時間に、過去の大貴族が（もちろんバナディスの貴族だが）国を二つに割る闘争を繰り広げ、その結果、多くの領民の血が流されたという史実を習ったことがある。

　無論それはまだ農奴制が用いられていたような大昔の話だ。

　貴族が気まぐれに庶民を殺害しても何ら罪に問われることのなかった封建社会の話なのだ。

　しかし、この国なら──こんな封建的な国の貴族ならやりかねない。

　ましてコルテス家もフォテスキュー家もエルディアを代表する大貴族なのだ。

　そうなった時、まだ即位もしていない皇太子に果たしてその諍あらそいが抑えられるのか……。

　キャサリンの心中とは裏腹に、湖の周辺は先程の銃撃戦が噓のように穏やかだった。

　夏を感じさせる風がさわやかにそよぎ、鳥の声も戻ってきている。

　ベラフォードが少し首を傾げて言い出した。

「聞こえる？　馬車が戻ってくるみたいよ」

「ああ、大事なおぼっちゃまを落っことして引き上げたことにようやく気づいたらしいな」

　ダムーが答えて、真顔でキャサリンに向き直った。

「お嬢さん。メイドさんもだが、このおぼっちゃまが紛まがいものだってことは言っちゃだめだぜ。知らないふりをするんだ」

「紛いものとは何だ！　無礼者！」

　ずぶぬれのフェルナンドが血相を変えて叫んだが、ダムーはそんなことではびくともしない。

　黒い眼を見張って言い返した。

「女のおぼっちゃまなんだから、紛いものだろう？」

「ぼくは女じゃないと言っているだろう！」

「じゃあ、男かよ？」

　さすがにぐっと詰まったものの、フェルナンドはなおも胸を張って答えたのである。

「──そうだ！」

　ダムーの黒い眼がますます丸くなる。

「そりゃあちょっと無理があると思うぜ。別におまえが男でも女でもどっちでもいいけどよ。『おぼっちゃま』ってのは普通は男だろう？」

　ケイティが眉まゆをひそめながら口を挟んだ。

「あたしもそこが疑問なんだよ。あんた、実際に皇太子になった後はどうする気だったわけ？　この国の皇太子の第一のお仕事は自分の跡継ぎを仕込むことだって聞いたけどさ。あんたじゃ、七人のお妾めかけさんを孕はらませることはどうあがいたってできないんだよ。わかってんの？」

　キャサリンは耳まで赤くなった。

　フェルナンドもさすがに気まずそうに眼を背けたが、ケイティは容赦しない。

「まさか、その種付けまでうちのヴィンスにやらせるつもりじゃないんだろうね？」

「無礼なことを言うな！　エルディア王家の血統に庶民の血を入れることなどできるものか！　それは又また従兄弟いとこの役目だ！」

　すかさずベラフォードが口を挟んだ。

「ああら、それじゃあ結局、由緒正しい王家の血統に庶民の血が入ることになるわけね？」

「無礼者！　又従兄弟もれっきとした王家の血筋だ！」

「ふうん？」

　ケイティとベラフォードは怪しむ顔つきで首を捻ひねった。ダムーはどうでもよさそうに高々と括くくった髪を振って、もう一度キャサリンとニーナに釘くぎを刺してきた。

「とにかく、知らんふりをしろ。あの家の連中、相当血迷ってるからな。ばれたとわかったら何をしでかすかわからねえ。──おぼっちゃま。おまえもだ。召使いどもには何も言うなよ」

「おまえに命令されるいわれはない！　この娘はぼくを侮辱したんだぞ！　死刑が相当だ！」

　開いた口がふさがらない体ていのダムーに代わって、ベラフォードが至ってにこやかに尋ねた。

「おかしなこと言うのねえ。このお嬢さまがあなたをどう侮辱したの？」

「見てわからないのか！　ぼくを地面に突き飛ばした！　湖に突き落としたんだ！　明らかにぼくに危害を加えたんだぞ！　その前だって──！」

「それじゃあだめよ。侮辱にならないわ。お医者さんが注射を打つのと同じことだもの」

「何だと!?」

「だって、お医者さんはあなたに針を刺して傷をつけるわけだから。その点だけみれば立派にあなたに危害を加えたことになるわよね？　だけど、お医者さんはあなたの病気を治すために注射をするわけでしょう。それが一番効果的な手段でそうしなければ病気は治らないんだから。何もしなかったらあなたは手遅れになるかもしれない。だったらそれは危害を加えたわけでも侮辱でもない。お医者さんは当然の職務を果たしただけよ」

　フェルナンドは呆あつ気けにとられた顔だった。

　ベラフォードの話はよほど思いがけないものだったに違いない。まさに虚を衝かれたようで、ぽかんと口を開けて、喚わめくのも忘れている。

　そんなフェルナンドにベラフォードはからかうように問いかけた。

「それともあなた、お医者さんに注射してもらうたびに『よくもぼくを侮辱したな！』なんて大きな声で泣き喚いてるのかしら？」

　少年の格好をした少女は奮然と言い返した。

「失敬だぞ！　誰がそんなことをするものか！」
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「そうよねえ。あなたくらい大きな子が、まして皇太子殿下のお子ともあろうものが、そんな子どもっぽい真ま似ねは恥ずかしくてできないはずだものね。それと同じことよ。このお嬢さまもあなたを助けるために仕方なく、あなたを突き飛ばしたんだから」

　ケイティが頷うなずいて言う。

「お嬢さんが突き飛ばしてくれなかったら、あんた今頃、間違いなく死んでたよ。あんたには見えなかっただろうけど、あんたが倒れた後、ちょっと前まであんたの背中があったところを弾が正確に飛び抜けたんだからね」

「本当にそうよ。アタシは、コルテス家の跡継ぎとしては、このお嬢さまに命を救ってくれたお礼を言うのが正しくて立派な態度だと思うけど？」

　ダムーも無言で頷いている。

　用心棒たちの態度を見て、フェルナンドはまた感情的に叫んだ。

「お、おまえたちはぼくを守ることが務めのはずだろう！　えらそうなことを言うな！」

「それはアタシたちのせいじゃないわ。あなたの従僕さんが馬車だけを守れって言ったからよ。あなた自身を守るようにとは一言も言われなかったのよ」

「まったくだね。そっちの不手際をあたしらのせいにされても困るんだよ」

　彼らはどこまでも容赦がない。

　見ていたキャサリンのほうがはらはらしたくらいだった。

　皇太子候補として育てられてきたこの少女は恐らく生まれて初めて、ここまで自分の言葉が通用しない相手に出くわしたのだろう。

　濡ぬれた両腕でしっかり自分の身体からだを抱いている。

　混乱している様子が手に取るように伝わってくる。

　それでも引き下がることはできなかったのか、血の気の失うせた顔を俯うつむかせたフェルナンドは、自分自身に言い聞かせるような調子で小さく言った。

「ぼく……ぼくのことを……知られたらいけないんだ……」

「身体のことを言ってるの？」

　フェルナンドは黙ってしまった。それを認めるわけにはいかない。自分が女だということは決して人に知られてはならない。

　それなのに、部外者のキャサリンと用心棒たちに既に知られてしまっている。

　こんな状況は何もかも人任せにして生きてきた少女には手にあまるものだったのだ。

　しかも、自分の言葉に無条件に従う家来たちがここには誰もいない。

　この少女がかつて経験したことのない『心細さ』を感じているのは間違いなかった。

　それを知ってか知らずか、ベラフォードが笑いながら言った。

「だけど、あなた、男の子なんでしょ？」

「──そうとも！」

「だったらそれでいいじゃない。わざわざ違うなんて言う必要はどこにもないわよ。ねえ？」

「そうともさ。男の子が湖に落ちたくらいで大騒ぎするほうがおかしいよ」

　決めつけられて、フェルナンドはまた言葉に詰まった。

　その眼が無意識に味方を求めて宙をさまようが、誰もいないことにあらためて気づかされて頼りなげに悔しそうに伏せられる。

　その様子を見たキャサリンは思わず深いため息を吐いていた。

　イサベルが以前フェルナンドのことを、あの子は何も知らないだけなのだと、あの子自身も気の毒な政治の被害者なのですと言っていた。

　あの時はとても納得できなかったが、キャサリンは今初めてフェルナンドをかわいそうにと思った。痛々しさすら感じていた。

　この少女は自分が女だということを知っている。

　真の意味で皇太子にはなれないことも知っている。

　しかし、この少女は周囲の人間たちにおまえは違うと、特別な子なのだと──おまえこそがコルテス家を背負って立つものなのだと言われ続けて育ったのだ。

　女の子は皇太子になれないという一番肝心な部分をごまかしたままでだ。

　外部の人間と話すこともなく、正しいことを教えてくれる人もなく、他に頼む術すべを持たない幼い少女はその言葉を当然のものとして受け入れるしかなかったのだ。

　キャサリンの耳にも聞こえるほど馬車の音が近くなってきたと思うと、空き地に立っていた彼らの下もとに突進するような勢いで、コルテス家の馬車が団体で飛び込んできた。

　馭ぎよ者しやがあまりにも急な停止を掛けたものだから、馬が高く嘶いなないて棹さお立ちになる。その反動で繫つながれた馬車までが大きく跳ねた。そんなことはものともせず、先頭の馬車から真っ青な顔のアロンソが転がるように飛び降りてきた。

「おぼっちゃま！　ご無事でございましたか！」

　ずぶぬれのフェルナンドを見て、アロンソはさらに仰天したらしい。

「こ、これはいけません。早くお召し替えを遊ばしませぬと。大事なおぼっちゃまの身に何かありましては一大事でございます。これ！　おまえたち、何をしているのだ！」

　後続の馬車から若い従僕たちが現れ、たちまちフェルナンドを取り囲んで馬車へと促した。

　その際、フェルナンドは気がかりな顔つきで、キャサリンを振り返って見ていた。

　自分を取り囲んだ召使いにも何か言いたそうにしていたが、結局は何も言わず、おとなしく馬車に乗り込んだ。

　そしてアロンソは、複雑な心境を懸命に押し隠しているキャサリンに向かって、地面に頭が届くかと思うほど深々と一礼したのである。

「キャサリンさま。先日の闘技場ばかりか、今回もまたおぼっちゃまを救っていただきまして感謝の言葉もございません。おぼっちゃまに何かありましたら、わたしどもは死んでお詫わびをせねばならぬところでございました。この通り、心よりお礼申し上げます」

「いいえ……フェルナンドが無事で何よりでした」

　精一杯さりげない様子を装ってキャサリンは答えた。

　ダムーに言われたとおり、フェルナンドの秘密に気づいた様子はかけらも見せなかったが、さすがにキャサリンも自分の顔が緊張にこわばっているのを感じていた。

「さっきの曲くせ者ものたちは明らかにフェルナンドを狙っていました。何者の仕業かわかりませんが、すぐに警察に通報して手配してもらってください……」

「その必要はございません。何者の仕業かはわかっております」

「本当ですか？」

「はい。他の皇太子候補を持つ家の仕業に相違ございません。当家のおぼっちゃまが皇太子に冊立されることを何としても妨がんとして、とうとうあのような血迷った真似に及んだものでございましょう」

　憎々しげに言ったアロンソは急に口調を変え、何やら落ち着かない様子で言い出した。

「このようなことにキャサリンさまを巻き込んでしまいますとは……まことにもってお詫びの仕様もございません。警察に知らせよというご意見は至極ごもっともでございますが、そうは致しかねる事情がございます。何と申しましても、これは我が国独自の問題なのでございます。さぞかしご気色が悪かろうとは存じますが、その辺りのことを何とぞお察しくださいますよう、お願い申し上げます」

「見て見ぬふりをせよと言うのですか？」

「は、その……」

「流れ弾はわたしに当たっていたかもしれないのですよ。その上でそんなことを言うのですか。わたしが死んでもよかったと？」

「と、とんでもないことでございます」

　アロンソは慌てて手を振った。

「わたしどもとしましても、このようなことを見過ごすつもりはございません。しかしながら、この度の彼らの狂乱は最後の悪あがきなのでございます。おぼっちゃまが皇太子として正式にお立ちになれば──その栄光の時はもう間もなくに迫っておりますが──その時点でかような騒ぎはたちまち止やむものなのでございます。さらに申し上げるならば、今し方の曲者の正体を突き止めることも、処罰することも、それ以後のほうが比較的たやすく行えるのでございます。彼らには必ず正義の裁きが下されます。そしてその時は決して遠くはございません。そうした事情を何とぞ、おくみ取りくださいますよう……」

　アロンソの言いたいことはわかる。

　今はことを荒立ててくれるなと言うのだろう。

　しかし、フェルナンドが皇太子に冊立されることは──それを知りながら黙っていることは、国家を欺く詐欺に荷担することになるのではないか。

　そんな苦悩と葛藤がキャサリンの顔をますます強こわばらせてしまったが、アロンソはそれには気づかないようだった。むしろキャサリンを気遣うように言ってきた。

「おかわいそうに。キャサリンさま。さぞ恐ろしい思いをなさったのでしょう。無理もないと存じますが、今も申し上げましたように、おぼっちゃまの皇太子宣下は間近に迫っております。先程のような恐ろしいことは二度とないと、しかとお約束致します。ご安心くださいませ」

　アロンソはどうやらキャサリンが撃ち返したところを見なかったらしい。

　十四歳の女の子が突然激しい銃撃戦に巻き込まれたのだ。恐怖に青ざめるのも無理はないと判断したのだろうが、あいにくキャサリンはあの程度の銃撃戦には慣れっこである。

　顔が強ばっているのは別の問題のせいだが、もちろんそんなことは言わなかった。

　珍しくも口数の少ないキャサリンを案じたのか、アロンソはホテルまで送ろうと申し出たが、キャサリンはそれも辞退した。

「わたしは本当に大丈夫です。それより、またあの曲者たちが襲ってこないとも限りません。フェルナンドを早く安全なところへ連れていってあげてください」

「は……恐れ入ります。それではお言葉に甘えまして、これにて失礼致します」

　アロンソはもう一度キャサリンに頭を下げて、フェルナンドと同じ馬車に乗り込んだ。

　馭者が手綱を一振りして、馬車はたちまち走り出す。

　他の馬車も一列になって続々と走り出した。

　用心棒三人も最後の馬車に乗り込んだが、その際、キャサリンはダムーにすばやく走り寄り、小声で囁ささやいた。

「ダムーさん。わたしは今ミロのリベラ・ホテルにおります。もし何かありましたら……」

「あってもらっちゃ困るんだがな」

　素っ気ない口調だった。

「おぼっちゃまが正式な皇太子になっちまえば、俺たちの仕事はそこで終わりだ。後のことはここの連中が何とかするだろうさ。俺たちが首を突っ込んでどうなるもんでもないんだぜ」

「わたしだって同じ気持ちです。ですけど……」

　このまま無事に済むとはキャサリンには到底思えなかったのである。

「じゃあね。お嬢さん」

「またね」

　ベラフォードとケイティも笑って手を振ってきたが、キャサリンは笑えなかった。

　ひどく苦い思いを抱えながら、走り去っていく馬車の一団を見送った。
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　馬車の群が走り去ってしまうと、辺りは急に静かになった。

　抜けるような青空に白い雲が浮かび、ゆったりと動いている。

　小鳥のさえずりや、そよ風が梢こずえを揺らす微かな音までが心地よく耳に入り込んでくる。

　平和でのどかな風景だが、キャサリンの心は平和とはほど遠かった。

　思わずニーナの顔を見る。今まで見たこともないような珍妙なニーナの顔がそこにあった。

　きっと自分も同じような顔をしているに違いないとキャサリンは思った。

　何を言えばいいかわからずに沈黙していると、ニーナがぎこちない声で言い出した。

「お嬢さま。とにかく、お昼にしませんか？」

　いい考えのように思えた。キャサリンは頷うなずき、辺りを見渡して言った。

「その前に場所を移しましょう」

　この空き地には大勢の人間や馬が踏み荒らした跡がくっきり残っている。

　しかも銃弾まで飛び交ったばかりだ。この場でお弁当を広げる気にはなれなかった。

　木陰に繫いであったキャサリンの馬は突然の大騒ぎに驚き、少し興奮しているようだったが、どこにも怪我をした様子はない。

　もしかしたら弾がかすったかもしれないと思っていたので、キャサリンはほっとした。

　馬を馬車に繫いで、二人は出発した。当てがあったわけではないので、湖を一回りし、結局この前の白はく頭とう鷲わしを拾った場所の近くで馬車を止めて、そこで昼食を摂とることにした。

　リベラ・ホテルの人たちは今日もすてきなお弁当を用意してくれていた。

　薫り高いハムに冷肉料理、野菜やチーズを挟んだパンにミンスパイ、パンプキンパイなど。

　それに山盛りの檸れ檬もんと蜂はち蜜みつ、この間と同じように氷のいっぱい詰まった水筒が入っていた。

　ニーナはそれらの材料で手早く冷たいレモネードをつくって、キャサリンに差し出した。

　酸味のある冷たい飲み物が喉のどを通りすぎる感触に、キャサリンは大きな息を吐いたのである。

「生き返るわね」

「はい」

　会話はそれきり途絶えてしまい、二人は黙々とお弁当を食べた。

　考えながら食べていたから、ほとんど味がわからなかった。おまけに無意識に食べ物を口に運んでいると、思いがけないほどの量を食べてしまえるものだ。

　いつの間にかハムも冷肉もきれいに消えて、パンプキンパイの最後のひときれを食べながら、キャサリンは独り言のように呟いた。

「まるで『とらわれの鎧よろい』だわ……」

「何ですか、それは？」

「前に読んだロマンス・ノベルズよ。偶然かしらね。そっくりなの……」

　キャサリンは小さなため息を吐いて話を続けた。

「暴君の王様の元に生まれたお姫さまの話よ。その王様は跡継ぎの男の子をとても欲しがっていたから、それに大変な暴君だったから、王妃さまが懐妊した時、女の子はいらないと、そのお腹の子が女の子だったら殺すと王妃さまに予告していたの。それなのに生まれた赤ちゃんは女の子で……王妃さまは男の子でしたと噓を言うのよ」

　ニーナもため息を吐いた。

「そっくりですね」

「お姫さまはもちろん皇太子として育てられるの。王様が死ねば晴れて王女に戻れるのだから、その時までの我慢だと王妃さまに言い含められてね。男の形なりをして髪こそ短くしているけれど、そのお姫さまは他のどんな姫君より美しく成長して『女のような美少年』だと評判になるの。だけど本当に女だと見破られたら身の破滅ですもの。お姫さまは頑張ったわ。帝王学を学んで、剣や弓を習って、実際に戦場にも出て誰より勇敢に戦うの。美しくて賢くて勇ましい皇太子に王様もすっかり満足してね、さすがは自分の跡継ぎだと喜ぶの。そうしたら、そのお姫さまが十七歳になった時に、お姫さまを皇太子だと信じている王様が、おまえもそろそろ年頃だから妻をもらえと言い出すのよ」

「それで、奥さまをもらったんですか……？」

「ええ。隣国の十六歳のお姫さまをお妃きさきとして迎えることになるの。このお姫さまは隣国では評判の美人で、おしとやかな人でね。政略結婚とはいえ、皇太子と並ぶとお人形さんのようにきれいな一対で、お父さまの王様は早く世継ぎを抱かせてくれとせっつくんだけど……」

「無理な話ですよね」

「そうよ。ケイティさんも言ったように本当は女の皇太子ですもの。どうしたって赤ちゃんが生まれるわけがない」

　そこで王妃の助言により、皇太子は結婚式を挙げる直前、もっとも頼みにできる友人として親しんでいた年若い近この衛え隊長を味方に引き込むのだ。

「近衛隊長は腰を抜かさんばかりに驚くのよ。皇太子のことを本当に男だと思っていたから。剣の稽古もつきあったし、一緒に戦場にも出て戦った。その人が実は女で、しかもその代役を頼まれたんだから……」

　夜になり、灯りを消した臥ふし所どに入ると、皇太子はそっと近衛隊長と入れ替わる。

　何も知らない皇太子妃は昼の間も、閨ねやでの仲むつまじさそのままに、愛情にあふれた笑顔を夫の皇太子に向け、うち解けた様子で寄り添い、細やかに話しかけてくる。

　この若妻を邪険にするわけにはいかない。皇太子は自分の知らない夜の間の出来事を、さも知っているかのように振る舞い、にこやかに妻に接しなくてはならない。

　加えてその頃は、実は女の皇太子は秘密を共有する凜り々りしい近衛隊長を密ひそかに愛するようになっているのだから二重の苦しみである。

　近衛隊長は近衛隊長で女とわかった皇太子に思いを寄せるが、皇太子を守るためにも自分の感情を押し殺して与えられた勤めに励む。

　やがて、当然の結果として皇太子妃は妊娠し、男の子を生んだ。近衛隊長の子だ。

「王様は孫ができたと言って大喜びするの。国を挙げてそのお祝いをするんだけど、その子が王家の血を一滴も継いでいないことを知っている近衛隊長は罪悪感に苦しんで、こんな過ちをこのままにはしておけないと思い詰めてね。赤ちゃんが生まれて三ヶ月、悶もん々もんと悩んだあげく、とうとう後宮に乗り込んでその赤ちゃんを……自分の息子を刺し殺してしまうのよ」

「あらまあ……」

　ニーナは眼を見張った。

「そんなことをしたらその人だって無事にはすみませんでしょうに」

「もちろんよ。近衛隊長は乱心したと思われて、身分剝はく奪だつの上、死刑を宣告される。だけど、皇太子は愛する人が殺されるのを黙って見ていたりしなかった。顔立ちや体格の似た浮浪者を探し出して身代わりにするんだけど、その救出劇がまた大変なの。皇太子は王様や皇太子妃の前では近衛隊長に激怒しているふりを貫かなくてはならないんだから。率先して死刑の手配を進めながらも、近衛隊長を慕う部下たちと密かに協力して、近衛隊長を死刑台から救い出すの。ところが王様がそのことにうすうす気づいて、本当は女だということも発覚しそうになるのよ。いよいよ皇太子も絶体絶命という時になって、王妃さまが、こんなことになったのもすべては自分の罪だからと言って、王様に毒を飲ませて殺害し、自分も自じ裁さいするの。そうして皇太子は生まれて初めてドレスを着て人々の前に現れ、王位を継いで女王となり、近衛隊長と結ばれる。失意の皇太子妃にも新しい結婚を世話してやって、めでたしめでたしっていうお話だった」

　淡々と話していたキャサリンはちょっと皮肉に笑った。

「だけど、わたしにはちっとも『めでたしめでたし』とは思えなかった。変な話だと思った。それでは自分の子どもを殺してしまった近衛隊長は？　同じく我が子を殺された皇太子妃は？　本の中では知らぬこととはいえ夫以外の人の子どもを産んでしまったのですから、こうなって却かえってよかったのですなんてものわかりよく話していたけど、そこまで割り切れるものなの？　近衛隊長の身代わりに死刑にされた浮浪者の若者は？　何より殺された赤ちゃんは？　だめよ。どう考えても全然だめ。ちっともおめでたくなんかないわ」

　首を振ったキャサリンは明るい空を見上げて苦い息を吐き、思わず呟つぶやいていた。

「あの子、これからどうなるのかしら……」

　いつまでもあんなごまかしが通用するわけがない。

　宮殿内には皇太子の世話をする召使いや女官が大勢いる。その人たちを全員味方に引き込むことはできないはずである。

　どんなにうまく隠しても、やがて必ず怪しまれることになる。

　ニーナが何やら難しい顔をして言った。

「一番考えられそうなことはですね、五人の赤ちゃんが生まれた時点で、乱心したとか何とか理由を付けて、あの子を人前から隠してしまうことだと思いますよ」

　キャサリンは驚いたようにニーナを見た。

「大胆なことを言うのねえ……」

「それこそ昔読んだ本にそんなお話がありましたよ。聡そう明めいな若い君主を煙たがった家臣たちが、跡継ぎの若君が生まれたのをいいことに邪魔な君主を無理やり隠居させて幽閉するんです」

「でも、ニーナ。この国の場合その跡継ぎの若君が何より問題よ」

「そうなんですよねえ。やっぱり昔読んだお話で──題はちょっと忘れてしまいましたけど、こんなのがありましたよ。その王国は国内が二つに分かれているんです。正確に言いますと、自分こそが正当な王家の継承者だと主張する公爵家がいて虎こ視し眈たん々たんと王座を狙っているんです。その緊迫した状況の中で即位した若い国王に赤ちゃんをつくる能力がないとわかりましてね、国王一派は弟殿下を代役に仕立てるんです。さっきの『とらわれの鎧よろい』じゃありませんけど、当のお妃さまにも内緒で、暗闇の中で兄陛下と弟殿下がそっと入れ替わるっていう方法でね。そして生まれた男の赤ちゃんを何食わぬ顔でお世継ぎに据えるっていう話でしたけど……」

　その秘密を公爵家に嗅かぎつけられそうになって、さあ大変というわけだ。

　そういうお話はキャサリンも読んだことがあった。昔──特に東大陸時代は──何が何でも君主には跡継ぎの男子が必要とされた時代が実際にあったのだ。

　本人にその能力がない場合、身内に代役を務めさせて子どもを産ませるというのも、小説の中では比較的よく見られる手法である。

　だが、コルテス家はそれを今現在のエルディアでやろうとしているのだ。

「確か、あの子、それは又いとこの役目だとか言ってたわね……」

「つまり、ご両親がいとこ同士という間柄ですよね？」

「おかしいわね。身内にしても少し血筋が遠すぎない？」

「ですけど、あの子にはお兄さんも弟もいないんでしょう。しかもコルテス家はお父上である皇太子殿下にも内緒でその代役を立てようと言うんですから……」

「それなのよ。問題はそこよ。皇太子殿下もあの子が女の子だと知らない。計画しているのはコルテス家なんだから。ニーナの読んだお話の交代劇は、王位を脅かす公爵家を抑えるために国王一派が取った苦肉の策だったわけでしょう？」

　キャサリンは力を込めて言った。

「王妃さまには本当にひどい仕打ちだったと思うし、決して正しいこととは言えないけれど、その頃の考え方は今とは違うもの。王座を守るためにやむを得ない手段だったとも言えるのよ。だけどこの国の場合は違う。コルテス家はもうじき即位される皇太子殿下も、この国の議会も欺こうとしているのだから。考えようによっては立派な反逆罪──国家の乗っ取りだわ」

　ニーナが何か言いかけて口を閉ざした。

　もともと顔をこわばらせていたが、その顔がさらに青ざめ、無意識に震えたようだった。

「お嬢さま」

　ニーナは意を決したように身体を起こして、キャサリンの顔を覗のぞき込んだのである。

「バナディスに帰りましょう、お嬢さま」

　キャサリンは驚いたが、ニーナの顔は真剣そのものだ。

「お嬢さまの言うとおりですよ。ここで起きていることはお話の出来事とはわけが違います。あの子が皇太子になることも、あの子が本当は女の子だってことも。現実のことなんですよ。ですけどこれはもう、わたしたちの関われる範囲を遥はるかに超えてます」

　きっぱりと言って、ニーナは躊躇ためらいがちに付け加えた。

「だからといって、まさかこのことを旦だん那なさまに申し上げるわけにはいきませんでしょう？」

　キャサリンも深刻な顔で首を振った。

「とても言えないわ。お父さまに相談したいのは山々だけど……」

　エリオット卿きようは公人である。バナディス政府の一画を担う立場にある人である。

　こんなごまかしを知って胸一つに収めておくことは卿の職務上許されないはずだった。

　卿が知れば当然バナディスの上層部も知ることになるだろう。結果としてエルディア政府も知るところとなるだろう。

　しかしそれではフェルナンドは──コルテス家は──この国はどうなってしまうのか。

　キャサリンはずっとそのことを考え続けていたのである。

　歴史で習ったような内戦が勃ぼつ発ぱつしても少しもおかしくないのだ。

　ニーナはそこまでわかって言っているわけではないだろうが、何か大きな危険がひしひしと迫っていることを──キャサリンが微妙な立場に置かれたことを敏感に感じ取って言っている。

「このままこの国にいるのは、何だかとてもよくない気がします。旦那さまはお仕事ですから戴たい冠かん式しきまで滞在なさるのは当然ですが、わたしたちは旦那さまについてきただけなんですから、今からすぐにバナディスに戻れば……」

「そうして後のことは見て見ぬふりをするの？　だめよ、ニーナ。そんなふうに逃げ出すのは、わたしはいやだわ」

「逃げる逃げないの問題じゃありませんよ！　ねえ、お嬢さま。わたしたちは外国人なんです。この国の問題に首を突っ込むのはやめにしましょうよ。後のことはこの国の人たちに任せればいいじゃありませんか」

　忠実なお相手役の熱心な勧すすめにもキャサリンは頷うなずかなかった。

　しばらく考えて言った。

「ニーナの言うことが正しいのはわかっているのよ。確かにあの子のことはこの国の問題で、わたしたちは外国人ですもの。何ができるわけでもない。だけど、このまま黙って見ていたら『とらわれの鎧よろい』と同じことになりかねない。いいえ、もっと悪いことになるかもしれないわ。あの子の場合、お父さまの皇太子殿下が亡くなったとしても、すぐ正体を明らかにして王位を継ぐというわけにはいかないはずだもの」

　ニーナも呻うめくような吐息を洩もらしながら首を振った。

「無理でしょうね。他に皇太子殿下の血を継ぐ男の子が四人もいるんですから……」

　沈黙が訪れた。

　キャサリンもまだ十四歳の少女である。並はずれて頭の回転が速く、抜群の勇気と行動力を持っている彼女にしても、この事態をどうしたらいいか見当もつかなかったのだ。

　ニーナも同様だった。

　何も言えず、何も考えることができず、座り込んだまま茫ぼう然ぜんと視線をさまよわせていると、すぐ近くでがさりと大きな音がした。

　二人とも飛び上がらんばかりに驚いた。

　反射的に振り返る。男が一人、がさごそと音を立てながら森の中から現れた。

「あれ？」

　二人を見た男は眼を見張り、笑顔で話しかけてきた。

「やあ、お嬢さんたち。またピクニックですか？」

　その顔にはキャサリンも覚えがあった。先日この湖で白はく頭とう鷲わしを撃った男だ。

　ただし、あの時とは様子が大違いだった。前は身体に合わないながらも貴族の子弟のような立派な狩猟服を着ていたのに、今はどう見ても庶民の服装である。

　背に草くさ籠かごのようなものを背負い、肩に縄を引っかけ、腰には山刀や小さい鎌を下げている。

「ええ、まあ……。そちらは今日は猟ではないんですのね」

　キャサリンは男を警戒しながら言葉を濁した。もう一つ、キャサリンの眼は男の右腕に吸い寄せられていた。

　そこには黒い布が巻き付けられていたからである。

「どなたか、ご不幸でも？」

「ああ、これ」

　男は腕の喪章を見下ろして、不謹慎にも笑いを洩らした。

「ちょっとした洒落しやれみたいなもんですよ。一昨日、フォテスキューの若様が死んだんでね」

「えっ!?」

　キャサリンはぎくりとした。心臓が跳ね上がったが、男はそれには気づかない様子だった。

　おかしくてたまらない顔つきで話しかけてきた。

「この前会った時、俺、変な格好してたでしょう？」

「ええ、あの、そうですね。今とは何だかご様子が違うとは思いましたけど……」

　言葉を返すのがやっとのキャサリンに対し、男はあくまで朗らかだった。

「あれね、その若様の身代わりをやってたんですよ」

「身代わり!?」

　意外な言葉の連続にキャサリンの緊張と動どう悸きはますます激しくなったが、男にとっては別に秘密でも何でもないらしい。ちょっと一休みするついでに世間話をするような口調だった。

「お嬢さんたち、フォテスキュー家はもちろん知ってるでしょう？」

　キャサリンは慌てて言った。

「わたしたちは外国人ですから。それほど詳しくはありませんけど、聞いたことはあります。確か妃きさき八はつ家けとか……」

「ああ、それで充分です。この国の人間なら誰でも知ってることだけど、八家ってのは本当に頭のおかしな連中でね。その死んだ若様ってのは、今の皇太子殿下の兄さんに当たる人ですが、三十そこそこの若さで死んだんですよ。まあ、あんな生活してれば自業自得ですけどね」

「あんな生活？」

「いやまあ、いろいろとね」

　男は言葉を濁して笑ったが、その表情からすると、キャサリンやニーナのような若い娘には聞かせられない話のようだった。

「とにかく、元気な頃の若様はこの辺りで猟をするのがお好きだったんです。他にすることが何もないんだから、そりゃもう毎日熱心でしたが、今年の春頃から若様は床から離れられなくなった。もちろん猟どころじゃない。普通ならおとなしく養生するところですが、若様は病の床でしきりと体裁を気にしなさったんです」

「体裁？」

「そうなんですよ。猟は自分の日課だった。それを急にやめたとなれば、下々の連中がきっと口さがなく噂するに違いない、フォテスキュー家の者が病に倒れて死にかけていると、無様なことだと笑うに違いない。そんな屈辱には自分は到底耐えられないって言うんですな。だから身代わりを立てろ、背格好の似た者に自分の服を着せて自分の銃を持たせて自分は今も元気に日課の猟をこなしているように見せかけろって言ったそうなんですよ」

　キャサリンは呆あつ気けにとられた。もちろんニーナもだ。

　二人は思わず眼と眼を見合わせてしまった。

　ニーナの顔にもありありと疑問が浮かんでいるのを見て、キャサリンは自分の感じたことが間違いでないことを確信すると、男に向かって恐る恐る尋ねたのである。

「ですけど、それはあの、ずいぶんおかしな話に聞こえますけど……？」

「ええ、そりゃもう。誰が聞いたって変な話ですよ。だいたい、本当に知られたくないんなら代役を務める俺にお供の一人くらい付けるのが当たり前ってもんじゃないですか。現に若様はそうしてたんだから。いつも大勢のお供を引き連れていた若様が急に一人でうろつきだしたら、却かえって変に思われますよ。それなのに、あの連中はそこまで気が回らないんです。──若様が身代わりを立てろとおっしゃった、ではそうしよう──これだけなんです」

「しかもそれを口止めもしなかった？」

　当然とも言えるキャサリンの問いに、男はほとんど笑いをこらえかねる様子で首を振った。

「あの連中はね、若様の身代わりを命じられた俺が、そのことをありがたがってかしこまっていると思い込んでいたんです。今でも思ってるでしょうね。連中の前では恭しく頭を下げて、若様の代役を務められますとは身に余る光栄でってやってましたからね。そりゃそうでしょう。滅多に拝めない大金を払ってくれるっていうんだから『あんたたちのやることは馬鹿げてる』なんてわざわざ言うことはない。その代わり、俺は猟銃の免許を持ってないってことは正直に言いました。撃ち方くらいは知ってますが、獲物を捕って帰れって言われても困りますからね。ところが獲物なんか捕れなくてかまわないんですと。要は若様が満足すればそれでいいらしい。こっちが腹の中では舌を出してることに気づかないんだから、本当にめでたい連中ですよ」

　笑って肩をすくめた男の顔に不意に卑しげな表情が浮かんだ。

「ま、それでもフォテスキューの若様には結構稼がせてもらったんでね。一応こうして弔意を表してるわけです。俺も妹もね」

「妹さん？」

「ええ。妹は死んだ若様の所で五年ほど世話になってましてね、子どもも二人産んだんですよ。それもあって俺のところに身代わりの話が来たんです。──でもねえ。いくら正式な夫婦じゃなかったからって、若様が死んだ途端に荷物をまとめて出ていけって言うんだから、やっぱりおかしなやり方だと俺なんかは思いますけどね」

　キャサリンも驚いた。

　日陰者の若様に側近が慰めを持たせること自体は珍しくない。

　地元の娘が選ばれて仕えるのも自然な成り行きと言えるが、それにしても相手が亡くなった途端の里帰りとはあまりにも急な話である。

「一昨日若様が亡くなったばかりなのに、妹さんはもうお家に帰されるんですか？」

「ええもう、実際、昨日のうちに帰されてきましたよ。おまえの役目は終わったからってね。俺と同じくお払い箱です」

「お気の毒に……。さぞかしフォテスキュー家をお恨みでしょうね？」

　多大な同情を籠こめてキャサリンは言ったが、男はまた笑い飛ばす調子になった。

「いやあ、別に恨むような筋合いじゃないんですよ。死んだ若様は気前のいい人で、決まったお手当の他にもきれいな着物やら細工物なんかをことあるごとに妹にくれました。それはそのまま取っておいていいことになりましたから、妹はちょっとした財産持ちになりましたよ」

「でも、お子さまは？　妹さんはお子さまと別れなければならなかったのでしょう」

　父親は庶子とはいえ王家の血を継いでいる。その子どもを、生みの母とはいえ領民にくれてやるわけにはいかないはずである。

　この男の妹は子どもをフォテスキュー家に残して実家さとに帰らなくてはならなかったはずだとキャサリンは考えたのだが、男はさらにあっさりと言った。

「ああ、それは産まれた直後に間ま引びきましたから」

　何を言われたのかキャサリンにはわからなかった。

「間引いた？」

「そうですよ。あの若様たちは八はつ家けにとっては厄介なお荷物ですからね。その血を残す必要はどこにもありません。むしろ残されちゃ困るんです」

　男の言葉の意味を悟るに連れ、キャサリンの顔から血の気が引いていった。ずっと草の上に座ったまま話していたが、とてもじっとしていられなくなった。

　勢いよく立ち上がって大声を発していた。

「こ、この国ではそれを殺人と言わないのですか!?」

「言いますよ。八家以外の場所で生まれた子どもだったらね」

「あなたにとっても妹さんの子どもでしょう!?　それを殺されて！　平気なんですか！」

「平気も何も、妹にこの話が来た時からわかってることでしたからね。妹自身、そんなことは承知の上で話を受けたんです」

「どうして断らなかったんです！」

「そりゃあできません。何のかんのと言っても、あちらはご領主さまで、こっちはその領民だ。断ったりしたら土地に住んでいられなくなりますよ。それが世の中の仕組みってもんです」

　義憤に身を震わせているキャサリンに比べて、男はむしろ穏やかな顔つきだった。

　これだけ八家を嘲ちよう笑しようしながらも、その権力には従わなければならないのか。

　いやでも逆らえないとわかっているからこそ軽けい蔑べつの心も強まるのか。

　キャサリンは到底納得できずに叫んだのである。

「それでは妹さんはどうなるのです!?」

「別にどうもしませんよ。妹は十六で奉公に行きました。帰ってきた今でもまだ二十一です。いくらでも新しい男を見つけられますよ。現にいくつか気の早い話も来てますからね」

「そういう問題じゃありません！　赤ちゃんを殺されて何ともないのかと訊きいてるんです！」

「仕方ないでしょう。それは誰からも祝福されない子どもですよ。お嬢さんはまだお若いからご存じないのかもしれないが……」

　ただの世間話のつもりが、思いがけず激しいキャサリンの反発に男は興ざめしたようだった。

　たいしたことではないのにと言いたげに肩をすくめた。

「何度も堕だ胎たいしたから子どもが産めなくなったっていう女はいても、二、三人子どもを産んだからってそれ以上産めなくなるなんて女はいません。産ませておいて始末するほうが母親の身体も安全なんです。俺も妹の身体のほうが大事だった。それがそんなにいけないことですか」

　そういう問題ではないと、キャサリンは再び叫びそうになった。

　しかし、それを言ったところで始まらないのだ。

　この男も、その妹も、自分たちにできる最善を尽くしたと思っているのだから。

　やり場のない憤りに震えながらキャサリンは努めて自分を抑え、できるだけ冷静に言った。

「わたしはバナディスのキャサリン・ウィンスロウです。あなたのお住まいとお名前、それに妹さんのお名前を訊かせてください」

「ムーチャ村のディアス・ゴンサレスです。妹はリタですが……？」

　いきなり何を言い出すのかと、男は当然ながら訝いぶかしむ顔つきになった。

　キャサリンは大きく息を吐き、声に怒気が混ざらないように努力しながら言葉をつくった。

「あなたの言葉を疑うつもりはありませんが、今のお話は──そんなことが本当にあるなんて、わたしにはとても信じられません。さしつかえなければ妹さんにもお話を伺いたいのです」

　そういうことかと男は納得して頷うなずいたが、同時に苦笑した。

「だったら妹を訪ねるまでもない。この辺りでちょっと訊いてみればすぐにわかることですよ。フォテスキューの若様には妹の他にも何人も妾めかけがいたし、妹が行く前に仕えていた女もいます。妾奉公には任期ってものがありますからね。フォテスキュー家に限ったことでもありません。冷ひや飯めし食いの若様なんて、まあ中にはあんまり若くないのもいますが、八家では珍しいもんじゃない。現に俺の知っている家でも三人姉妹のそれぞれがスパーダ、エトヴァ、ラチェッティの若様のところに奉公してましたからね」

「…………」

「外国のお嬢さんにはおかしな話に聞こえるんでしょうが、エルディアの人間ならこのくらいみんな知ってることですよ。王様が即位すると八家には役立たずの若様が増えるってね。また四人増えるわけですが、八家の召使い連中はさっそく人を使ってこの近くの娘を物色してます。と言っても、一応、王様の血を引く若様たちですからね。あんまり田舎育ち丸出しの娘を側そばに置くわけにもいかないらしい。最低でも読み書きくらいはできないと困るっていう注文でして、近くの娘で間に合わない時は遠くから連れてくることもあります」

「…………」

「昔なら、そんな高貴な方に奉公がかなうとは大変な出世だと、娘も両親も喜んだものですが、さすがに今ではこっちもそこまでおめでたくありません。ただし、さっきも言ったように断ることはできません。話を受ければ結構な稼ぎになるのも確かです。あちらは一応貴族の大家で、礼儀や行儀作法もきちんと仕込まれますから、娘にとってもいい花嫁修業になるんですよ。ま、持ちつ持たれつってやつで、お嬢さんが思っているほどひどいことではないんです」

　男は最後まで世間話の調子を崩さず、森の中へ消えていった。
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　数分後、キャサリンは馬車の上で怒りに震えていた。

　手綱を取るニーナはキャサリンの心中を推し量って黙っていたが、やはり気になるらしく、ちらちらとキャサリンの横顔を窺うかがって、やがて思い切ったように口を開いた。

「お嬢さま。さっきの人の言うことは気にしないほうがいいですよ。あんなの、本当かどうかわからないじゃないですか」

「わたしもそう思うの」

「そうでしょう？　いくらなんでも時代錯誤が過ぎますよ」

「だから確かめなくてはならないわ」

　ニーナはそっとため息を吐いた。とんだやぶ蛇である。

　二人は並んで馭ぎよ者しや席せきに腰を下ろし、馬車は来た時と同じ道を軽快に走っていた。

　見晴らしのいい道は遠くまで見渡せる。

　前方の道端──右側の道端に村人らしい男が所在なげに立っているのが見えたが、男は何を思ったか、急に道の真ん中に走り出てきて大きく手を振ったのだ。

　止まってくれという合図である。

　ニーナが慌てて手綱を絞って速度を緩めると、男は再び道の端に下がって馬車が止まるのを待った。

「どうかなさいましたか？」

　馭者席からキャサリンが問いかけると、真っ黒に日焼けした農夫はぎこちない手つきながら麦わら帽子を外して持ち、遠慮がちに話しかけてきた。

「急に脅かしちまってすみませんけど、これ、ミロのホテルの馬車でしょう？　お嬢さんたち、これから町にお帰りですか？」

「ええ」

　農夫はほっとした顔になった。

「それじゃあ、ご迷惑でなかったらミロまで人を乗せていってもらえませんかね？　お医者の先生なんですが、その先生の馬が急にひっくり返っちまって、どうにもこうにも動かなくって、往生してるんです。この辺りの馬はみんな農作業に使ってるんで……」

「それはお困りでしょう。かまいませんわ。お呼びしてくださいな」

「いやどうも、ありがとうございます」

　男は何度も頭を下げて走り去った。

　しばらく待っていると、大きな診療鞄かばんを抱えた小太りの人が、男に案内されてやってきた。

　額の汗を拭ふきながら、その人は馭者席のキャサリンを見て意外そうな声を発したのである。

「おや、あの時のお嬢さんかね？」

「ピエトロ先生！　今日は往診ですか？」

「そうなんだ。獣医の馬が足を捻ひねって動けなくなるとは笑い話にもなりゃせん。今日これから約束があって、急いでミロに帰らにゃならんのだが、乗せてもらえるかね？」

「もちろんですわ。さ、どうぞ」

「やれやれ、助かった」

　医師は額の汗を拭ぬぐって、連れの男を振り返った。

「すまんが、馬を頼むよ。明日には他の家の診療がてら様子を見に来るからな」

「へい。確かにお預かりいたしますです」

　太っていても機敏な身のこなしでピエトロ医師は馬車に乗り込み、キャサリンも一度馬車を降りて、ピエトロ医師と並んで後席に腰を下ろした。

　前席と後席では話がしにくいからである。

　急ぐとのことなので、ニーナは思いきって馬を走らせた。

　強い風が顔を叩たたいていく。

　ピエトロ医師は滲にじんだ汗を吹き飛ばされる心地よさに歓声を上げた。キャサリンも眼を細め、帽子を飛ばされないように押さえながらピエトロ医師に話しかけた。

「先生にお会いできてちょうどよかった。あの白はく頭とう鷲わしを撃った人にさっき会ったんです」

「ほう、何者だったね？」

「フォテスキューの若様の代役だったと言っていました」

「ほほう」

　ピエトロ医師はそれだけで事情を察したらしい。納得して頷うなずいた。

「なるほどな。フォテスキューの若様が亡くなったと、今そこの村で聞いてきたところだよ。病気だということを隠そうとしたわけか」

「代役の人もそう言っていました。ですけど、あんなに軽々しく話してしまったのでは代役を立てる意味がありませんのに」

「隠すつもりもなかったんだろう。若様の気が済めばそれでよかったんだろうな」

「わたしにはそこがわからないんです。それなら代役を立てる必要もありませんでしょう？　若様は病気で寝床から離れられないんですから。『お言いつけどおりに致しました』と言えば、それですむことのはずです」

　ピエトロ医師は楽しげに笑った。

「大胆なことを言うお嬢さんだ。しかし、八はつ家けの召使いとしては──しかもこの辺りの別荘に仕える者としてはだ、若様の命令に背くわけにはいかなかったのだろうよ。彼らはそのためにいるようなものだからな」

「先生は八家の事情にお詳しいのですか？」

「詳しいというほどでもない。普通のエルディア人が知っているようなことしか知らんよ」

「それで結構です。教えてくださいませんか」

　キャサリンは言って、走り続ける馬車の上で少し身体を動かして医師のほうに顔を向けた。

「わたしが聞いたところではエルディア歴代の皇太子殿下は十五歳で最初のご公務に就かれる──つまりエルディアの国王は代々非常に若くしてお世継ぎをお持ちになるとのことでした。そして五人の男のお子さまのうち一人が正式な王位継承者として選ばれると。他の四人は先日亡くなったフォテスキューの若様のように、それぞれのお母さまの実家に引き取られると」

「その通りだ」

　医師は頷いて、

「そしてよほどの例外を除いて、冷飯食いの若様として一生を終える」

　キャサリンは驚いた。

「例外があるんですか？」

「今のエトヴァ家の当主がそうさ。この人は王妃のお父上でもあるが、同時に先々代の陛下の実子に当たる人だ」

「先々代の陛下というと……先頃亡くなられた国王陛下のお父さまですか？」

「いや、違う。先頃亡くなられたのはルシウス・アンネウス一世陛下。その息子の二世殿下はまだ即位しとらんから、エルディア人のわしにとって国王と言ったら今でも一世陛下のことさ。ルシウス一世の父王はヒメネス三世。さらにその父王がエンリケ二世。今のエトヴァの当主はこのエンリケ二世の息子なんだよ。ヒメネス三世より一つ年上だったかな。当時のエトヴァのマリアが皇太子候補として産んだ子だ」

　キャサリンは真剣な表情で耳を傾け、頭の中に王家の家系図を思い描きながら言った。

「つまり、今のエトヴァ公は、亡くなられたルシウス一世の伯お父じにあたる方なんですのね？」

「そのとおり。そしてもちろん現皇太子殿下の祖父でもある」

　ピエトロ医師は記憶をたぐりながら話している。

「エトヴァ公──今のエトヴァの当主は六十半ばになるからな。この人を含む皇太子の選定が行われたのはおよそ五十年も前の話だ。わしはまだ生まれたばかりの赤ん坊だったが、歴代の皇太子選びの中でもとりわけ揉もめた選定だったと親父から聞かされとるよ」

「そして今のエトヴァ公は選から洩もれたんですのね？」

「さよう。すったもんだのあげく次期皇太子に選ばれたのはラチェッティのマリアの子だった。そうなれば他の子どもは用済みだ。エトヴァ公も他の家の子どもと同じように別荘に送られた。本来ならそのまま冷飯食いの若様として一生を終えただろうが、数年後、当時のエトヴァ公の息子が子どものないまま急死してな。この人は確か今のエトヴァ公の叔お父じに当たる人だったが、兄弟は誰もいなかった。もちろん、今のエトヴァ公を生んだマリアは別だ。実の姉だからな。だが、この人は王宮を辞すと同時に出家して尼になっていた。在ざい家けに戻して婿むこを取らせるわけにもいかない。姉きよう弟だいの母親であるエトヴァ公夫人はかなりの高齢で新たな子どもは望めない。そこで当時のエトヴァ公は親族とも相談の末、異例ではあったが、別荘送りにした孫の若様を跡継ぎとして本家に迎えることにしたわけだ。しかし、当時の国王ヒメネス三世はこの決定にあまりいい顔をしなかったと言われとる。まあ無理もない。同じ父王の子とはいえ、かつては王冠を巡って骨肉の争いを繰り広げた異母兄弟だからな」

「ですけど、それでは……エトヴァのご当主も穏やかではなかったのではありません？」

「もちろんだとも。エトヴァ公もまだ二は十た歳ちになるやならずで血の気も多かった。自分こそが王冠を被かぶっていたはずだという自負もある。ましてヒメネス三世は腹違いの弟だ。一応は膝ひざを折って臣下の誓いを述べたと言うが、さぞかし腸はらわたの煮えくりかえる思いだったに違いないよ。しかしまあ、エトヴァ公は他の馬鹿さまたちに比べれば出来がよかったほうだろう。ヒメネス三世によく仕えて当主としての務めも立派に果たした。娶めとった妻も大事にした。そのエトヴァ公の娘がヒメネス三世の子のルシウス一世に仕えて男の子を産み、その子はめでたく皇太子となり、エトヴァ公の娘は王妃になった。そして先日はやばやと未亡人になったというわけさ」

　何とも複雑な人間関係図である。

　深い吐息を洩らしたキャサリンだった。

　あらためて聞かされると、八はつ家けがいかに深く王室に関わっているかがわかる。

　その影響力を排除するのは非常に困難と言わざるを得ない。

　加えてアンネウス二世が即位して国王となれば、祖父であるエトヴァ公の権力が増すことは誰の眼にも明らかだ。

「先の陛下は──ルシウス一世はどうして亡くなられたんですか？　まだ四十代でしたのに」

「さあてな。お風邪をこじらせた肺炎が原因であると王宮は発表したが、実際はエトヴァ公が毒でも盛ったんじゃないのかな」

　冗談でもピエトロ医師がそんなことを言ったので、キャサリンはぎょっとした。

　ないとは言いきれない話だったからである。

　エトヴァ公にとってルシウス一世はかつて王冠を争った異母弟の子だ。

　血のつながった甥おいとはいえ、愛情も忠誠も持てなかったはずである。それよりは娘の産んだ孫であるアンネウス二世に王冠を与えたいと思ったところで何の不思議もない。

　躊躇ためらいがちにキャサリンは言った。

「エトヴァ公は、そんな悪あく辣らつな手段を執ってでも孫を王位に据えて、その陰で実権を握ろうと考えるような方ですか？」

「そりゃそうさ。八家の連中はみんなそうだろうよ」

　ピエトロ医師がさも楽しげに笑っているので、キャサリンはたまりかねて言った。

「先生。笑い事ではありませんでしょう？」

「わしらにとっては笑い事さ。王室騒動も八家の争いもどろどろと血なまぐさく醜いもんだが、その争いは決して外へは出てこない。お嬢さんには意外なことかもしれないが、王家も八家もあれで政治だけはきちんとやっとるんでね。エルディアは至って平和というわけだ」

「本当にそうでしょうか？」

　懐疑的な口調で言ったキャサリンだった。自分の膝に視線を落とし、スカートを握りしめて、思い切って切り出した。

「先程、身代わりの人に話を聞きました。その人の妹さんはフォテスキューの若様に仕えて、五年もお仕えして、若様の赤ちゃんを二人も産んだのだと。でも、その子どもたちは……」

「その先は言わんでよろしい」

　ピエトロ医師はすかさず話を遮った。その眼が鋭く、しかし優しくキャサリンを見つめて、ほろ苦い笑みを浮かべた。

「あまり外国の人に聞かせたい話ではないからな。お嬢さんのような若い人には特に衝撃的な話だったろう」

「先生はそのことをどう思ってらっしゃるんですか？」

「いいことだとは思っとらん。どんなエルディア人でもそうだろう。しかし、だからといって、どうすればやめさせられるのかもわからん」

「わたしが思ったのは、何より気になるのは、犠牲になったのはその二人の赤ちゃんだけではないだろうということなんです。フォテスキューの他にも七つの家があって、そのどの家にも皇太子になり損なった若様がいるのでしょう？」

「そのとおり。たいていの八家にはただの若様を筆頭にその上の中ちゆう若様、もう一つ上の大おお若様、下手をしたらさらにその上に老ろう若様がいる」

「先生……」

「からかっとるわけじゃない。本当のことさ。幸か不幸か、ここ何代か皇太子のご公務は実に順調だった。どの殿下も二十歳になる前に五人の後継者を持っていた。フォテスキュー家にも確か四十代の中若様と六十を過ぎたばかりの大若様がまだいるはずだぞ」

「──その中若様はルシウス一世の兄弟に当たる方で、大若様はヒメネス三世の兄弟に当たる方なんですね？」

「そうだ。恐れ多くも国王陛下の血を引く若様たちだ。粗末には扱えん。かといってそれらの若様たちに一家を持たせるわけにもいかん。そんなことをしたら王家の血を引く子どもが巷ちまたにあふれかえることになる。それは困るというわけだ」

　キャサリンの青い瞳ひとみに怒りが走った。

「あまりにも勝手な理屈ではありませんか」

「わしもそう思う。しかしこれが実に二百年も前から続いている風習なのでな。困ったもので、八家の者は誰もあれを殺人とは思っとらん。今ではどんなに貧しい農家でも同じことをしたら殺人だというのにな」

「この国の憲法には八家の嬰えい児じ殺害は殺人に該当しないとでも明記されているんですか？」

「そんなことはない。我が国の法律では生まれたばかりの赤子でも殺人は殺人だ。例外はない。八家の連中だって口を揃えてそう言うだろうよ。赤ん坊殺しなどとんでもないとな。──ただ、自分たちがその赤ん坊殺しをしているとは夢にも思っていないだけだ」

「殺人でないなら何なのです？」

「まさに『間引き』さ。農夫たちが若菜を撮つまむのと同じくらいの感覚しかあるまい。育ったら他を脅かす害になるものを早々に摘み取っているだけだとな。違いがあるとしたら、畑に働く農夫たちは撮んだ若菜を決して無駄に捨てたりせんということだ。総菜にするなり、酢漬けにするなりして、必ず役立てる。彼らは違う。だだっ広い屋敷の片隅にある墓場にそっと埋めて、それでおしまいさ」

　キャサリンはまたもや深々とため息を吐き、ピエトロ医師は興味を持った眼でキャサリンを見つめてきた。

「お嬢さんは外国の人なのに、ずいぶんこの国のことに興味があるんだな」

「自分の国とはあまりにも違うところばかりが眼につくからでしょう。それに、わたしの父はバナディスの外交に携わっているものですから」

「なるほど。どうりで、ただのお嬢さんではないと思った」

　キャサリンは苦い顔で首を振った。

「いいえ。わたしはただの娘です。自分で自分の無力がいやになりますわ」

　フェルナンドのことも、八家の忌まわしい風習も、キャサリンにはどうすることもできない。

　思わずうつむいて唇を嚙かんだ。

　ピエトロ医師のほうがキャサリンを慰める口調で言った。

「若いお嬢さんがそんな厭えん世せい的なことを言ってはいかん。信じられないかもしれんが、八家もあれで以前に比べれば大分ましになってきとるんだ」

　コルテス家のやり方を見る限りとてもそうは思えなかったが、医師は視線を前方に戻すと、独り言のように言った。

「これは内緒だがな、お嬢さん。わしは今の殿下に期待しとる」

「アンネウス二世殿下に？」

「そうだ。殿下にはルシウス一世にもヒメネス三世にもなかったものがあるように思うのでな。とはいうものの長い間の習慣だ。殿下お一人でどうなるものではないかもしれん。いっぺんに変えるのも難しいだろうが……」

　医師は少し間を置いてきっぱりと言った。

「このままでいいわけはない。それはエルディアのみんなが感じていることだ」

　キャサリンも力強く頷うなずいた。

「そうです。このままでいいわけはありません」

　ミロの町が見えてきた。

　ニーナはヴィセンテ通りまで一気に馬車を走らせ、医師は二人に礼を言って馬車を降りた。




　翌朝、身支度を調えたキャサリンが朝食の席に下りていくと、ホテルの職員がキャサリンに伝言を持ってきた。大使館のエリオット卿きようからだった。

　なるべく早く訪ねてくれとある。

　エリオット卿がこんなことを言ってくるのは珍しい。朝食を済ませると、キャサリンは早速ニーナを伴って大使館に向かったのである。

　午前中のミロの町は眠っているように気け怠だるげだった。

　まだ店舗が開いている時間ではないので余計にそう見えるのかもしれない。

　がらんとした町並みに太陽の光が燦さん々さんと降り注いでいる。

　大使館も扉を開ける時間ではなかったが、裏口へ回って来訪を告げるとすんなり通された。

　エリオット卿は執務室でキャサリンを出迎えた。机にまだ紅茶の茶碗が残っているところを見ると、卿も朝食を済ませたばかりらしい。

「コルテス家の連中が昨夜遅く、わたしの所へやって来たよ」

「何と言っていました？」

「それが全然要領を得ないんだ」

　卿は肩をすくめている。

「お嬢さまにはたいへんお世話になりましたと繰り返すばかりでね。おまえへの礼だと言って、こんなものを置いていった」

　卿が渡して寄越したのは銀製の金具がついた、立派な黒くろ天鵞絨びろうど張りの平たい箱だった。

　一見して宝飾品を収める入れ物である。

　開けてみると、中に収まっていたのはやはり首飾りだった。

　しかし、その見事さがただごとではない。大粒の四角型スクエアダイヤモンドが一つながりに連なり、留め金近くの一番小さい石でもキャサリンの小指の爪と同じくらいの大きさがある。

　真ん中に並ぶ三つのダイヤモンドに至ってはキャサリンの親指の爪より遥はるかに大きい。

　どの石も水をそのまま凝固させたように透き通っていた。不純物のない氷か、無色の水晶のようにも見えたが、この首飾りに使われている石にはそれらの品にはあり得ない深みがあった。

　火花のように激しい光を放ちながら燦々と煌きらめいている。

　あまりの眩まばゆさに眼がくらみそうだった。

　宝石には縁遠い年齢のキャサリンだが、一流の宝飾品を見る機会に何度も恵まれている。

　屋敷には母や祖母、曾そう祖母の宝物だった高価な品物がたくさん残っているし、加えて、先日ロームで最高級の宝冠を見たばかりだ。

　美しいという点に掛けて、この首飾りはあの宝冠と比べても勝り劣りはない。どう考えてもキャサリンのような少女の装身具にする品ではない。

　間違いなく一財産になる宝物だった。

　しばらく茫ぼう然ぜんと見とれていたキャサリンだったが、やがて我に返って眉まゆをひそめた。

「いくら何でも度が過ぎません？　わたしへのお礼にしては立派すぎる品物ですわ」

「わたしもそう思った。彼らの口調や態度もそれを裏付けていた。おまえへの礼と言いながら、それは口実で、実際にはわたしに受け取らせるために持ってきたらしい」

　その場で中身を確かめた卿は驚き、受け取れないと固辞したが、彼らは『これはお嬢さまに差し上げるのですから』と言って、ほとんど押しつけるようにして置いていったのだという。

「お父さま。これはもしかして賄わい賂ろというものなのではありませんか？」

「しかし、賄賂なら理由がなくてはならん。彼らはただもう受け取ってくださればよいのだと、詳しいことはお嬢さまに聞いてくださいましと言うばかりでな」

　卿は首を傾げながらも気がかりそうな様子で尋ねてきた。

「コルテス家のフェルナンドが次期皇太子に内定したからには、わたしに元老院への後押しを頼むわけでもないだろうし、いったい何があったんだね？」

　キャサリンは口の中がからからに乾くのを感じていた。

　父に何もかも打ち明けてしまいたいという欲求は強烈なものだったが、それはできない。

　懸命に息を落ちつかせながら慎重に言葉を選んだ。

「実は昨日……フェルナンドと一緒にいるところを銃撃されたのです」

　卿の眉が跳ね上がった。

「銃撃だって？」

「はい。少なくとも銃を持った男が三人いました。しかも、その者たちはコルテス家の馬車をつけていたのかもしれないのです。明らかにフェルナンドを狙っていました」

　一晩考えに考え抜いた末、このことだけは──フェルナンドが命を狙われていることだけは父に話しておかなくてはならないと思ったのである。

　昨日の顚てん末まつを詳しく話すと、卿はさすがに穏やかな顔に怒りを浮かべた。

「何たることだ。おまえをそんな危険にさらしたとは彼らは一言も言わなかったぞ」

「それはわたしも感じました。彼らにしてみれば大事な──おぼっちゃまが無事でよかったと、そのことにしか頭が回らないようでした」

「確かにそれが八家というものだが……」

　卿は腕を組んで考え込んでしまった。

「それで、おまえがあの拳けん銃じゆうで曲くせ者ものたちを追い払ったのか？」

「はい」

　頷うなずいて、キャサリンは苦い顔で付け加えた。

「あの家の人たちは慌てふためくばかりで、何の役にも立ちませんでしたから。森で会うのに武装していないのは当然としても、本当に意気地なしばかりで。一度はフェルナンドを置いて逃げ出しさえしたんです」

「コルテス家は無論、警察には届けていないのだろうな？」

「そう言っていました。こんな不ふ埒らちな真似をする悪者を見逃すつもりはないと。ただしそれは──おぼっちゃまが次期皇太子に冊立されてからのことだと」

　卿もまた苦い顔だった。

　首飾りを見る眼も今は戸惑いではなく忌まわしさを表している。それを知っていたら決してこんなものを受け取りはしなかったのにと、卿の表情はありありと語っていた。

　キャサリンも思いがけず押しつけられた宝物を見て父に問いかけた。

「お父さまから見て、これはどのくらいの値打ちがあるものですか」

「換金すればグレンフィールドの一等地に立派な屋敷が二軒は建てられると思うよ」

　キャサリンは深いため息を吐いた。

「ありがたい話ですこと。わたし、一気に大金持ちですわね」

「たぶんバナディスでも一番裕福な十四歳だろうね。──おまえはこれをどうしたい？」

「受け取る理由がありません。コルテス家にお返ししますわ」

　きっぱりと言った。こんなものを受け取るのは自分が汚れるようでいやだったのだ。

　そんな娘の態度を見て、エリオット卿は満足そうに頷いた。

「それでこそわたしの娘だ。──さて、ところで時間は空いているかね？」

「ええ」

「では、出かけるから一緒においで」

　そう言いながら、卿は首飾りの入った天鵞絨の箱を取り上げたので、キャサリンは驚いた。

「お父さま。まさかこれからコルテス家へ？」

「いや、それは帰りになるだろう。まずは王宮だ」
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　キャサリンは滅多にないくらい緊張していた。

　何が何だかわからないうちに父と乗った馬車はミロの市街を軽やかに駆け抜けて、たちまち王宮の正門をくぐっていたのである。

　ちなみに、ニーナは大使館に残っている。エリオット卿きようが残るように言ったせいもあるが、行く先が王宮と聞いてはさすがのニーナも尻しり込ごみしてしまったのだ。

　そしてキャサリンは今、見上げるような扉を前にして顔を強ばらせていた。

　この扉の中ではルシウス・アンネウス二世殿下が自分たちを待っているのだという。

　普段なら身分の高い人に拝謁するからといって、キャサリンはここまで緊張することはない。

　それをいやというほど承知しているエリオット卿は不思議そうに娘を見つめていた。

「そんなに固くなることはない。いつものとおりにしていれば大丈夫。おまえはどこへ出ても立派に小さな淑女として振る舞えることをわたしは知っているからね」

　父の言葉は本当に嬉うれしかった。誇らしくもあった。が、そういうことではないのだ。

　これから会う人はフェルナンドの父親だ。今度の騒動のまさに中心人物なのだ。

　だが、殿下は何も知らない。

　フェルナンドが女の子だということも、命を狙われていることも、まだ何も知らないのだ。

　さらに困ったことに、それをキャサリンの口から話すことはできない。

　どきどきしながら父に続いて入っていくと、そこは陽の差し込むサンルームになっていた。

　さすがに王宮の一室だけあって内装も調度も立派なものだが、威圧するような雰囲気はない。

　眼を見張るほど豪華には違いなくても人をくつろがせる魅力を持った空間だった。

　明るい陽射しをいっぱいに受ける中、男の人が笑顔でキャサリンたちを出迎えた。

　キャサリンは緊張と好奇の眼まな差ざしで──できるだけそれが表に出ないように気をつけながら熱心にその人を見つめたのである。

　ルシウス・アンネウス二世は澄んだ黒い瞳ひとみに優しい光を湛たたえた、穏やかな表情の人だった。

　髪も黒く、肌は血色がよく、体つきは中背ながら機敏で洗練されている。

　年が若いので、とてもフェルナンドの父親には見えなかった。顔立ちもあまり似ていない。

　何より雰囲気が大違いだった。

　フェルナンドは短気で感情的な子だが、この人は違う。いかにも物静かで端然としており、あの子のような気性の激しさも神経過敏なところも感じられない。

　実際の感情はどうあれ、意思の力で己を制することのできる人なのだ。

　キャサリンは自分は父のついでに招かれただけだろうと思っていた。

　だから慎ましく控えながらも殿下をしげしげと観察していたのだが、殿下はエリオット卿と眼を交わすだけの簡単な挨あい拶さつを済ませると、にこやかにキャサリンに話しかけてきたのである。

「ようこそいらっしゃいました。ミス・ウィンスロウ。やっとお会いできて嬉しく思います」

　これにはびっくりした。

　本当に高貴な人はやたらと威張り散らしたりしない。まして王族ともなると、どんな相手に対しても礼儀を守った親切な態度で接する。そういう習慣が身についているのである。

　加えてこの階級の人々は滅多なことでは本当の感情を露あらわにしたりはしない。

　それをふまえても、もうじき即位して国王になる人がたった十四歳の少女に話しかける言葉遣いとしては最高に丁寧な口調だった──少し丁寧すぎる感じすらした。

　しかも殿下がキャサリンに向ける眼差し、その声には心からの好意と歓迎の意が籠こめられているように見えるのだ。

　まさか殿下が、父のお供として一緒にきただけの自分にここまで好意的に接してくれるとは思わなかったのでキャサリンは呆あつ気けにとられた。戸惑いもしたが、キャサリンはここで本来の自分に立ち返り、スカートの裾すそをつまんで優雅に膝ひざを折って挨拶した。

「お目にかかれて光栄に存じます、殿下。キャサリン・ウィンスロウでございます」

　アンネウス二世はいっそう優しい眼でキャサリンを見つめてきた。

「伺ったとおり、あなたは立派なレディでいらっしゃる。ですが、堅苦しいのはよしましょう。その様子ではあなたのお父上はあなたに何も話していませんね？」

　この言葉には本当に面食らったキャサリンだった。同時にひやりとした。

「殿下。失礼ですが、そのお言葉はどういう意味でございましょう？」

　部屋の隅から楽しげな笑い声がした。

「殿下はエリオット卿を実の兄上のように慕っていらっしゃるのですよ。そのエリオット卿がことあるごとにあなたの自慢話をしているのですもの」

　明るい窓際に円卓が置かれ、椅子が並べられている。喪服を着た四十年配の女の人が殿下の前だというのに不ふ遜そんにも椅子に腰掛けたまま、キャサリンに笑いかけてきた。

「初めまして、キャサリン。マリア・アナベラ・コンスタンシア・マラカムです。──いいえ、先代マラカムのマリアと名乗ったほうが早いかもしれませんね」

　キャサリンは眼を見張った。

「イサベルさんの叔お母ばさまですか？」

「はい。姪めいがお世話になっていると伺っておりますよ」

「とんでもない。わたしのほうこそお世話になってばかりです」

　この人も亡くなったルシウス一世が皇太子だった時分に側室に上がった人だ。

　しかし、子どもには恵まれなかった。だから王妃にはなれなかった。しかしルシウス一世がエトヴァのマリアと結婚した後も、即位して王となった後も、三十年も傍に仕えていた人だ。

　キャサリンはここでまたも複雑な人間関係図に突き当たってしまった。

　アンネウス二世にとってこの人は父親の愛あい妾しようだった人だ。

　この人にとってもアンネウス二世はかつて国王の寵ちよう愛あいを競った女性の子どもである。

　なごやかに会談するような間柄ではないはずだが、アンネウス二世は笑顔で先代マラカムのマリアに話しかけた。

「お茶に致しましょう、母上」

「ええ、殿下」

　キャサリンの顔に浮かんだ疑問の表情を察したのだろう。

　アンネウス二世は優しく言った。

「実の母も健在ですが、わたしはずっとこの人をマラカムの母上と呼んで育ったのですよ」

　エリオット卿きようが初めて言葉を発した。

「この方はそれだけルシウス一世の信頼厚い方だったのだよ」

　先代マラカムのマリアは顔立ちも体つきもふっくらと福々しい人だった。ほんの少女であるキャサリンに対しても丁寧な仕し種ぐさで椅子を勧めてくれた。

「さ、どうぞ。座ってくださいな。おいしいお菓子を用意させたのですよ」

「ありがとうございます」

　答えて腰を下ろしたものの、もうじき国王になる人のお茶会に招かれたのは初めてである。

　キャサリンもさすがにいつもの調子が出ずに身体を硬くしていた。

　お父さまもこんなことなら先に一言おっしゃってくれればいいのにと思ったが、卿は殿下と和やかに言葉を交わしている。

　マリアは触れるのも恐いような銀製の大きなポットを取り上げて、それぞれの茶碗にお茶を注いでいる。ポットだけではない。大理石の机の上に並べられている茶器や食器はすべて銀をあしらった磁器の一揃いだ。他にも見事な銀製の大皿が机の中央に置かれている。

　そこには一口で食べられそうな可愛らしいチョコレートが何種類も並んでいた。

　キャサリンが何も言わないうちから、マリアが小皿を取り、いくつかチョコレートを取って勧めてくれた。そうしながら申し訳なさそうに言ってきた。

「バナディスの方をお招きするのですもの。本来でしたら正式なお菓子を揃えた午後のお茶にご招待するべきところですが、今は何かと忙しい折りですので。堪忍してくださいね」

「とんでもないことでございます」

　かしこまって皿を受け取った。

　いつもなら喜んでいただくところだが、今は正直言ってきれいなお菓子にも気を惹かれない。

　それでも口を付けないのは失礼に当たると思い、キャサリンはその一つを取って口へ運んだ。

　カカオの香ばしさとミルクの濃厚な味が口いっぱいに広がった。

　キャサリンもそこは十四歳の女の子である。こんな時でも甘くておいしいお菓子につい顔がほころぶのは仕方がない。感動しながら味わっていると、マリアが笑顔で話しかけてきた。

「いかが？」

「おいしい。とても結構なお味です」

「よかった。遠慮せずにどんどん召し上がれ」

　マリアはにっこり微笑んだ。感じのいい、人の気持ちを楽にさせる笑顔だ。

　キャサリンも微笑み返してお茶をいただき、もう一つチョコレートを口にした。

　これは趣向を変えて少し苦みがある。そこに木き苺いちごのクリームを混ぜてある。実においしい。

　キャサリンがますます顔をほころばせた時、アンネウス二世が言った。

「コルテスのフェルナンドに会ったそうですね」

　チョコレートが喉のどに詰まるかと思った。

　衝撃と動揺を隠そうとするあまり、何とも複雑な顔になっていたのは間違いない。

　アンネウス二世はキャサリンの顔つきが元に戻るまで待ってから穏やかに問いかけてきた。

「どんな子でしたか？」

「…………」

「あなたは既にご存じと思いますが、血のつながった父と子でありながら、わたしはあの子に会ったこともないのです。あなたから見てどんな少年でしたか？」

　キャサリンはチョコレートを何とか飲み下して慎重に言葉をつくった。

「とても……活発なお子さまに見えました」

　それが精一杯だった。

　こんな席でなかったら、あるいは自分がもっと小さな、せめて五歳か六歳の女の子だったら『わたし知ってるの。あの子は本当は女の子なのよ』と無邪気な口調で言えたかもしれないが、今それをやったらただの馬鹿だ。

　アンネウス二世は言葉を濁したキャサリンをどう思ったのか、真面目な口調で言った。

「あなたの眼には我が国の風習はさぞかし奇妙と映るのでしょうね」

　キャサリンは眼を伏せ、礼儀正しさを装って黙っていた。

　何と言ってもこの件に関してはエルディア王家を誹ひ謗ぼうしないという約束を父と交わしている。

　まして目の前にいるのはその当事者なのだ。

　借りてきた猫のようにおとなしくしているのはキャサリンの主義に反するのだが、さすがに何を話せばいいのかわからなかった。

　それでなくとも相手は次期国王である。最大級に言葉に気をつけなければならない人である。

　その上、言えないことがあまりにも多すぎる。

　本当は父との約束がなければ──許されるものなら、正面から殿下に尋ねてみたかった。

　殿下自身はこの風習をどう思っているのかと。

　我が子と──フェルナンドだけではなく他の四人の子どもたちとも十二年間一度も会えず、フェルナンドが次期皇太子に冊立されれば、恐らく他の子どもたちとは一生会えない。

（ピエトロ医師の話から察するに、別荘送りにされた若様たちがその後、父王と面会したとは思えないからだ）

　穏やかな表情からは何も察することはできないが、アンネウス二世はお茶を一杯飲み干すと、あらためてキャサリンに話しかけてきた。

「ミス・ウィンスロウ。実はあなたに折り入ってお願いがあるのです」

　殿下は依然として優しく微笑していたが、キャサリンは緊張に居住まいを正した。

「どのようなことでございましょう、殿下」

「コルテスのマリアがこの頃、少し体調を崩しているそうなのです。さほど重いものではなく、今後の予定に差し障りがあるものでもないと聞いていますが、大事な時です。わたしとしては労いたわってやりたいところですが、これも我が国の風習で出向いてやることはできません。そこで見舞いの手紙を書きました。あなたに託しますので、届けてやってもらえませんか」

　キャサリンは面食らった。

　殿下の頼みごととは恐らくフェルナンドと仲良くしてくれ、友達になってやってくれということだろうと思っていたからである。

　それなら納得がいくのだが、手紙を届ける役目をどうして自分に言いつけるのかと思った。

　そういう用事なら何も外国人の──しかも自分のような未成年の少女に頼むことはない。

　王宮には殿下の用事に働く侍従が何人もいる。その誰かに言いつけるのが普通のはずである。

　問いかける意味で父を見ると、エリオット卿きようは微笑を含んだ顔で頷うなずいた。

「おまえにも話しただろう。我が国と違ってエルディア王族の結婚は──特に皇太子の結婚は愛情に関係なく行われるものだと」

「お父さま……」

　キャサリンの声はたしなめるような囁ささやきになった。

　王家を誹謗するなと言いながら、父のほうがよほど大胆なことを言っている。

　しかし、アンネウス二世は気を悪くした様子もなく、真顔で頷いた。

「わたしの父もそうでした。父が愛していたのはわたしを生んだ母ではなく、このマラカムの母でした。しかし、しきたりによって結婚はできなかったのです」

　アンネウス二世の声には沈痛な響きがあった。

　愛する人と引き離されたマラカムのマリアに同情的とも取れる口調だった。

　その先代マラカムのマリアは寂しげに微笑んでいる。

「詮せんないことですわ、殿下」

「いいえ、母上、それは違います。本当にやむを得ないと、このままでよいとお思いですか？　わたしはそうは思いません」

　驚いて顔を上げたキャサリンだった。

「偉大なるミカエル七世のお決めになったしきたりではありますが、二百年も前のご決定です。諸外国の人々が我が国のこの風習を──もはや因習と呼んでも差し支えはないでしょうが──それを知った時にどんな顔をなさるか、母上もよくご存じのはずです。たとえ偉大なる先せん達だつがお決めになったご決定ではあっても、当時は大きな効果を発揮したものだとしても、明らかに現在の情勢にそぐわないものと化している以上、改変を加えることは自然の流れです。決してご先祖への非礼に当たるものではありません」

　殿下の口調はあくまで淡々とした穏やかなものだった。

　だが、王族がここまで積極的に真情を吐露することは極めて稀まれと言っていい。

　息を吞のんでいるキャサリンを、アンネウス二世は優しい眼で見つめて言った。

「わたしはそのように考えているのですが、残念ながら、この意見に賛成できないという人も多いのです。この王宮にも大勢います。少しずつ変えようとしてはいるのですが、力が及ばず、あなたのお父さまに助けていただくこともしばしばです」

　エリオット卿が重々しく首を振った。

「いいえ、殿下、あなたはご立派です。ご自分の思うところへ進もうとなさっておられる」

「そのお言葉はありがたく頂ちよう戴だいしますが、エリオット卿。思うだけでは充分ではありません。実現できなければ意味がないのです」

「それはご謙けん遜そんが過ぎましょう。こうして現実のものとなさったではありませんか」

「運が味方をしてくれたまでのことです。わたしにできたのはコルテスのマリアに決まるよう、ただひたすら祈ることだけでした。幸いフェルナンドが後継者に選ばれ、結果的にコルテスのマリアに決まりましたが、望みを果たそうとする人の姿勢としてはあまりにも消極的です」

「それはもうおっしゃいますな」

　なだめるように言ったエリオット卿は口調を変えてキャサリンに話しかけた。

「殿下はこの国の風習を変えようと考えておられる。エルディア王室史上初めて、少なくともこの二百年で初めて、ご自分が愛する女性と結婚しようと決意しておられるのだよ」

　キャサリンはますます驚いてアンネウス二世を見た。

　相手は自分より遥はるかに年上の──しかももうじき国王になる人である。

　立ち入ったことを尋ねられる人でないのはわかっているが、ここまでの話の流れに力を得て、キャサリンは勇気を振り絞って問いかけた。

「それでは殿下は──フェルナンドのお母さまを愛していらっしゃるのですか？」

「コルテスのマリアはわたしにとって大切な人です」

　アンネウス二世は笑顔で言った。

「五人の側室に差をつけてはならないので会うことはできませんでしたが、この数年、手紙のやりとりは欠かしたことがありません」

　まったくここは中世の城じよう塞さいか、それとも牢ろう獄ごくかしらとキャサリンは思った。

　夫婦同然に過ごして子どもまで為なした者同士だというのに、同じ町ミロに住んでいるというのに、十年以上も顔を見ることもままならず、互いの意思を伝える手段が手紙だけとは。

　こんな非人道的なやり方にはむろん怒りを覚えるが、キャサリンの現在の興味は他にあった。

　大事なことだ。殿下がフェルナンドの母親を本当に特別に思っているのか、もっとはっきり確かめねばならない。

　身を乗り出して、ためらいながらも思いきって言ってみた。

「ですけど、殿下。お手紙のやりとりはその方とだけだったのでしょうか？　他の方たちとも平等にお手紙を交わさなくては、それこそ差をつけることになってしまうと思います」

　不敬罪に当たるくらい不ぶ躾しつけな質問なのに、殿下は真面目に答えてくれた。

「あなたの言うとおりです。他の人とも定期的な挨あい拶さつは交わしていました。しかし、わたしが心を込めてしたためたのも待ち望んでいたのもコルテスのマリアの手紙だけです」

　これもまた思い切った率直な言葉である。

　大きな驚きがあった。同時に暗闇の中に光明を見み出いだした思いがした。

　何とかなるかもしれない。

　アンネウス二世とフェルナンドの母親が愛し合っているというのなら、あの子が女の子だということも母親の口から父親にさりげなく打ち明けてもらえば、うまく収まるかもしれない。

　先代マラカムのマリアが微笑しながら言った。

「フェルナンドも殿下とお会いするのを心待ちにしているでしょうね。生まれて初めて父親と対面するのですから」

　アンネウス二世も笑顔で頷きを返した。

「わたしも楽しみにしているのです。とても優秀な子だと聞いていますから」

　その点だけはキャサリンにはどうしても信じられない。

　お茶の道具が並ぶ机の上には銀製の呼び鈴もあった。殿下がそれを取って鳴らすと、殿下と同じくらいの年齢の男の人が部屋に入ってきた。

　従僕の服装ではない。金髪で、身体が大きく、軍人のようなきびきびした足取りの人だ。

「わたしの執務官のパブロです。──パブロ、あれを」

「はっ」

　低い声で答え、パブロは恭しく赤い天鵞絨びろうど張りの綴込バイン冊子ダーをアンネウス二世に差し出した。

　表紙と裏表紙しかない、ぴったりと合わさった薄い本のようなものだった。

　その間に手紙が挟んであるのだろう。

　勝手に開いてしまわないように、真ん中に金の留め具がついている。

　アンネウス二世は受け取ったそれをそのままキャサリンに手渡した。

「コルテスのマリアに渡してください」

「かしこまりました。確かにお預かり致します」

　キャサリンはその薄くて豪華な綴込冊子を押し頂いて受け取った。

　分厚い天鵞絨の表紙には月桂樹と槍やり、鉞まさかりを組み合わせたエルディア王家の紋章が色鮮やかな絹糸で刺し繡しゆうされている。

　短いお茶会はそこでお開きになった。戴たい冠かん式しきや結婚式の予定を抱えている殿下は想像以上に忙しいのだ。

　別れ際、殿下はエリオット卿きようと握手を交わし、キャサリンは控えめに殿下に話しかけた。

「殿下はいつ頃フェルナンドとお会いになるのですか」

「恐らく結婚式が済んだ後になるでしょう」

「では、そのお式はいつごろに？」

　熱心に尋ねるキャサリンに殿下は微笑した。

「興味がありますか？」

「はい。王族の方の結婚式はとても豪華なものですから」

　現在のバナディス女王ベアトリクスの結婚式の様子を描いた絵がグレンフィールド美術館に飾られているのを見たことがある。

　往来を行く屋根のない馬車に、まだ王女だったベアトリクスとそのご夫君のチェスター公が華やかな婚礼衣装を纏まとって腰を下ろし、馬車の行く手には無数の紙吹雪が舞っている。
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　往来にも道端の家の窓にも人が溢あふれていた。市民は夢中の様子で二人に向かって手を振り、色とりどりの薔ば薇らの花びらを投げている。

　当時の豪華絢けん爛らんな雰囲気や国民の熱狂ぶりを感じ取れる絵だったが、アンネウス二世は首を振った。

「残念ですが、我が国では少しばかり事情が異なります。結婚は国民に披露するものではなく、ごく内輪の儀式なのですよ。数人の立会人の下もと、平服のまま簡単に済ませるのが普通です」

　そんなわびしい結婚式があっていいのかと思ったが、これも口には出せない。

　いいや、形などは問題ではないとキャサリンはすぐに思い直した。

　本当に愛し合う者同士が誓いを立てるのなら、どんなに粗末な場所でもそこは神聖な祭壇となるからだ。

　そのもう一人の当事者に会うべく、キャサリンはコルテス家の本宅に向かうことになった。




　パブロはキャサリンとエリオット卿を玉石の敷きつめられた庭に案内した。

　そこには立派な二頭立ての四輪馬車が待っていた。屋根のある、黒塗りの大きな馬車だ。

　顔が映りそうな扉の鏡板にはキャサリンが抱えている綴込冊子と同じ紋章が描かれており、繫つながれている馬も見事な駿しゆん馬めである。

　月桂樹の帽章を付けた馭ぎよ者しやが恭しくその扉を開いて控え、乗客が乗り込むのを待っているが、エリオット卿は馬車を前にしてパブロに言った。

「では、パブロ。娘を頼むよ」

　金髪の偉丈夫は驚いた顔で小柄なエリオット卿を見下ろした。

「卿はご一緒に来られないのですか？」

「わたしが出向くまでもないだろう。殿下に用事を頼まれたのは娘なのだからね」

「いえ、どうかエリオット卿もご一緒にお願い致します。お嬢さまお一人だけでは……」

「大丈夫。娘なら心配いらない」

　笑って言うと、エリオット卿はあの首飾りの箱をパブロに差し出した。

　反射的に受け取ったパブロは不思議そうに問い返した。

「これは？」

「今は娘のものだが、娘はコルテス家に返しに行くという。どうせ同じところへ行くのだからちょうどいい。キャサリン、この馬車を使わせてもらいなさい」

　こんな個人的な用事に王宮の馬車を使おうというのだから、お父さまは意外と大胆だわと、その娘は冷静に考えていた。

　バナディスではとてもできないことだが、ここは外国である。個人的な用事をキャサリンに頼んだのも殿下のほうだ。この際ちょっと使わせてもらっても悪くないかもしれない。

　エリオット卿が悪戯いたずらっぽく笑いかけてくる。

「一人でも大丈夫だね？」

　ここまで来るとキャサリンは完全にいつもの調子を取り戻していた。笑って頷いた。

「もちろんですわ」

「うむ。しっかりやっておいで」

　そう言うと、エリオット卿は本当に歩いて離れていってしまった。

　パブロはそれでもまだ戸惑っていた。未練がましくエリオット卿の後ろ姿を見つめている。

　懸命に自制を働かせているものの、大きな身体で所在なげにしているところは何だか主人に置き去りにされた大型犬を思わせた。

　おかしいと感じるより気の毒になって、キャサリンは遠慮がちに声を掛けた。

「参りましょう、パブロさん。遅くなってしまいます」

「は……」

　パブロは無念そうな顔だったが、ようやく諦あきらめたらしい。キャサリンに向かって一礼した。

「それでは、コルテス家までご案内致します」

　外国の要人の娘と思って気を遣っているのがわかる。先にキャサリンを乗せ、自分も続いて乗り込んで馬車の扉を閉めた。

　王宮からコルテス家までは二キロもない。馬車で行けばあっという間だ。

　そしてエルディア王家の紋章をつけた馬車の来訪を拒否できる家は、エルディアのどこにも存在しない。

　馭者が名乗るまでもなかった。それどころか馭者は馬車を止めさえしなかった。門番たちは遠目にこの馬車を確認すると、何も言わずに恭しく門を開いて馬車を通したのである。

　広大な通アプ路ローチを駆け抜けて、玄関前に馬車が止まる。

　ここまでの短い道中、パブロはずっと沈黙していたが、馭者が馬車の扉を開こうとした時、低く囁ささやいた。

「ミス・ウィンスロウ。お願い致します。それはくれぐれもコルテスのマリアに直接手渡してください」

　キャサリンは驚いて隣に座っているパブロを見た。

　パブロもじっとキャサリンを見つめ返した。

　図らずも狭い馬車の中で見つめ合う格好になってしまった。

　馬車の外からその動きを察したのか、扉を開けようとした馭者もいったん扉から手を離して控えている。さすがである。

　しかし今はそちらにかまっていられない。座席に座ったまま、キャサリンは疑惑の顔つきで問い質ただした。

「もとよりそのつもりでしたが、パブロさんはそんなにわたしを信用できませんか」

「違います」

　パブロはすかさず否定した。傍はた目めにも緊迫した顔だった。

「ここはエルディアです。バナディスではありません。妃きさき八はつ家けはどの家もそうですが、非常に家格を重んじます」

　キャサリンのような女の子ではいいようにあしらわれてしまいかねないと言いたいらしいが、それこそパブロはキャサリンを知らない。

　あしらわれるどころか、手加減してやるつもりなど一いつ切さいないキャサリンは、にっこり笑って答えていた。

「では、その箱を持って一緒に来てください。殿下のご用を果たす前に自分の用事を片づけてしまいますから」

　綴込冊子を抱えてキャサリンは馬車を降り、玄関を見上げた。

　立派な玄関だった。手前には大理石でつくられた石段が設けられており、ポーチというのも憚はばかられるような豪華な屋根を持つ空間が扉の前に広がっている。

　見上げるほど大きい両開きの扉にはそれぞれ馬の首をかたどった敲たたき金がついている。

　しかし、それを敲いて来訪を知らせるまでもなかった。

　キャサリンが石段を登っていくと、扉がゆっくりと内側に開いたのである。

　独りでに開くとは奇っ怪な扉だが、見ればそれぞれの扉の端に従僕が慎ましく控えている。

　門の時と同じだった。恐らく誰かが玄関まで走って王室の馬車の来訪を告げたのだ。

　王家の使者を待たせないというコルテス家の主義が窺うかがえるが、いささか大げさでもある。

　軽く会釈を返してキャサリンは仰ぎよう々ぎようしい玄関をくぐった。

　礼儀正しく一歩下がってパブロが続く。

　二人を出迎えたのはアロンソだった。

「ようこそ、パブロ執務官。今日はまた何用ですかな」

　アロンソはその時まで見慣れたパブロの姿しか見ていなかったようだが、一緒にいる少女がキャサリンだとわかると戸惑いの表情を浮かべた。

「これはこれはキャサリンさま。執務官とご一緒にお見えになったのですか？」

「いいえ。今日はこの方がわたしのお供なのです。──そうですね、パブロさん」

「はい」

　硬い顔つきでパブロは答え、アロンソに向かって説明した。

「先程、アンネウス二世殿下はミス・ウィンスロウに臨時の使者を任命されました。わたしはその付き添いです」

「ですが、その前にまずこれをお返し致します」

　キャサリンは言って、パブロに目配せした。進み出たパブロがあの首飾りの箱を差し出すと、アロンソはあきらかに狼ろう狽ばいしたようだった。

「これは……」

「お気遣いはありがたいのですが、こんな立派なものをいただくいわれがありませんから」

　一応、微笑を浮かべてはいるが、キャサリンの口調は至って素っ気ない。

　アロンソは困惑の眼で首飾りの箱とキャサリンを見比べていたが、キャサリンははっきりと、それどころかむしろ脅すような口調で言った。

「どうぞ、お受け取りください。もともとあなたのお家のものです」

　そこまで言うと、ようやくパブロの手からアロンソの手にその貴重な箱が移った。しかし、アロンソはますます戸惑った様子で尋ねてきた。

「これを返せというのは、お父さまのご意向でしょうか？」

「あなたもガルベスさんと同じですね。ずいぶん不思議なことをおっしゃいます。何故そこで父が関わってくるのです？　わたしへの礼だと言って置いていったのはあなたでしょう」

「はい。それはもう……わたしどもはもちろんそのつもりでお届け致しました。わたしどもの精一杯の誠意を示したのですが、この品はお気に召しませんでしたか？」

「いいえ、とてもきれいだと思いました」

　キャサリンは正直に答えた。

「わたしも美しいものは好きです。宝石もきらいではありませんが、何事にも限度があります。あなたが持ってきてくれたものがもっと可愛い品でしたら喜んで受け取りましたが、わたしはまだ未成年です。父の庇ひ護ご下にある身でこんなものは分不相応です」

「かしこまりました。それではただちに代わりの品を……」

「結構です。あなたが今度わたしへの贈り物を父に預けても、父はもう受け取らないでしょう。わたしもそちらのお気持ちだけをありがたく受け取りたいと思います」

　あっという間に一つの用事を済ませて、キャサリンは本題に入った。

「アンネウス二世殿下からコルテスのマリアさま宛のお手紙を預かって参りました。どちらにいらっしゃいますか」

　赤天鵞絨の綴込冊子を見せながら言うと、アロンソはまた笑顔になって軽く頭を下げた。

「かしこまりました。それでは、確かにお預かり致します」

　こちらへ渡してくれるようにという意味は明らかだったが、キャサリンは両手でしっかりと綴込冊子を持ち、わざとらしく眼を見張った。

「マリアさまはお留守なのですね。それでは、ご在宅の折りにあらためて参ることに致します。いつ頃お戻りですか？」

　有無を言わせずたたみかけると、案の定アロンソの顔色が微妙に変化した。

　キャサリンにはそれで充分だった。ずばりと尋ねた。

「ご在宅なのですね？」

　アロンソはますます変な顔になった。

　それは嘆願の顔つきと言えなくもなかった。そうして懸命に訴えてきた。

「キャサリンさま。どうかお察しください。実は、マリアは少し体調を崩しておりまして……。まことに申し訳ありませんが、面会はご容赦願いたいのです。無論その書簡はわたしが責任を持ってお預かりして、後で必ずマリアに渡します」

「お加減が悪いことは存じております。ですから殿下はわたしを寄越したのではありませんか。お見舞いを言いつかっておきながら、その方のご様子を確かめずに戻ることなどできません」

「お心遣いには感謝致しますが、病人のお見苦しい様子をお目に掛けますのはどうかと……」

「殿下のお使者の顔も見られないほどお悪いとは伺っておりません。殿下ご自身、そのようにおっしゃいました。それとも殿下のお言葉が間違っているというのですか？」

「滅相もないことでございます。はい。それは確かにそのとおりなのですが……」

　こういう煮え切らない態度がキャサリンは大嫌いである。

「わかりました。コルテスのマリアさまは面会もままならない重体だと、当然、間近に迫った結婚式に出席できるはずもなく、従って結婚式や戴たい冠かん式しきの予定はすべて組み直す必要があると、これから王宮に戻って殿下に申し上げましょう」

「キャサリンさま！」

　この少女とはとことん相性が悪いことを知っているアロンソは大慌てでキャサリンを止めた。

「お待ちください。それは気が早すぎます。マリアは決して重体などではありません。じきに回復するのは間違いありません。しかし、今は臥ふせっていることもまた確かなのです。乱れた姿で殿下のお使者にお会いするのは病人にとって耐え難い苦痛となります。これからの行事に万全の体調で臨むためにも、今そんな負担を掛けることは避けるべきであると、ここは大事を取って安静を心がけるべきであると考え、わたしの一存でお止めしたまででございます」

「そんなことを気にしていたのでは治る病気も治りません」

　アロンソの言い訳をキャサリンは頑として突っぱねた。

「あなたにはおわかりになっていないようですね。わたしはエリオット・ウィンスロウの娘としてではなく、アンネウス二世殿下のお使者としてここにいるのです。そのわたしをマリアに会わせないように妨害するとはどういうことです。コルテス家の殿下に対する反抗心あるいは侮辱であると判断してもよろしいのですか？」

「と、とんでもない！　妨害だなどとは！　誤解でございます。ご案内致しますが、ただその、その前に中をあらためたく……」

「中をあらためる!?」

　突拍子もない声が出てしまった。

　これは芝居ではない。キャサリンは本当に驚いていた。

　中というのは綴込冊子に何が入っているのかという意味と、手紙の内容という意味の二つが取れるが、どちらにせよキャサリンの常識では信じられないことだ。

　アロンソ自身、ぽろりとこぼしてしまった自分の一言に、しまったという顔をしていたが、それで容赦してやるキャサリンではない。

　わざと顔をしかめ、意図的に声を荒らげた。

「これはわたしが殿下から直々に託されたものですよ！　それを──中をあらためる？」

　心底呆あきれたように金茶の頭を振ると、キャサリンはずっと沈黙していた大きな人を見上げて苛いら立だたしげに問いかけた。

「わたしの国では王室からの使者に対してこんな非礼は考えられないことですが、パブロさん、エルディアではこれが普通のやり方ですか？」

「いいえ」

　答えたパブロの顔にはもう先程のような緊迫した色はない。びっくり箱でも見るような眼でキャサリンを見つめていたが、踵かかとを揃えて軽く頭を下げ、重々しく言葉を添えた。

「あり得ないことでございます。ミス・ウィンスロウ」

「そうでしょうね。文化国家ならば当然のことです」

　キャサリンももったいをつけて頷うなずくと、アロンソに眼を戻して、はっきりと言った。

「コルテスのマリアにお会いできないのでは仕方がありません。これはこのまま持ち帰ります。殿下にはコルテス家の方々がマリアに会わせてくれなかったと、ありのままを申し上げます。──お邪魔致しました」

　くるりと背を向けた途端、アロンソのけったいな悲鳴が玄関ホールに響き渡った。

　キャサリンとパブロはすぐさま屋敷の奥へ通されたのである。

　門構えを見た時から大きな屋敷だと思っていたが、中を歩いてみると、その広さ、豪華さは想像を遥はるかに超えていた。

　まっすぐな長い廊下に黄金の蔓つるを巻き付けた豪華絢けん爛らんな白大理石の柱が並び、神殿のように均等感覚にそびえ立っている。

　廊下のところどころにさりげなく置かれた調度品も時代を感じさせる凝ったものばかりだ。

　あんな首飾りを簡単に寄越すところからしても、この家の財力を推し量ることができる。

　奥へ進むに連れて内装の印象が徐々に変化した。きらびやかさではなく歴史の重みや深みを感じるようになり、廊下にも丸ごとの薔ば薇ら色大理石を使った重厚な柱が並ぶようになった。

　先に立って案内するアロンソが廊下の角を左に折れる。

　続いて曲がると周囲が一気に明るくなった。

　廊下の先の扉が大きく開け放たれている。その向こうは屋外だったが、アロンソはかまわず先へ進んだ。

　屋根付きの渡り廊下が敷地につくられているのである。

　マリアの住居すまいはその渡り廊下の先の離れにあった。

　離れといっても二階建てのちゃんとした一軒家で、玄関も重厚なマホガニー製である。

　扉には敲たたき金がついていたが、アロンソはそれを使いはしなかった。玄関の取っ手を摑つかんで押し開けると、重そうな扉は簡単に開いた。

　入ったところは吹き抜けの空間になっていた。ホールというには殺風景な場所で、目の前に二階に続く螺ら旋せん階段があり、右手の机の上に呼び鈴が置かれている。それだけの部屋だ。

　アロンソがその呼び鈴を取り上げて鳴らすと、すぐに一階奥の扉から小間使いが現れた。

　背の高い、骨張った顔立ちの、気むずかしそうな中年女性だ。

　アロンソが横柄な口調で言った。

「殿下のお使者がマリアにお会いしたいと申されておる」

「かしこまりました」

　にこりともせずに答えると、その召使いは自分の出てきた扉とは別の扉にキャサリンを誘い、キャサリンはアロンソを振り返って言った。

「あなたは遠慮してください。マリアと二人きりでお会いしたいのです」

「は……」

　不承不承ながらもアロンソは一礼して下がっていったが、その際、何な故ぜか玄関の扉を閉めず、開け放ったままにしていった。

　見ていた小間使いもどういうわけか扉を閉めようとはしない。その代わり、パブロが開ひらけた空間に通せんぼをするような格好で立った。

　キャサリンはそれを見届けてから、小間使いの案内に従って部屋に入った。

　通された客間は無人だった。

　長椅子には縞しま状じようの花模様があしらわれ、大理石の机の上には陶器製の薔薇のランプが置かれ、壁紙は白地に金、窓にはレースのカーテンだけが掛かっている。

　母屋の仰ぎよう々ぎようしさとはうって変わって明るく繊細な装飾が施されている部屋だった。

「こちらでお待ちください」

　長椅子に腰を下ろしたキャサリンはそう長く待たされなかった。誰かが二階から下りて来る気配がしたかと思うと、すぐに衣きぬ擦ずれの音に変わって、小柄な女の人が入ってきた。

　その人はフェルナンドの母親とはとても思えなかった。二十代の後半になっているはずだが、顔も身体もほっそりとしなやかで、まるで十代の少女のように初々しい印象の人である。

　さらに言うなら（ある程度予想はしていたが）病人にも見えなかった。

　その人は自分を待っていたのが歳若い女の子だったので少し戸惑ったようだったが、殿下の使者に対して礼を欠くようなことはしなかった。

　しとやかに膝ひざをついて名乗った。

「ようこそおいでくださいました。マリア・アンヘラ・ショーナ・コルテスでございます」
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　キャサリンは立ち上がって挨あい拶さつした。

「初めまして。キャサリン・ウィンスロウと申します。──どうぞお立ちになってください。殿下のお使者といっても、わたしはあくまで臨時の使者ですから」

　キャサリンはこの人に会うのも名前を聞いたのも今日が初めてである。

　だが、この人は明らかにキャサリンの名を知っていたらしい。

　コルテスのマリアの顔にかすかな驚きと微笑が広がった。

「バナディスのエリオット・ウィンスロウ卿きようがミロにいらしていることは存じておりました。卿のご令嬢でいらっしゃいますか？」

「はい。アンネウス二世殿下からこれを預かって参りました」

　綴込バイン冊子ダーを差し出すと、マリアは押し頂いて受け取り、長椅子に腰を下ろした。

　留め具を外して天鵞絨びろうどの表紙を開く。中には手紙が二通挟まれていた。

　一通は紫の封ふう蠟ろうに王家の紋章が捺おされ、もう一通には何も捺されていない。

　マリアはその場でまず王家の紋章が捺された手紙を開いた。それからもう一通も開封して、丹念に眼を通した。

　その間、キャサリンは失礼にならない程度にコルテスのマリアを観察していた。

　キャサリンはこれで八家のマリアを四人見たことになる。

　自分の手で草花を育て、馬を飼い、太陽の下で犬と散歩を楽しむ健康的なスパーダのマリア。

　その妹の、異様なまでに厚化粧の、これから側室に上がるという未来のスパーダのマリア。

　三十年間も亡くなった国王に仕えていた、おっとりと福々しい先代マラカムのマリア。

　年齢のせいもあるだろうが、三人のうち王妃への夢敗れた二人は道理と分別を備えており、まだ若い未来のマリアは王妃への野心満々で人を人とも思わぬ驕きよう慢まんな態度をしている。

　そしてこのコルテスのマリアは王妃になることが決定した人だ。

　もっと勝ち誇っていても良さそうなものなのに、あのマリアのように高慢な印象も、相手を疲れさせる感じもしない。

　肌こそ白くなめらかで、あまり陽に当たらないように見えるが、お化粧は自然な薄化粧だし、上品な薄桃色の衣い裳しようも飾り気のない清せい楚そなものだった。この人によく似合っている。

　キャサリンに話しかける声の調子も穏やかで落ちついていて、至って感じのいい上流階級の女性に見える。

　これはキャサリンにとって大いに意外なことと言えた。

　真剣な眼まな差ざしで文面を追っていたマリアはやがて手紙をたたんで顔を上げた。

　遠慮がちにキャサリンに問いかけた。

「お返事をしたためますので、しばらくお待ち願えますか」

　もちろんキャサリンに異存はなかったが、人が手紙を書くのを待っているのも気まずいので、こちらも控えめに申し出た。

「その間、お庭を見せていただいてもかまいませんか？」

「どうぞ御覧になってください。ちょうどこの部屋の外にある花壇が見頃です」

　マリアはにっこり笑いかけてきた。好ましい笑顔だった。

　キャサリンも笑い返して部屋を出るとパブロと眼が合った。

　彼は玄関に背を向けて、この部屋の扉を食い入るように見つめていたのだ。それがあんまり不安そうな顔をしているので、キャサリンは大丈夫だと言うつもりで頷うなずき返した。

　その時、開け放たれた玄関扉の向こうに渡り廊下を急ぎ足でやって来る細い姿が見えた。

　フェルナンドだった。

　男の服を着た少女は玄関に飛び込んできたが、キャサリンの姿を見てはっとなった。

　たちまちその表情が険しくなる。今にも怒鳴りつけそうな顔だったが、母親の住居で騒ぎを起こすのは抵抗があるらしい。

　無理やり激情を抑え、声を抑えたものの、苛いら立だちも露あらわに問いただしてきた。

「どうしておまえがここにいるんだ？」

「ご挨拶ね。あなたのお母さまにお会いしに来たのよ」

　フェルナンドは信じられないような顔になった。ぽかんとキャサリンを見つめてきた。

「では、父上の使者とはおまえのことなのか？」

「そうよ。お母さまはそこのお部屋にいらっしゃるわ。今はお手紙を書いていらっしゃるけど、会っておいきなさいな」

　少年の姿をした少女は頭を振った。

「その必要はない。ぼくは父上のご様子を伺いに来ただけだ。──おまえとは思わなかった」

　吐き捨てるように言い、くるりと背を向けて渡り廊下を引き返そうとする。

　その細い背中にキャサリンは冷ややかに話しかけた。

「お父さまはあなたのことを尋ねていらしたわよ」

　フェルナンドははじかれたように振り返った。その顔には激しい驚きと同時に、まだ一度も会ったことのない父親に対する強い憧あこがれがありありと浮かんでいた。

「父上にお会いしたのか!?」

「ええ、お目に掛かりましたとも。ご一緒にお茶をいただいたわ」

　フェルナンドは信じられないような顔でキャサリンを凝視した。今度はその顔に浮かぶのは嫉しつ妬とと呼んでもいいような表情だった。

「何を言うんだ！　父上がおまえなんかと一緒にお茶を召し上がるはずがない！」

　この子はまったく人に喧けん嘩かを売るのが上手だわ──とキャサリンは自分のことは棚に上げて呆あきれ返った。自然と顔つきが険しくなった。

「今の言葉はお父さまが客人として招いた相手を侮辱するものに他ならないわね。お父さまが聞いたら何とおっしゃるかしら」

「だから！　なぜおまえが父上のご招待を受けるんだ！」

「わたしではないわ。父がお招きを受けたのよ」

　憤ふん懣まんやるかたないフェルナンドの表情が変化した。

　初めてキャサリンの言うことを真面目に受け止めたような顔だった。

「おまえの父親だって？」

「そうよ。あなたのお父さまは父と懇意にしてくださっているの」

　フェルナンドはあらためてキャサリンを見つめ直すと、忌々しげに頷いたのである。

「そうか……。やはりおまえは王家の血を引くものなのだな」

「何ですって？」

「隠しても無駄だ。おまえの父親はおまえの国の先代国王の落らく胤いんだと聞いた。そうでなければエルディア国王となられる父上が、たかが大臣の使用人ごときと懇意になさるはずがない」

　キャサリンの声も表情も氷のように冷たくなった。

「もしあなたの言う大臣の使用人が父のことなら、それはバナディス全体に対する侮辱だわね。だいたい父が先代陛下のご落胤だなんてでたらめをどこで聞いたのかしら。父は祖父の息子に決まっているじゃないの。バナディス王家とは無関係だわ」

「それこそでたらめだ！　父上が使用人なんかと親しくなさるものか！」

　このままではもう一度この子をひっぱたいてしまいそうだった。

　懸命に自制心を働かせながらキャサリンは言った。

「ここではお母さまのお邪魔になるわ。お庭へ出ましょう。──パブロさん、後を頼みます」

　パブロは無言で頭を下げた。

　フェルナンドはパブロのことなど眼中にないようだったが、パブロのほうはそうはいかない。

　無表情を装っていたが、二人の激しいやり取りに内心はらはらしているのがわかる。

　そしてキャサリンにもパブロの前では言えないことがあったのだ。

　その庭は離れを囲むようにつくられていた。図形のようにきっちり整えられたものではなく、自然の風合いをそのまま活いかした野草園のような庭だ。

　建物の傍には低い草花が並び、その向こうに蓮はすの浮かぶ池がある。庭を囲む煉れん瓦が塀に添って果物の実る樹木が植えられ、完成された小さな世界をつくり出している。

　客間の窓の外にはマリアが言ったように色とりどりの花が咲き群れる花壇があった。

　意外にも園芸用の花か卉きはあまり見られなかった。花壇を彩るのはほとんどが野菜の葉であり、花や実であり、あるいは香草の小花だった。陽光の中にさわやかな香りが漂っている。

　レースのカーテン越しに手紙を書くマリアの姿がおぼろに見える。

　声を聞かれてはまずいと思い、キャサリンはできるだけ窓から離れることにした。庭の中につくられた小道を通って池に向かうと、不機嫌そうなフェルナンドの声が追いかけてきた。

「父上はどんなことをお話しになったんだ？」

　キャサリンは答えなかった。庭を見渡しながら小道を歩いていった。

「答えろ！　父上はおまえに何をおっしゃった」

　池の手前に青紫色の飛ひ燕えん草そうがひとかたまりになって咲いているところがあった。

　そこで足を止めてキャサリンは振り返った。

「教えてあげない。今のあなたに話しても意味がないもの」

　キャサリンが今いるところは庭の真ん中だった。

　飛燕草はキャサリンの腰くらいまでの高さで、視界を遮るものは何もない。

　煉瓦の塀にある木戸も離れの様子もよく見える。人が近づいてくればすぐにわかる。

　奮然と小道をやって来たフェルナンドも立ち止まって、正面からキャサリンを睨みつけた。

「ぼくは父上の子だぞ。知る権利がある」

　キャサリンはそれには答えず、離れの窓に眼を移して言った。

「お母さまはきれいな方ね」

「そんなことはどうでもいい」

　恐ろしくぶっきらぼうな言葉だった。

「どうでもよくはないわ。素敵な方じゃないの。あなたがお手本にするべき人だわ」

　反発されるのは承知の上で言ったのだが、フェルナンドはたちまち真っ赤になった。

　まさに癇かん癪しやく玉だまが破裂したような勢いで叫んだ。

「馬鹿なことを言うな！　あれはただの女だぞ！」

「あなただって女の子でしょう？」

「違うと言っているだろう！　ぼくを侮辱するのか！」

「本当のことを言ってなぜ侮辱と言われるのか、わたしにはわからないわね」

　黒髪を切りそろえた少女の顔をまっすぐ見つめて、キャサリンは厳しい声で言った。

「あなたがいくら自分は男だと言い張っても、この先ずっと男で通せるわけがないことくらい、それこそその歳になればわかるでしょう。あなたのお母さまはもうじきお父さまと結婚する。そうしたらあなたは女の子として──王女として過ごすことになるはずよ」

「黙れ！」

　少女の発した怒声には嫌悪さえ感じられた。

　実際、細い身体を怒りにぶるぶる震わせながら、フェルナンドは声を張り上げたのである。

「誰がそんなものになるか！　ぼくは皇太子になる！　父上の跡を継いでエルディアの国王になるんだ！」

「いいえ、あなたは皇太子にも国王にもなれないわ。──女王にならなれるでしょうけど」

　キャサリンがそう言った途端、さらに盛大な罵ば倒とうが少女の口から飛び出した。

「おまえは！　自分が何を言っているのかわかっているのか！　おぞましい！　女がどうして王になれるんだ！」

「エルディアの法律ではそうかもしれないけど、わたしの国では女性の国王は珍しくないのよ。当代の陛下も女王陛下だもの」

「噓をつくな！　噓を！　どこの国だろうと女の王なんかいるわけがない！」

　キャサリンは顔をしかめた。

　ご両親はあんなに感じのいい方たちなのに、この子ときたら本当にどうしようもない。

　この子のせいではないとわかっていても、ひたすら苦々しかった。

「では、お父さまにお会いした時に尋ねてみるといいわ。そうしたら、わたしが噓つきなのか、あなたが何も知らない馬鹿な子なのか、はっきりするでしょうよ」

　父親のことを言われてフェルナンドは悔しそうな顔になったが、引き下がりはしなかった。

　あくまで頑固に言い張った。

「父上の庇ひ護ごを得ているからと言っていい気になるなよ。女に政治なんかできるものか！」

「どうしてそう思うの？」

　キャサリンは真顔で尋ねた。

「どうして女の人に政治ができないの？」

　フェルナンドは何か言いかけて言葉に詰まった。それまでのように威勢よく喚わめくのではなく、地面を睨みつけてためらっていたが、やがて押し殺した声を吐き出した。

「女は──頭が悪いんだ。難しいことは考えられないんだ！　女が夢中になって考えることは化粧とか衣裳とかそんなくだらないもののことばかりだし、女が唯一役に立つことといったら子どもを産むことだけなんだぞ！　それ以外には針仕事や家事仕事くらいしか能がないんだ。ぼくは違う！　そんなつまらない惨めなものじゃない！」

　なるほどとキャサリンは思った。

　つまりこの少女はずっとそう言われて育ってきたわけだ。

　自分が女だと認めてしまうことはすなわち子どもを産む以外に何の役にも立たないものだと、能なしだという烙らく印いんを押されてしまうことになる。

　そんなことは断じて認められない。断じて同じにされたくないというわけだ。

「ぼくはエルディアの歴史だって暗記している。難しい計算だってできる。馬にも乗れるし、剣だって使えるんだ！」

　だから女などではないと言いたいのだろうが、キャサリンも黙っていなかった。やり返した。

「わたしは女だけど東大陸時代の古文書だって読めるし、数学や自然科学も学校で習ったわよ。あなたより上手に馬を走らせることもできるし、銃だって撃てるわ」

　他はともかくキャサリンが銃を使うことはフェルナンドも知っていたから、また泣きそうな顔で叫んだ。

「だからおまえは女らしくないと言うんだ！　女は銃なんか持ったらいけないのに！」

「『いけない』の？　『できない』ではなくて」

「うるさい！　口答えをするな！　女は黙って男に従うものなんだ！」

　この少女を縛っているものが何となく見えてきたキャサリンは冷静に言葉をつくった。

「あなたの言うことはわたしにはこう聞こえるわね。針や家事仕事以外の能がないのではなく、女にはそれ以外のことはできっこないのだと。無理に決まっていると」

　フェルナンドは激しい感情に歪ゆがんだ顔でキャサリンを見つめてきた。

　少しも動じずその顔を見つめ返しながら、キャサリンは呪じゆ文もんでも唱えるような口調で言った。

「女は難しいことを考えられないのではなく、考えてはならない。政治ができないのではなく、してはならない。銃を撃てないのではなく、女である以上は銃など撃ってはならない。そしてもちろん女は男より遥はるかに劣る存在なのだから男の前に立ってはならない」

「…………」

「それはね、昔の頭の悪い男の人たちが自分たちより賢くて勇敢な女の人をおとしめるためにでっちあげた迷信よ。あなた、そんなでっちあげを本当に信じているの？」

「…………」

「わたしはまっぴらよ。何の根拠もないそんな戯たわ言ごとをどうして聞いてやらなきゃいけないの。自分のやりたいこと、やれることは何だってやってみるわ。小さい頃は男の子と一緒に木にも登ったし、虫も捕ったし、ボール遊びもしたわ。だけどわたしは女の子なんだからスカートを穿はくのも髪にリボンを付けるのも好きだし、刺し繡しゆうやレース編みをするのだって好きよ。自分の手でああいうきれいなものをつくれるのは楽しいじゃないの。今はまだ身につけられないけど大きくなったら丈の長いドレスも着てみたいし、お化粧だってしてみたい。それなのに、何よ。男の子なんかそのどれ一つとしてできやしないじゃないの。全然つまらないわよ」

　ことさら馬鹿にするような口調でキャサリンは言った。

　フェルナンドは口を開いて何か言いかけたが、言い返してはこなかった。

　怒っていると同時にひどく混乱しているような風情で、細い身体を震わせていた。

　客間に眼をやると、いつの間にかマリアの姿が窓辺にあった。

　遠目なのではっきりしないが、不安そうにこちらを窺うかがっている。

　キャサリンはマリアに会釈を返し、フェルナンドをその場に置き去りにして玄関へ向かった。

　将来この国の王女になるかもしれない相手にずいぶん思いきったことを言ってしまったが、後悔はしていなかった。

　離れに戻ると、パブロは依然として入口に背中を向けて立っていた。その視線の先の客間の入口にコルテスのマリアが立っている。

　二人は数メートルの距離を置いて見つめ合うような格好でいたが、キャサリンに気づくと、パブロは急いで道を開け、コルテスのマリアは中に入るように笑いかけてきた。

　キャサリンは再び客間に戻り、長椅子に腰を下ろしてマリアと向き合った。

「これがお返事です」

　マリアは元通りきちんと留め金を掛けた赤い綴込冊子を差し出し、キャサリンも押し頂いて受け取った。

　用件はこれで終わったわけだが、マリアはキャサリンを見つめて優しく話しかけてきた。

「ミス・ウィンスロウはおいくつですか？」

「十四歳になります」

「お若いのに、しっかりしていらっしゃる。お父さまがあなたを自慢するのもわかります」

「恐れ入ります」

　硬い声で答えたキャサリンだった。

　この人に対しても言えないことが山ほどあって、何を話せばいいのかわからなかったのだ。

　いつもならこんなことはない。キャサリンの年齢ではまだ正式な社交界には出られないが、家に遊びに来る年上の女の人たちとの話題に困ったことなどない。

　学校のこと、相手の近況、流行の衣裳や装飾品のこと、王室のこと、それから庭のこと……。

　かろうじてこの最後の項目が使えそうだった。

　キャサリンは窓を見ながら努めて明るく言った。

「本当に素敵なお庭ですね。特にこの外の花壇はとてもいい香りがしました。あれはこちらで召し上がるためにつくっているんですか？」

　マリアも笑顔で頷うなずいた。

「季節の花もよいものですが、苗から育つのを見届けた野菜や香草が食卓に並ぶのが楽しくて。植物が育ったという手応えを感じられますから。アンナが丹精して、おいしいお料理やお茶をつくってくれます。──ね、アンナ」

　ちょうどお茶の盆を運んできた小間使いにマリアが笑顔で話しかけると、中年の小間使いは骨張った顔ではにかんだように微笑んだ。

　気むずかしそうに見えるこの小間使いは意外にもマリアには忠実らしい。

　アンナが出て行くと、キャサリンは茶碗を手に取った。さっき王宮で飲んできたばかりだが、いらないとも言えなかったのである。

　それに、お茶から漂う、庭で感じたのと同じさわやかな香りに惹ひかれたのも確かだった。

　思った通りお茶はおいしくて、キャサリンは微笑を浮かべたが、マリアは逆に笑顔を消して、少女のような顔に憂いを浮かべて尋ねてきた。

「ミス・ウィンスロウ。もしかしてあの子が──フェルナンドが何か失礼なことをしたのではありませんか？」

　こちらを気遣う心配そうな声だった。

　キャサリンはますますこの人に好感を持ったが、同時に意外にも思った。

　歳若いスパーダのマリアの自信満々な高飛車な様子を見ているだけになおさらである。

　もうじき王妃になる人がどうしてこれほど謙虚なのかと首を傾げたくなるのだ。

　この人にはむしろ、姉のスパーダのマリアを連想させるところがある。

　王妃になることが決定している人と早々に脱落してしまった人、今では天と地ほどに立場の違ってしまった二人だというのに同じような印象を受けるのだから不思議な話だ。

　姿形が似ているというのではない。背が高く、浅黒い肌の黒髪のスパーダのマリアに比べて、この人は小柄で色白で、薄茶の髪をしている。大人しやかな感じの人だ。

　十二の子どもの母とは思えないほど可か憐れんな女性でもあった。

　そんな人が顔を曇らせて、こちらの表情を窺うかがっているのだ。これ以上心配を掛けたくなくて、キャサリンは茶碗を受け皿に戻しながら首を振った。

「お子さまに落ち度はありませんわ。失礼なことをしたのはむしろ、わたしのほうでしょう。少なくともお子さまはそう考えていらっしゃいます」

　何しろ先日の会見ではキャサリンを死刑にしろと言い放ったくらいだから。

　詳しいことは語らなかったが、マリアにはおおよその察しがついているらしい。茶器を置き、懇願するような口調で言ってきた。

「さぞ不快な思いをなさったでしょうね。申し訳なく思います。本来なら母であるわたくしがあの子をたしなめなくてはならないところですが……」

　ためらいがちに言葉を切って、マリアはキャサリンに頭を下げてきた。

「お恥ずかしいことですが、わたくしには息子の教育に関わることは許されておりませんので、お願い致します。あの子を許してやってください」

「わたしは気にしていません。ですけど、お寂しくはございませんか？」

　思わず尋ねていたキャサリンだった。

　それは何もマリアに限ったことではない。フェルナンドもだ。

　イサベルの話では、イサベルの甥おいの少年も母親であるマラカムのマリアにはあまり近づかず、懐いたりしないように教育されているという。

　だが、子どもにとって母親はもっとも愛すべき対象であるはずだ。いくら気を張っていても、口ではただの女と罵ののしっても、母親への思慕がまったくないわけがない。

　そんなふうに母親への間違った認識を植えつけられた子どもが幸せなはずもない。

　マリアはキャサリンが言いたいことを察したらしく、静かな微笑を浮かべた。

「わたくしはミス・ウィンスロウと同い年で殿下のお側に上がりました。翌年にはあの子が生まれたのです」

　つまり、この人は十五歳でフェルナンドの母親になったことになる。

　キャサリンには想像もできなかった。今の自分が誰かと夫婦同然の関係を結ぶということも、その相手を愛しているわけでもなく、しきたりに定められただけだということもだ。

「信じてもらえないかもしれませんが、わたくしはあの子を抱いてやったことすらないのです。抱かせてもらえなかったと言ったほうが正しいかもしれません」

「それは──お子さまが誕生した時もですか？」

「はい。生まれた時もです。側室の出産には実家の付き添いと元老院の使者が立ち会いますが、子どもは生まれてすぐに乳母に引き渡され、わたくしがあの子の顔を初めて見たのは出産から二日後のことでした」

「お子さまの顔を見たいとはおっしゃらなかった？」

「乳母たちが立派な若様ですと言いましたし、産さんの後は静かに休むものだと言われましたので、わたくしはその言葉に従ったのです。これも信じられないことかもしれませんが、わたくしは生まれた子どもの顔をすぐに見せてもらえなかったことも、抱かせてもらえなかったことも、その時は疑問に思いませんでした。そういうものだと教えられていたからです」

「…………」

「あの子は五人目の男子でしたから、わたくしたちはそれからすぐにこの家に戻ってきました。王宮にいる間はずっと乳母があの子の世話をしていましたし、この家に戻った後はお守り役と家庭教師がつきました。それから十二年です。わたくしはこの離れで、あの子はずっと母屋で暮らし、顔を合わせるのは月に一度、家の者が全員揃うことになっている晩ばん餐さんの折くらいです。実の母子おやことは言っても、わたくしとあの子とは言葉を交わしたことすらほとんどないのです」

　キャサリンはもう一度言った。

「それでお寂しくはございませんか？」

　マリアは何とも言えない表情で、ゆっくり首を振った。

「もう慣れました。八家に生まれたからには仕方のないことと今は思っています」

　あいにくキャサリンの感覚では到底仕方がないで済む話ではない。

　この時だ。恐ろしい可能性がキャサリンの脳裏をよぎった。

　殿下がフェルナンドを男の子と信じているのは当然としても、この人はもちろん女の子だと知っていると今まで思っていたのである。

　実の母親が産んだ子どもの性別を知らないということは普通あり得ないからだ。

　しかし、この家では──妃きさき八はつ家けというこんな特殊な状況なら考えられないことではない。

　もしこの人がそれを知らないとしたら。

　知らないままアンネウス二世と結婚したとしたら。

　フェルナンドの立場はいったいどういうことになってしまうのだろう。

　キャサリンは大いに焦った。

　一度はまとまるかと思った話がまた厄介になってくるのを感じていた。

　フェルナンドの出産当時、付き添いを務めたというコルテス家の人たちは間違いなく本当のことを知っているはずだ。知っていて隠し通したのだ。

　元老院の使者も出産に立ち会っていたのに、いったいその眼をどうやってごまかしたのか。

　何よりその人たちは自分たちが引き起こしたこの事態をどうやって収めるつもりなのか。

　内心の動揺を表に出さないようにしながら、キャサリンは努めて穏やかに切り出した。

「マリアさま。少し立ち入ったことをお尋ねしてもよろしいでしょうか」

「どのようなことでしょう」

「先代コルテスのマリアさまには男のお子さまがお生まれでしたか？」

「はい。殿下の兄にあたる方です。わたくしにとっても従兄いとこにあたりますが、次期皇太子には選ばれませんでした」

　その人が選ばれていれば、このマリアが皇太子の側室になることもなかったはずだ。

　キャサリンは何食わぬ顔でさらに尋ねた。

「その方は庶子とは言え、殿下のお兄様でしょう。今はどうしていらっしゃるのですか」

　マリアは困惑した様子で首を振った。

「それは……わたくしにはわかりかねます。まだ殿下のお側に上がる前、何度か顔を合わせたことがあるだけですから」

「お子さまを生んでこちらへお戻りになってからは一度もお会いしたことがない？」

「はい。それも八家のしきたりなのです」

　少しばかり言いにくそうにしながらも、マリアは親切に答えてくれた。

「選から洩れた皇太子候補は世間から離れて隠居することになります。出家ではありませんが、それに等しい厳しいものです。隠居した後は身内の集まりや祝いごとにも顔を出すことはまずありません。もちろん個人の名で世に出ることもありません」

「妃殿下のお父さまのような例外を除いて──ですね？」

　キャサリンが言うと、マリアのほうが驚いた顔になった。

「エトヴァ公は──それでは、元は皇太子候補だった方なのですか？　存じませんでした」

　何ともはや呆あきれた話だった。エルディア人のマリアより外国人のキャサリンのほうが詳しい情報を持っているのだ。

　マリアもその事実に気づいて自じ嘲ちよう気味に首を振った。

「情けない。わたくしはこの家の他のことは何も知らないのだとつくづく思い知らされます」

「いいえ。それはマリアさまのせいではありません」

　キャサリンは力を込めて言った。

　フェルナンドがあんなふうに育ったのがフェルナンドのせいではないのと同じように。

　それはとても不幸なことだった。残念なことでもあったが、決して遅くはないはずだ。

　親子の関係を修復するのも、フェルナンドの性格を矯きよう正せいするのも、まだ間に合う。

　スパーダのマリアという実例を知っているキャサリンはそう思った。

　問題は山積みだが、アンネウス二世とこのマリアならばきっと大丈夫だとも思って、急いで祝いを述べた。

「申し上げるのが遅くなってしまいました。ご結婚おめでとうございます」

「ありがとうございます」

　この時ばかりはマリアも嬉うれしそうに答えた。興奮のためか、喜びのためか、頰にほんのりと血の色が上る。

　輝きを増した青い眼はキャサリンではなく別のものを見ていた。

　マリアは両手を握って、まるで自分に言い聞かせるように熱を帯びた口調で話したのである。

「血のつながった親子でありながら、わたくしとあの子の間には今まで実の親子とは言えない隔たりがありました。結婚してこの家を出たら──そうしたら、わたくしたちの関係も大きく変化するでしょう。すぐには難しいかもしれませんが、わたくしがあの子を愛していることをあの子にもわかってもらえればと、これまでの距離が少しでも縮まればと願ってやみません」

　キャサリンには答えようがなかったので、黙っていた。

　マリアはすぐに立ち直り、先程までと同じ穏やかな笑顔で話しかけてきた。

「従兄の消息をお知りになりたいのでしたら父に尋ねてみてはいかがでしょう。父なら詳しいことを知っているはずです」

　マリアの父と言えば現在のコルテス家の当主──コルテス公爵だ。

　面会の約束を取りつけようかというマリアの申し出を、キャサリンは丁重に辞退した。

「いいえ、おかまいなく。本当にちょっと気になっただけですから」
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　道路に面した開放的な建物が多いミロの中にあって、ウェルバ・ホテルは例外的に厳いかめしい門に囲まれ、こんもりと茂った緑の奥深くに建てられたホテルだった。

　道路からまったく建物が見えないので、地元の人間ならともかく、観光客はここにホテルがあることも知らない場合が多い。

　値段も一流なら、紹介なしの客は決して受けつけないという特異なホテルでもあった。

　その方針を裏付けるように門にはいつも制服姿の門番が立っていて、見知らぬ人間は敷地に入ることもできない。ホテル自体もミロには珍しい煉れん瓦が造りで、ひっそりと重厚な雰囲気だが、一歩中に入ると雰囲気は一変する。

　広い中庭には燦さん々さんと陽が降り注ぎ、中央には噴水がさわやかな音を立てている。

　その周囲に花壇や生け垣の迷路が設けられ、外観からは想像もつかない南国の明るい光景が広がっている。

　窓辺に立ったコーネリアスはその中庭から再び視線を室内に戻して言った。

「先日の襲撃は明らかに違いますね。徒党を組んで銃をぶっ放すなんていうのは典型的な無形種のやり口ですよ。異種人類ならこんな真ま似ねはしないはずです」

　室内の椅子にはギデオン伯爵が腰を下ろしていた。

　相変わらずの無表情だったが、内心の苛いら立だちを示すように、その人差し指が肘ひじ掛かけの部分をゆっくりと叩たたいている。

「となると、我々の目標は既にこの町を離れたのか……？」

「いや、その可能性は低いと思いますよ。金ずくで殺人を引き受けたとしたらなおさらです。ミス・ウィンスロウの話が正しければ、その《獅し子し》は野生のふりをして、五日間も檻おりの中で暮らしていたことになりますからね」

「そこまでやって代金も取らずに逃げ出したのでは割が合わないか」

「問題はいったい誰がその代金を払うかです。現段階では容疑者が少なくとも四人──四家か、存在することになる。次期皇太子候補を擁するこれらの家ならどこが犯人でもおかしくない。もしかしたらその全部かもしれません」

「忘れるな。コルテス家もその容疑者から外すわけにはいかんのだぞ」

「確かに」

　コーネリアスは頷うなずいて、しかめっ面になった。

「しかし、それだけはどうしてもわからない。どうしてコルテス家が大事な後継者を殺そうとするんでしょうね」

「無形種のやることなぞ、わたしにも訳がわからんよ」

　伯爵が疲れたように息を吐く。

　その点はコーネリアスもまったく同感だった。話を整理するように言った。

「少年は既に二度、命を狙われたことになる。それなのに襲ってくる相手が違う。あまりにも手段が違う。常識的に判断すれば犯人は複数存在しており、その中の一人ないし一グループが我々の追う相手を雇っている。そう考えるのが自然でしょうね」

　伯爵も少し間をおいて窓辺に立つコーネリアスに問いかけた。

「だが、元老院はその少年を次期皇太子にという内定を出したのだろう。ならば、その少年が今後も命を狙われることはないはずだ。先日の襲撃が最後だったのではないか」

「それが話はそう簡単ではないんです」

　力を込めてコーネリアスは言った。

「少年が正式な皇太子として認められるためには両親の結婚が前提です。地元の人間の話ではこの結婚の時期も様々で、内定が出てから早い時で五日、遅い時は一ひと月つきかかった時もあったと言います。その間にコルテス家の少年に何かあったら次期皇太子選びは振り出しに戻ります。もともとそうした不慮の事故を考慮して四人もの予備を用意しているわけですからね。しかも、今回はさらに問題があって、皇太子が即位を先にと希望しているらしいんです」
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　伯爵はちょっと眼を見張った。

「ここ二百年のエルディアの歴史ではありえないことだな」

「はい。ですから王宮でもまだごく一部の人間しか知りません」

　その極秘情報をどうしてコーネリアスが知っているのかとは伯爵は尋ねなかった。

「皇太子は、これからの王室はもっと開かれたものでなくてはならないという考えのようです。王族の──一国の指導者の即位や結婚、葬儀というものは、もっとも重要な外交の場であって、しきたりとは言え、我が国だけがこれを内輪で行うことは諸外国との釣り合いを欠くばかりか不信感を招くものであると。華美にする必要はどこにもないが、我が国も時局を鑑かんがみ、重要な王室行事には諸外国の要人を招くべきだと主張しているらしいんです」

「至極もっともな意見だが、王族の即位や結婚となると招待される側の都合もある。それこそ五日後にというわけにもいくまい」

「ええ。そこで即位は今まで通りに内輪で済ませ、結婚式は少し時間をおいて──といってもそれほど長く待つ気はないようですが──諸外国の要人も招いて行いたいという意向らしい。国王の結婚式なら親善外交の第一歩としては充分に華やかですからね」

　一度言葉を切ったコーネリアスは窓辺にもたれかかったまま、恐ろしい可能性を口にした。

「そこが問題なんです。結婚というものは普通男女の間で行われるものですが、エルディアの王族に限ってはそれはあり得ません。皇太子はコルテスのマリアとではなく、優秀な後継者の母親と結婚するのです。従って結婚までの間に少年の身に何かあったら──皇太子は否いや応おうなく他の家のマリアと結婚することになるでしょう」

　伯爵は呆あきれたような息を吐いたが、金色に光る眼は真剣そのものだった。

「となると、即位を先にという皇太子の主張は、コルテス家の少年を殺害したいと思っている何者かにとっては好都合か」

「そうなんです。少年を始末してしまえば、皇太子とコルテスのマリアとの結婚自体が消滅し、他の後継者を持つ家が堂々と名乗りを上げることができます」

「皇太子の即位はいつなのだ？」

「これがまたはっきりしません。それというのも、議会はなるべく皇太子の要望に添う方向で検討に入っているんですが、諮し問もん委員会である元老院は渋い顔をしているんです。しきたりに背くという理由でね」

　ギデオン伯爵が再び苦い息を洩らして、肘ひじ掛かけを指で叩たたいた。

「面倒なことになったものだな」

　自分たちは無形種の社会に干渉するつもりはない。なるべくならそれは避けたい。

　コーネリアスも同意見だったが、容疑者は妃きさき八はつ家けのうちの五つ。

　その中の誰が異種人類を雇うという暴挙に出たのか突き止めるためには、まずそれらの家を調べる必要があるのだ。

「今のところ怪しいのはカザルス、ティンパイン、ラチェッティ、マラカム、そしてコルテス。仲間たちとも手分けして、この五軒の周囲を『嗅かぎ回って』みましたが、どこにも《獅し子し》の臭いなどしませんでした。しかし、これらの家はあちこちに別荘や別宅を持っていますからね。結論から言えば我々『鼻』の出番にはまだ早い。まずは『眼』の出番でしょう」

「うむ」

　頷うなずいた伯爵とコーネリアスの眼が室内にいるもう一人の人間に注がれた。

　その人物は今まで一言も口を開くことなく、礼儀正しく二人の話に耳を傾けていたのである。

　身体こそ大きくたくましいが、まだ若い。恐らく十代だろう。浅黒い肌に鋭い黒い瞳ひとみをして、黒い髪を肩に掛かるほど長く伸ばしている。まるで修験者のような厳いかめしい顔つきの若者だった。

「怪我が治ったばかりのところをすまないが、当てにしていいかな」

　コーネリアスが問いかけると、若者は首を振り、硬い声で答えた。

「お気遣いは無用です。あれはまったく大失態でした」

　本当にそう思っている口調だった。そしてその失態を取り返すべく、力を込めて断言した。

「二度とあんな不覚は取りません。目指す相手が屋外にいれば──姿を見ることさえできれば、わたしの眼はどんな上空からでも無形種か異種人類かを判別できます」

「いいや、そうとは限らないぞ」

　コーネリアスは難しい顔で言った。

「これは決してきみを侮辱するのではなく、万に一つの可能性として言うんだが、その個体は一見しただけでは異種人類とは見破れないようなものかもしれない」

　黒髪の若者は不思議そうな顔になった。そうするとまだ少年らしいあどけなさが窺うかがえる。

「そんなことが本当にあるものでしょうか？」

　伯爵が頷いた。

「フロレンティアで実際にあったそうだ。純血の《狐》でありながら純血種が見てもすぐにはそれとわからなかったという」

「ただし、その純血種というのは《鰐わに》でしたからね。種族が違う上に彼らはあまり鼻が利く種族ではない。しかし、同族が間近で見れば、いくら何でも一目でわかるはずです」

　伯爵が肘掛けを握りしめた。

「ここはやはり、わたしが直々に……」

　今にも立ち上がろうとする伯爵をコーネリアスが笑って止めた。

「やめておくのが賢明ですよ。御おん大たいが動くにはそれこそまだ早い。第一、あなたの臭いを嗅ぎつけられたら、捕らえられるものも捕らえられなくなってしまいます。今から思えばリベラ・ホテルに乗り込んだのもまずかったと思いますよ」

　椅子に座り直した伯爵も微笑して言った。

「あのお嬢さんにはガルーシャが世話になったのだ。無視もできまい」

　視線を向けられた黒髪の若者はひたすら困惑した風情で顔を伏せている。

　そんな若者をからかうようにコーネリアスが言った。

「きみがあのお嬢さんに拾われたのは不幸中の幸いだったよ。そのおかげでこちらの捜し物の見当もついた」

「妃八家──そのうちの五家か。しかし、それだけの数をガルーシャ一人で当たれと言うのも酷な話だ」

「でしょうね。チャーリーたちが出られればいいんだが、この土地の気候では……おや！」

　何気なく中庭を見下ろしたコーネリアスが急に大きな声を上げた。

　室内の二人が何事かと眼を見張ったが、振り返ったコーネリアスの顔は楽しげに笑っていた。

「これは大変だ。心強い応援の到着ですが、伯爵以上に目立つ人が来てしまいましたよ」
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　コルテス家を訪れてから二日後の朝。

　キャサリンはホテルを出発して再びソテロ湖に向かっていた。

「ね？　ニーナ。わたしはそれに間違いないと思うのよ。コルテスの若様は殿下のお兄さまで、今は三十歳くらいのはずだもの。だったらフェルナンドと同じ年頃の子どもがいてもおかしくないわ。若様の子はみんな間引きされる決まりだけど、その子は例外的に殺されなかったのよ。それがきっとフェルナンドの言う又また従兄弟いとこなんだわ」

　キャサリンは湖へ向かう間も自分の思いつきをずっと話していた。

　じっとしているのはキャサリンの性に合わない。できることから始めようと思ったのである。

　馭ぎよ者しや席せきのニーナは深いため息を吐き、どんよりと暗い眼でキャサリンを見つめている。

「お嬢さま。ご自分がどんどん危ない方向に足を突っ込んでいるってわかってますか？」

「乗りかかった船よ。ここまで来たら後へは引けないわ」

「お願いですからたまには引いてください！」

　ニーナの必死の懇願は今回も無視される運命にあった。

　形こそピクニックだったが、その若様の子どもが本当に存在するのかどうかを確かめるのが目的である。キャサリンは森や野原は避けてなるべく人家のある街道や村の中を進み、土地の人に出くわすたびに馬車を止めて話を聞いた。

　怪しまれては意味がないので、キャサリンはにっこり笑ってこう言った。

「わたしの国には妃八家のような制度はありませんので、とても興味があるんですの。お話を聞かせてくだされば、ささやかですがお礼を致しますわ」

　今はそれほど農作業が忙しい時期ではないのか、それともエルディアの人たちの性分なのか、彼らはキャサリンを警戒することもなく、快く応えてくれた。

　その結果わかったことは、ミロの郊外には地図に載っていない八家の別宅や別荘がずいぶんあるということだった。

　ソテロ湖の他にも大小の湖が点在しており、中には八家が所有する湖もあるという。

　コルテス家の別荘も、わかっただけでも三つもある。

「わしは見たことはないんだが、ダリビア村の知り合いがコルテス家のお屋敷で働いたことがあるとか言っておったよ。お庭の立派なお屋敷で、その手入れに呼ばれたそうだ」

「チンジョン村外れの丘にな、お城みたいな立派なお屋敷があるよ。姪めいっ子がチンジョン村に嫁に行ったんで、その時見たのさ。しかし中の様子はさっぱりわからんなあ」

「楡にれの木屋敷っていうのがラクルス村のすぐ傍の森にあるはずだよ。外からは見えないがね」

　それらの話を聞く度にキャサリンはお礼だと言って銀貨を渡し、地図に印を付けた。

　この三カ所は森と湖をいくつも挟んで十キロ以上離れている。さらに地元の人の話によると、コルテスの若様はチンジョン村の外れのお城のようなお屋敷に暮らしているらしい。

　地図で見てみると、チンジョン村はソテロ湖の東にあった。

「まず、そこへ行ってみましょう」

「その前にお昼ですよ」

　午前中いっぱい馬車で走り回っていたから、太陽は既に高く昇っていた。

　今いるところからチンジョン村へ行くにはどうしてもソテロ湖の傍を通ることになるので、結局また湖でお弁当にすることになった。

　しかし、同じ湖の畔ほとりでも場所が違うと雰囲気もずいぶん変わる。

　生えている木の種類もかなり違っていて、湖の東側へ行ってみると、北側の三本杉のようなまっすぐな背の高い木はほとんど見られなかった。その代わり、こんもりした太い木が曲がりくねった枝を豊かに広げて、水面の上までその枝を重く差し伸べている。

　湖のすぐ傍にやわらかい草が生えている所があった。ちょうど日陰になる大木もあったので、キャサリンとニーナはそこで馬車を止め、お弁当を広げることにした。

　今日もまたホテル特製特大バスケットの登場である。手際よく火を熾おこしてご馳ち走そうを温めたが、残念ながら二人とも食事を楽しむ気分とはほど遠かった。

　バターつきパンをちぎりながらニーナが緊張の面持ちで言う。

「その村へ行くのはいいですけど、行ってどうなさるんです？　まさか正面からコルテス家のお屋敷を訪ねるわけにもいかないでしょうに」

「まず、村の人の話を聞いてみることにするわ。この間会った人の話が本当ならそのお屋敷に奉公していた人が──コルテスの若様に仕えていた女の人が必ずいるはずだもの」

　蜂蜜を塗ったパンケーキに焼きたてのハムを添えながら、キャサリンは言った。

「特に若様の子どもを産んだという人を探してみたいわ。いつ頃のことだったか知りたいのよ。もちろん、その人は自分の子どもは生まれてすぐに殺されたと思っているでしょうけど」

　ニーナも納得したように頷うなずいた。

「わかりました。女の人には子どもは間引きしたと言っておいて、実際はお屋敷の中で密ひそかに育てられているかもしれないってわけですね？」

「そうよ。おおいにありそうなことだと思わない？」

「ですけど、それがわかったら──コルテスの若様の子どもが本当に生きているとわかったら、どうする気なんです」

　そこまではキャサリンも考えていなかった。

　どうするのが一番いい方法なのか。

　それ以前に自分はいったいどうしたいのか。

　フェルナンドのことを知ってからずっと問いかける日々が続いているが、まだ明確な答えは見つかっていない。

　クランベリージャムのかかった冷肉を口へ運び、口直しに酸味の利いたピクルスを味わう。

　そのご馳走をきちんと吞み込んでから、キャサリンは慎重に口を開いた。

「わたしはね、多分あの子を助けたいんだと思うの」

　ニーナは黙っていた。

　キャサリンの言うあの子が誰なのか、訊きかなくてもわかっていたからだ。

「あんなに鼻持ちならない、本当にどうしようもない子だけど、それはあの子のせいじゃない。これからいくらだってやりなおせるはずよ。環境を変えて、意識を変えてやりさえすればね。問題はそれをどうやって実現するかなのよ。あの子は妃きさき八はつ家けの勢力争いの真っ直ただ中なかに置かれているんだから」

「それはあの子が男の子だと思われているからでしょう？　だったら──」

「わかってるわ。あの子を今の状況から救い出すことだけなら簡単よ。『コルテス家のフェルナンドは本当は女の子だ』と言って回ればいい。お父さまに話してもいい。ちょっと調べればすぐに事実だってわかることだもの。そうやっていっぺん明らかになってしまえば、あの子がおぼっちゃまでい続ける意味はなくなる。堂々と女の子として暮らせるようになるわ」

「わたしもそう思いますよ」

「その代わり、この国はめちゃくちゃになってしまう」

「…………」

「それでは意味がないわ。わたしはあの子を助けたい。だけど、この国に混乱が起こることも避けなくてはならないのよ」

　ニーナが物騒に唸うなって、フォークの先で思いきりハムを突き刺した。さらにそのハムを振り回しながら力説した。

「お気持ちはわかりますけど、そんなことが本当にできますか？　どうやったところで混乱は起きる気がしますよ」

「他にどうしようもないとはっきりしたら殿下に直訴するわ」

「お嬢さま！」

「もちろん、それは本当に最後の手段だけど」

　急いで付け加えたが、決して口先だけで言ったのではない。

　最悪の場合、キャサリンは自分で言ったことを実行する覚悟をしていた。

「このまま黙って見ていることだけは、それだけはできないわ。コルテス家の人たちは若様の子どもとフェルナンドをすり替えようとしているんだから。二人の意思をまったく無視して、『コルテス家出身の皇太子の世継ぎをつくる』という目的のためだけによ。──ねえ、ニーナ、こんなことが許せる？」

　ニーナは困ってしまってうつむいた。

　許せるか許せないかと言われたら許せないに決まっている。

　れっきとした犯罪でもある。

　だが、ニーナはもともとキャサリンを守らなくてはならないという使命感に燃えている上に、危険なものは可能な限り避けて通りたいという慎重かつ保守的な性格の人である。

　こんな恐ろしいことには関わりあいたくないと考えているのだ。

　何とも苦しげな表情になり、まるで自分に言い聞かせるような調子で言った。

「わたしたちは結局外国人なんですよ。それに、少なくともフェルナンドのほうは身代わりに納得している様子でしたよ」

「いいえ、納得しているわけじゃないわ。どういうことかわかっていないだけよ」

　そう、フェルナンドには何もわかっていない。自分がどんな役割を演じさせられているのか、その役割が終わった後の自分がどうなるのか、何も知らないのだ。

「殿下なら、フェルナンドのことをあまり大げさに騒ぎ立てずに、コルテス家の首謀者だけを密かに処分することもおできになるはずよ。あの子を今の状況から解放して保護することもね。──その時は後継者のことはまた別に考えなければならないわけだけど」

　ニーナはそれでもまだ不安そうだった。子どものように口を尖とがらせた。

「そうは言っても、殿下にすり替えのことを訴えるとしたら、あの子が女の子だということも話さなければならないじゃありませんか」

「わかってるわ。だからこそ、コルテス家がすり替えを企んでいるというはっきりした証拠を摑つかまなくちゃいけないのよ」

「そんなのはあの子が女の子だってわかった時点ではっきりしすぎているくらいですよ。先日殿下にお会いした時にお話ししてしまえばよろしかったのに」

「だめよ。それは本当に最後の手段だと言ったでしょう。なるべくなら避けたいのよ」

　ニーナは不思議そうな表情になった。何を考えているのかと無言で問いかける顔だった。

　キャサリンは皮のぱりっとした香ばしいアップルパイを取り上げて、ゆっくり齧かじった。

　普通の丸い形を切ったものとは違い、外で食べることを考えて、あらかじめ二つ折りにして焼いてあるパイだった。嚙かむとスパイスの利いた汁が溢あふれ、甘く煮た香ばしい林りん檎ごが口の中でとろりと溶けていく。

　ニーナもキャサリンに倣ならって黙々とパイを食べた。

　沸かし立てのお湯で淹いれた熱いお茶を飲んで、キャサリンは複雑な表情で話を続けた。

「殿下はね、フェルナンドにとても期待なさっているご様子だったの。五人のお子さまの中でもっとも優秀と認められた跡継ぎとして、ゆくゆくは王座を継がせる者としてね。それなのにこの国の法律では女の子は国王になれないのよ」

「…………」

「もちろんそれはフェルナンドのせいじゃない。あの子には何の責任もない。それでも殿下がこのことを知ったら──きっとひどく驚かれる。それ以上にがっかりなさるわ」

「…………」

「こんなこと、こんな重大なこと、わたしには言えない。いいえ、何の関係もない赤の他人が言っていいことじゃないのよ」

「…………」

「できれば、お母さまであるコルテスのマリアから殿下に告げてもらいたいの。もっと贅ぜい沢たくを言うならフェルナンドが自分で話してくれるといいと思うのよ」

　茶ちや碗わんを抱えたまま、ニーナはとことん深い吐息を洩もらした。

「無理じゃありませんか？」

「今のままでは難しいでしょうね。だから証拠を探すのよ」

「…………」

「あの子にも納得してもらわなきゃ。コルテス家の人たちはあなたを大事にしているわけじゃないんだって、ただの──言葉は悪いけど代用品なんだって。身代わりの若様の子にご公務を終えさせた後は、別荘の若様と同じようにあなたもいらないもの扱いされて、閉じこめられる羽目になるんだって」

「……ますます無理じゃありませんか？」

　十二年もの間、コルテス家の恐ろしく偏った教育しか知らないで育ってきた少女なのだ。

　メイドのニーナには同じ身分の知り合いがいる。乳母や子守を務める友達もたくさんいる。

　その彼女たちの体験談を思い出して、ニーナは懐疑的な口調で言った。

「周囲の人間が自分の言うことに何一つ逆らわない。何でも言うことを聞いてくれる。これは子どもにとって一番不幸なことですよ。覚えなければならない大事なことを全部後回しにして、いいことと悪いことの区別も教えられないまま大きくなってしまうんですからね」

「その通りだわ。あの子がいい例よ」

「ですけど、一度そうやって心がねじ曲がってしまったお子さまを修正するのは難しいですよ。今から取り組んでみたところで、きちんとした人間に育てられるとも思えませんけど」

「そんなことはないわ。アンネウス二世殿下も昔はあんなふうだったとイサベルさんが話していたでしょう。十一歳の時に次期皇太子に選ばれるまではあの子と変わらないわがままな少年だったって。でも、今の殿下は本当に素敵な方だったわ。だからまだ大丈夫よ。あの子だって、あの殿下のお子さまですもの。今はまだ子どもだけど──本当にどうしようもないくらい幼い子どもだけど、頭は悪くないはずだわ」

「子ども子どもって言いますけど、あの子はお嬢さまと二つしか違わないんですよ」

「あら、何を言うの。二つも違えば充分よ。わたしから見ればまるっきり子どもだわ」

　奮然と言い返した時、キャサリンは鳥の羽ばたきを聞きつけた。

　大きな羽音だった。すぐ間近で聞こえたそれに驚いて辺りを見渡すと、少し離れたところに立っている大木の枝に、いつの間にか一羽の鳥が止まっていた。

　頭部と尾羽の白い、大きな鳥だった。まっすぐキャサリンのほうを見つめている。

「まあ！」

　キャサリンは顔を輝かせて立ち上がった。この間の白はく頭とう鷲わしだと思ったのだ。木の傍へ近寄り、怪我はもう治ったのかと問いかけようとしたところでキャサリンは間違いに気がついた。

　これは違う。あの時の鷲ではない。

　鳥は地面から二メートルほどの高さの枝に止まっていた。キャサリンが足下まで近寄っても飛び立とうとするでなく、恐れる様子もない。真っ白な頭を厳いかめしくそらしている。

　同じ白頭鷲なのは間違いない。

　それでも近くで見れば明らかに別の個体とわかる。

　湖と空を背景にしたその顔は凜り々りしく、その姿は堂々とたくましく、威厳すら漂わせている。

　思わず息を吞んだ。

　圧倒されてしまいそうなこの風格と貫かん禄ろくは鳥とも思えないくらいだった。

　その違いは後をついてきたニーナにすらわかったらしい。呆あつ気けにとられた様子で鷲を見上げ、キャサリンの耳元で恐る恐る囁ささやいた。

「これ、あの時の鳥さん──じゃないですよね？」

「違うわ。全然違う」

　先日見たあの鷲もとても立派だった。少なくともあの時はそう思った。しかし、この個体と比べるとその差は歴然としている。

　あの時の鷲が貧弱というのではない。そういうことではない。ただ、この鷲を見てしまうと、あちらはそれこそまだ幼く未熟であると感じてしまうのだ。

　そのくらい、目の前の枝に止まった白頭鷲の姿は際だっていたのである。

　感嘆の吐息を洩もらしながら、キャサリンは大きな鳥を見上げてそっと問いかけた。

「あなた、あの鳥さんのお友達？」

　鷲は応こたえない。感情の読めない眼でキャサリンを見下ろしているだけだ。

　金色に鋭く光るその眼には明らかな知性の光があった。それも非常に高い知性だ。

　キャサリンはスカートをつまんで軽く膝ひざを折り、鳥を見上げながら、目上の人にするようにきちんと名乗った。

「初めてお目に掛かります。キャサリン・ウィンスロウと申します。先日この湖で、あなたと同じ白頭鷲を拾った者ですが、あの鳥さんのお知り合いですか」

　今度は反応があった。

　鳥は枝の上で器用にも軽く頭を下げ、はっきりとしゃべったのだ。

「ご丁寧に痛み入る。わたしはドーザ。《鷲わし》のドーザだ。息子を救ってくれて感謝する」

　何とも言えない威厳と重みを備えている、低く豊かな男の人の声だった。

　その言葉に驚いてキャサリンは尋ねていた。

「あの鳥さんのお父さまですか？」

「いかにも」

　ドーザと名乗った鷲は頷うなずいて、真面目な口調で続けた。

「ミス・ウィンスロウ。わたしはあなたに礼をせねばならぬ。あなたが救ってくれなければ、息子は密猟者に捕らえられていただろうから。何か望みがあれば言ってもらいたい」

　望みと言われても、その姿に見とれるのが忙しくて思いつかない。

　ホテルの部屋で見た鷲の羽は茶褐色に見えた。今は陽の光を浴びているせいかもしれないが、この鷲の頭と尾羽はあくまでも白く、全身を覆う羽は金色に光り輝いている。

　異種人類と知り合うようになってキャサリンは今まで知らなかった美しい生き物をずいぶん見てきた。その筆頭は何と言ってもあの白い獣だが、先日の島しま梟ふくろうといい、この白頭鷲といい、こうして眺めているだけで身体が震えるような感動を覚える。

　見当違いの言葉が口をついて出た。

「ギデオン伯爵さまをご存じですか？」

　頭の真っ白な鳥はちょっと首を傾げた。顔の表情が変化しないのでわかりにくいが、何やら笑ったように見えた。

「その名で呼んだことは一度もないが、無論知っている。あれはわたしの親しい友だ」

　それでは伯爵の言っていた敬愛する友とはこの人のことなのだ。

　友人の息子を預っておきながら、その息子が密猟者に撃たれて行方不明となれば、あの時の伯爵の鬼気迫る様子も頷けるものがある。

　となると伯爵もこの人と同じ種族なのかしらと思ったが、それは口にしなかった。

　鷲を見上げて、キャサリンは念を押すように問いかけた。

「本当にお礼をしてくださいますか？」

「そのつもりだ。わたしにできることであれば」

「では、お願いします。話を聞いてもらいたいのです」

「聞くだけでよろしいのか」

「はい。その上でご意見を聞かせていただければ幸いです」

　その口調に何かを感じ取ったのか、鷲は樹上で重々しく頷いた。

「どうやら深刻な話のようだな」

　キャサリンも真顔で頷いた。

「大きな声では言えない話なのです。エルディアの人たちには決して言えない話でもあります。ですから、ギデオン伯爵さまやコーネリアスさんにお話しする分には全然かまわないのですが、人間のお友達には──特にエルディアの方には黙っていると約束してください」

　ニーナがそっとキャサリンの袖そでを引いた。

「お嬢さま……」

「大丈夫。この方は伯爵さまのお友達ですもの。信用してもいい方だわ」

「ですけど……」

「ニーナ。この問題をわたしたちだけで考えるのはもう限界でしょう。他の人の意見を聞いてみたいのよ」

　もっとはっきり言えばこんな秘密を自分たちだけで抱えているのが重かった。誰かに聞いて欲しかったのだ。

　迂う闊かつな人には話せないが、この人は異種人類で、人間社会には深く関わらない人である。

　相談相手としてはうってつけだ。

　白頭鷲は二、三度、瞬まばたきして、キャサリンたちがお弁当を広げている敷物を眼で示した。

「長い話になるようなら二人とも座りなさい。わたしがそちらへ行こう」

　キャサリンとニーナが言われたとおり腰を下ろすと、鷲はひらりと地上に舞い降りてきた。

　鮮やかな黄色の太い足で地面の上を歩いてくる。

　こうして同じ地上にいると、当たり前だが、キャサリンのほうが遥はるかに視線が高くなる。

　鷲は敷物のすぐ近くで立ち止まり、草の上で何度か身じろぎしたかと思うと、足をしまってその草の上に座り込んだ。

　腹の部分をほとんど全部地面につけている。

　ちょうど鳥が巣の中で卵を抱く時のような格好だった。

　それを見たキャサリンは、この鷲が枝に止まっていた時とはまったく別の感想を覚えた。

　妙な具合に顔が笑いそうになるのを、頰の筋肉を総動員してこらえなければならなかった。

（か、かわいい……）

　こんなに大きな鳥がこんな格好でいるところを近くで見るのは初めてだ。

　鴨かもや白鳥が泳ぐところならよく見かけるが、それは到底手の届かない水の上の話である。

　今は違う。目と鼻の先に、まさに手の届くところに金色の大きな鷲がちんまりと座っている。

　触ってみたいと強烈に思ったが、それはいくら何でも失礼である。指先がうずうずするのをキャサリンは懸命に我慢して、すまして座っていた。

　ニーナが洗ったお茶碗にお茶を注いで、鳥の目の前にそっと置いた。

「どうぞ。熱いですからお気をつけて」

「ありがとう。冷めてからいただこう」

　キャサリンは洗いざらいを話した。

　フェルナンドが女の子だということも、コルテスの若様の子どもが例外的に生きているかもしれないことも。皇太子がコルテスのマリアとの結婚を義務と考えているのではなく、本当に望んでいることもだ。

「わたしが考えた最善は、コルテスのマリアが新しく男の子を産んでくれればということです。あまり前向きな考えではありませんが、フェルナンドを王位につけることはこの国の法律では不可能です。何よりコルテス家の暗躍も見逃すわけにはいきません。マリアの年齢なら新しいお子さまも望めるはずですから、それが男のお子さまなら、そうしたらフェルナンドは晴れて王女として暮らすことができます」

　鳥はこの驚くべき長い話にじっと耳を傾けていたが、鋭く問い返してきた。

「あなたはそれをお父上に話したのか？」

　キャサリンは嘆かわしげに首を振った。

「とても言えません。殿下にも話せません。この考えが正しいのかどうかすらわかりません。ですから聞いていただこうと思ったのです」

「ふむ」

　鷲わしは何度か瞬きしたかと思うと、眼を閉じた。瞑めい想そうしているようだった。

　湖からの風が喉のど元もとの白い羽毛を微かに揺らしている。

　胸元や首の後ろはふかふかとやわらかそうで、たたまれた力強い翼はあくまでもつややかだ。

　キャサリンは思わず身を乗り出していた。いけないと思いながらも、目の前の鳥に向かってそうっと両手が伸びる。これはもう理屈ではない。子犬や猫を見るとついさわってみたくなる、無意識に抱き上げたくなる、あの衝動と同じ条件反射だ。

　ニーナが慌てて、声を出さずに『だめですよ！』と合図してくる。

　鳥も自分に加えられようとしている狼ろう藉ぜきに気づいたのか、ぱちっと眼を開いた。

　炯けい々けいたる眼光に射すくめられる前に、キャサリンは急いで両手を引っ込めて座り直している。

「ミス・ウィンスロウ」

「は、はい！」

「あなたはたいへん思慮深い冷静な人だ。特にお父上や皇太子に対しても沈黙を守ったことは立派だった。目上の者に対する義務や礼儀からは外れているかもしれないが、状況を考えれば適切な判断だったと思う」

　キャサリンはほっとして言った。

「ありがとうございます」

「しかし、困った。これでは息子を救ってもらった礼にはならん」

「そんなことはありません。聞いていただけて助かりました」

　特に適切な判断だったと言ってもらえたことが嬉うれしかったが、鳥は首を振った。

「そうではない。今のあなたの話はわたしにとって何より得難い有力な情報なのだ。これではわたしのほうが得をしたことになる」

「ギデオン伯爵さまが探している『獅し子しの人』のことですか？」

「そうだ」

　頷うなずくと、鳥はおもむろに目の前に置かれた茶碗に白い頭を突っ込んだ。

　キャサリンもニーナもびっくりしたが、鳥は喉を鳴らしている。

　本当に冷ましてからお茶を飲んでいるのだ。

　やがて喉を潤した鳥は再び顔を上げて話を続けた。

「あのような連中は異種人類全体の恥だ。何としても捕らえねばならん。犯人は無論、我々の手で処罰するが、無形種の社会で犯罪を犯す異種人類がいるということだけは伏せておきたい。さもなくば無形種たちの間で異種人類はみんな極悪非道だという評判だけが独り歩きを始めてしまうだろう。それは避けたいのだ」

「フロレンティアで知り合った方が──異種人類の方がやっぱりそうおっしゃいました」

　仮に一人の異種人類が人間社会で犯罪を犯せば、人間は身近にいる異種人類すべてに疑惑と嫌悪の眼まな差ざしを向ける。それはたちまち敵意に変化する。

　種族や民族が違うとはそういうことなのだと《鰐わに》のスウェン氏は言った。

　キャサリンはそんなことは信じたくなかった。あくまで自分の同族の良識を信じたかったが、キャサリン自身ゲルスタンで厳しい実例を体験しているだけに、スウェン氏の言葉を否定することもできなかった。

「身勝手は承知で言うが、我々は自分たちの弱みを無形種に見せたくない。無形種の首脳陣がこのことを知れば、ここぞとばかりに我々を攻撃してくるだろうからな。もっとも無形種側も同じことを考え、我らに弱みを見せないように気を配っているだろうが」

「それは大人の政治的判断ですか？」

「いかにも」

　鳥は少しも悪びれずに頷いた。

「我々の目的はフェルナンドを殺そうとした《獅子》を捕獲することだ。それも秘密裏にだ。薄情なようだが、その少女が命を狙われているという事実そのものは我々にはどうでもいい。それは無形種の事情であり、無形種の間で解決すべき問題だと思うからだ。あなたにとってもその少女を救うことが何より肝心であるらしい。──違うかな？」

「違いません」

「では、ミス・ウィンスロウ。我々はどうやら協力できそうだ。まずあなたの言う若様の子が本当に存在しているかどうか確かめよう」

　断言して、鳥はすっくと立ち上がった。

　ぬいぐるみの水みず鳥とりのように愛らしかった姿が、それだけで威厳に満ちた空の王者に変わる。

　キャサリンはちょっと面食らって尋ねた。

「確かめるとおっしゃいますと？」

「わたしは一足先にチンジョン村に行く」

　キャサリンは驚いたが、鳥の口調は至って真面目だった。

「あなたは村人から話を聞き出してもらいたい。わたしのこの姿ではそれは不可能だからな。向こうで落ち合おう」

　それだけ言うと、鳥は湖へ向かって歩きながら地面を蹴けって飛び立った。

　羽を広げた大きさはまさに眼を見張るものがあった。

　キャサリンとニーナが息を吞んでいる目の前で鷲は力強く羽ばたき、たちまち自分の身体を空高く運んだのである。

　二人とも思わず立ち上がってその姿を見送った。

　鷲が充分遠ざかるのを待ってから、キャサリンは心おきなく感嘆の叫びを発した。

「すてきねえ！　ニーナ、あの人を見た？　黄金の鷲よ！　なんてきれいなのかしら！」

「お嬢さま……」

　ニーナが呆あきれたように首を振っている。

「だからって持ち上げようとしますか、普通？　嚙かみつかれたらどうするんです。お嬢さまがそんなに鷲わしが好きとは知りませんでしたよ」

「いいえ、そうじゃないわ。そういうことじゃない。何も鷲に限ったことじゃないのよ」

　自分でもうまく自分の気持ちを説明できなかった。

　ただ一つだけ確かなことは、あれが野生の鷲だったら、どんなに立派なものを見ても恐らくここまでは感動しないだろうということだった。
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　チンジョン村は果樹園の村だった。

　村へ行く途中、キャサリンたちは通りかかった高みから村の辺りを一望することができたが、見渡す限り一面に緑が広がっている。

　あまり背の高い樹ではないようだが、人家など完全に緑に埋もれている。その様子はまるで緑の海だった。

　その中に一カ所だけ、まるで島のように大きく緑の地面が盛り上がっている部分があった。

　そこに石造りの建物が建っている。

　丘の上の地面をほとんど全部占拠するような大きさだった。

　まだかなり距離が離れているので、今は石造りの大きな箱のように見えるが、間近で見たらいったいどのくらいの威容を誇る建造物であるのか見当もつかない。

　馭ぎよ者しや席せきのニーナが呆あつ気けにとられた声で言った。

「あれが……別荘ですか？」

　キャサリンも開いた口がふさがらなかった。

『お城のような』どころではない。どう見ても正真正銘の城じよう塞さいである。

　馬車はその丘を目指して軽やかに走っていった。だんだんと道を下り、眼下に広がっていた緑がいつの間にか頭上に来るようになると、果樹園で働く人の姿も眼につくようになってくる。

　キャサリンの馬車が近づいていくと、たいていの人は手を止め、驚いたように見つめてきた。

　かなり無遠慮な視線だったが、幸い、敵意は感じられなかった。単に旅行者が珍しいようで、キャサリンの服装や馬車を好奇の眼で眺めている。

　中には帽子を取って、わざわざ『こんにちは』と話しかけてくれる人もいる。

　キャサリンもすかさず笑顔で「こんにちは！」と返した。

　しかし、忙しく働く人の手を止めさせてしまうのは申し訳ない。馬車でゆっくり進むうちに、ちょうど一休みしようとしている数人の村人に出くわした。

　中年の農夫たちだった。木陰に座り込んでいる。家から運ばせたのか、足下には氷の入った冷たい飲み物を湛たたえた木き桶おけが置かれている。

　キャサリンはすかさず馬車を止めて、明るい声で話しかけた。

「こんにちは。よろしかったら少しお話を聞かせていただけませんか？」

　若い少女の登場に村人たちはびっくりしたらしいが、快く輪の中に入れてくれた。

　彼らもキャサリンに興味を持った様子だった。外国人だとわかると、どこから来たのかとか、バナディスはどんな国なのかと熱心に尋ね、最後には当然、自分たちの村の感想を求めてきた。

「ここの樹はわたしの国の果樹園とは種類が全然違いますね。とてもいい香りがします」

　愛想よく答えて、キャサリンは何気なく話を切り出した。

「さっき見ましたけど、丘の上のお城はとても立派ですのね。わたしの国でもあんなに大きなお城は滅多にありませんもの。ご領主さまのお住まいですか？」

「ああ、コルテスさまの持ちものではあるけどな。あちらには住んでいなさらんよ」

「無人なんですか？」

「うんにゃ。若様がいらっしゃる」

「あんまりお姿を見かけたことはないけどなあ」

　どうやら先日亡くなったフォテスキューの若様とは違って、その若様はほとんど城の外には出てこないらしい。

「ですけど、あれだけのお城ですもの。維持するには人手が欠かせませんわ。こちらの村にはお城に奉公している人もいらっしゃるんじゃありませんか」

「そりゃまあそうだ。特に女たちはな」

「女手はいくらあっても足らんからなあ。旦だん那なに先立たれた後家さんなんぞはお城に働き口を見つけてるわな」

「では、若い人は？」

　キャサリンが尋ねると、村人たちは戸惑ったように笑って顔を見合わせた。

　例によって若い娘に聞かせるような話ではないとためらったのかもしれないが、彼らが口を開くより先に、キャサリンはにっこり笑って無邪気に問いかけていた。

「身分の高い若様が身の回りのお世話をする女性たちをお側に置くのは当然のことですもの。こちらの村にもそうしたご奉公に出ている人がいらっしゃるのでしょう？」

「いや、まあ……」

　村人たちは曖あい昧まいに笑っていたが、ここまで言われてしまっては仕方がないと思ったのだろう。

　少しばかり言いにくそうにしながらも、昔は珍しくないことだったと話してくれた。

　むしろ十数年前までコルテスの若様は女性関係には非常に熱心だった。この村からも同時に三人の少女が仕えていたこともあったという。

　キャサリンは不快感を表に出さないように努力しながら、興味津しん々しんの様子をつくって訊きいた。

「それでは若様との間にお子さまのお生まれになった方もいらっしゃるんでしょうね？」

　村人たちの様子が急に変わった。

　みんな妙に重い顔つきになって首を振った。

「いんや、いねえな」

「生まれそうになったことなら一度あったがな」

「ああ、カレラスさんとこのイーヴァ嬢ちゃんだ。器量のいい娘だったのになあ……」

　村人は不自然に言葉を切った。その口調や表情に籠こめられた意味は明らかで、キャサリンは芝居ではなしに驚いて眉まゆをひそめた。

「どなたか亡くなられたんですか？」

「ああ。若い身空でかわいそうなことだったよ」

　訥とつ々とつとした村人たちの話をまとめると、それは十二年か十三年前の出来事だという。

　イーヴァは村の豪農カレラスの長女で、村でも評判の美しい娘だった。その評判はもちろん城にも届き、イーヴァは十五で若様のお側に上がり、やがて身籠もった。

　しかし、翌年、非常な難産に苦しんで母子ともに亡くなったのだという。

　キャサリンは深い吐息を洩もらした。

「お気の毒に……。ご両親もさぞお嘆きでしたでしょうね」

「そりゃあそうさ、ほんとにきれいな嬢ちゃんだったもの。旦だん那なさまも奥さまも泣いても泣ききれない、諦あきらめようにも諦めきれんって様子だったよ」

「無理もねえ。ほんの五、六年の奉公のつもりで出したのに、死んで帰ってきたんじゃなあ」

「それ以来、若様はこの村の娘は側に寄せなさらんのさ」

　キャサリンは不思議に思って尋ねていた。

「どうしてなんですか？」

「カレラスさんは村の実力者だからな。おまけに奥さまのお父さんのことがある」

　ますます意味がわからない。

　首を傾げたキャサリンに、村人たちは口々に当時のことを説明してくれた。

「奥さまのお父さんは外国の人でな。イーヴァ嬢ちゃんを奉公に出すことに大反対だったのさ。こんな風習は時代錯誤だとか野蛮だとか、しきりとお二人に訴えていなさった」

「お父さんも北のほうに大きな果樹園を持ってなさる。立派な人だが、ずいぶんあからさまに八はつ家けを悪く言うもんで、あの頃は旦那さまも奥さまもはらはらしてたもんだ」

「ああ、滅多なことを言うもんじゃねえ。昔っからのしきたりなんだから」

「そうともさ。お城ではきちんとした行儀作法もしこんでもらえるし、立派に勤め上げれば、豪華な衣い裳しようやら織物やら、すぐに嫁入りできるくらい立派な家財道具を一揃い持たせて帰してくれるんだ。娘たちだってそれを知ってるから喜んで奉公に行くのにな」

「ところが、イーヴァ嬢ちゃんがあんな死に方をしたもんで、旦那さまも奥さまも少し考えが変わった。奥さまのお父さんの言うことが正しかったかと思うようになったんだな」

　そうなると、村人たちの感情も、どうしても城に対して少しばかり険しくなる。

　城側もそれを考慮したのか、この村から少女を召し上げることはやめたのだという。

　キャサリンはこの話に注意深く耳を傾けて言った。

「カレラスさんは豪農だとおっしゃいました？」

「ああ、村の南にな、生け垣に囲まれた大きなお屋敷があるよ」

　少々おしゃべりが長くなった。村人たちは仕事に戻るために立ち上がった。

　キャサリンも礼を言って立ち上がり、ニーナを待たせていた馬車に戻った。

　そうしてなるべくさりげなく、村の南に向けて馬車を走らせたのである。

　カレラス家はすぐにわかった。

　目の前に突如として生け垣が現れ、そこから先はまるで別世界だった。

　垣根の高さはそれほどではないから中の様子がすっかり見渡せる。二階建ての白い石造りの建物は南の太陽に映えて美しく、村の他の家に比べると遥はるかに洗練されて、格段に立派だった。

　敷地には花壇がつくられ、色とりどりの花を咲かせている。

　これを見ただけでも、この家が労働者階級とは一線を画していることがわかる。

　食べられるものをつくる村で、こんな観賞用の花を育てるのは無駄な労力でしかないからだ。

　言い換えれば観賞用の花を育てることはかなりの贅ぜい沢たくであり、高尚な趣味なのだろう。

　建物の玄関も生け垣の門も開け放してある。不用心だからではない。恐らくここではそれが当たり前の習慣なのだ。

　キャサリンにも覚えがある。以前に訪れたバナディス地方の村が確かこんな感じだった。

　至ってのどかというか、おおらかというか、地元の人はみんな知り合いばかりだから泥棒に入られる心配などしたこともないし、お客は誰でも喜んで歓迎するという気風なのだ。

　手綱を操っていたニーナがキャサリンを牽けん制せいするように言った。

「お嬢さま。滅多なことを考えないでくださいよ」

　いきなり突撃して、亡くなったお嬢さんの話を聞かせてほしいと切り出すのはいくら何でも無理がある。怪しまれるのが落ちである。

　キャサリンは忠実なお守り役を見つめて真顔で言った。

「ニーナ。病気になってちょうだい」

「はあ!?」

「あなたは急に具合が悪くなってここで倒れるのよ。そうしたら、わたしはこの家の人たちに助けを求める。あなたを家の中で休ませてほしいとお願いするわ」

　絶望的な表情になって天を仰いだニーナだった。

　空はニーナの心境を裏切るように、あくまで明るく青く輝いている。

　さわやかな青空までが無性に恨めしかったが、キャサリンがこう言い出したらどう諫いさめても無駄だということを誰よりよく知っているのも他ならぬニーナだったのだ。

「ああ……」

　何とも言えない呻うめき声を発して、ニーナは馭ぎよ者しや席せきにばったりと倒れた。

　その様子はあながち芝居とも思えなかった。




「ご親切にどうもありがとうございました。本当に助かりました」

　キャサリンはカレラス夫人に向かって神妙に頭を下げていた。

　カレラス夫人は四十半ばに見えた。小柄でぽっちゃりした人で、優しい青い眼とつややかな茶色の髪をしている。

　きれいな人だとキャサリンは思った。同時に、どこか暗い陰のある人だと、あまり幸せではなさそうだとも思った。

　だが、カレラス夫人は『連れが倒れたんです！』と慌ただしく駆け込んできたキャサリンを驚きながらも快く迎え入れてくれ、馭者席でぐったりしているニーナを急いで家の中へ運ぶと、立派な客間に寝かせてくれたのである。

　今は中年の召使いがニーナの側について、あれこれと世話を焼いてくれている。

「気にしないでくださいな。困った時はお互い様ですもの。それより、ごめんなさいね。この村にはあいにくお医者さまがいないんです。そちらの馬の世話が終わったら、馬ば丁ていを隣村まで走らせますから」

「そんな！　そこまでご迷惑は掛けられませんわ」

　さすがに申し訳なさが募ってきて、キャサリンは慌てて言った。

「この国の太陽はわたしの国と違ってとても陽射しが強いですから、少しのぼせたんでしょう。お宅で少し休ませていただければ充分です」

　キャサリンは夫人と二人で客間にいた。

　夫人はキャサリンにお茶とお菓子を出してくれて、キャサリンはあらためて名前を名乗り、夫人の親切に対する礼を言ったところだった。

　カレラス夫人もこの思いがけない若い客を好ましく思ったらしい。笑顔で尋ねてきた。

「ミス・ウィンスロウはどちらからいらっしゃいました？」

「バナディスからです」

　夫人の顔が少し明るくなったようだった。

「わたしの父もバナディスの出身なんですよ」

「本当ですか？」

「ええ。わたし自身も小さい頃はバナディスに住んでいました。リンガムというところです。グレーシャーの近くの」

「まあ！　グレーシャーなら知っています。父に連れられて行ったことがありますわ」

「もしかして秋の収穫祭に？」

「はい。三日間も続く有名なお祭りですもの。わたしが行った時も大変な人出でした」

「ええ、ええ。懐かしいわ。山ほどの野菜に穀物に色とりどりの果物……。まあ、嬉うれしいこと。グレーシャーの秋祭りを知っている人とこの村で会えるとは思いませんでした」

　カレラス夫人はこれですっかりキャサリンに気を許したらしい。しばらくおしゃべりに花が咲いたが、キャサリンは頃合いを見計らって、さりげなく丘の上の城のことを持ち出した。

　何しろこの村で一番目立つ上に、客間の窓からも丸見えだったから、話題にするのは少しも不自然ではない。

「あれが別荘だなんてびっくりしました。八はつ家けが資産家だということはミロで聞きましたけど、これほどとは思いませんでしたわ」

　案の定、夫人の顔が曇った。

　キャサリンは慌てて姿勢を正して謝った。

「申し訳ありません。こちらのお嬢さまがお城に奉公している時に亡くなられたと村の人から聞いたばかりでしたのに──失礼しました」

「いいんですよ。もうずいぶん昔のことです」

　だが、キャサリンにはわかっていた。

　この人にとっては少しも昔のことなどではないのだ。

　夫人は黙って窓の外の城を見つめていた。娘が死んだ場所をだ。それからキャサリンに眼を移して曖あい昧まいに微笑んだ。

「八家のことをどこまでご存じ？」

「いろいろ、信じられないことを聞きました。わたしがもっとも驚いたのは──」

　ここで遠慮していては話が進まない。

　不ぶ躾しつけは百も承知だったが、思い切ってキャサリンは切り出した。

「国王になれなかった若様には結婚も、お子を持つことも許されないということです。若様のお側に仕える女の人たちもそれを承知の上で行くのだと。とても信じられませんでした」

　夫人の機嫌を害することも覚悟していたが、予想に反してカレラス夫人は怒らなかった。

　真顔で頷うなずいた。

「バナディス人のあなたがそう思うのは当然のことです。父もイーヴァを奉公に出すことには大反対でした。父にとってはたいせつな孫に──未婚の娘に傷をつけることだったからです」

　キャサリンも頷いた。至極まっとうな反応だと思った。

「でも、母の考えは違いました。エルディア人の母には八家に対する強い憧あこがれがあったのです。若い娘の奉公先としてこれ以上のところなどあるはずもないと、コルテス家に奉公することはイーヴァの将来のためにもなることだとはっきり言いました」

　キャサリンは夫人の顔を見つめて、こちらも恐ろしくはっきり言った。

「それが妾めかけ奉ぼう公こうでもですか？」

「父も同じことを言いました。バナディスの人にとっては堅気ではないという烙らく印いんを押されてしまうことですものね。でも、エルディア人にとっては、特にこの村の娘にとっては、若様のお側に仕えることはもっとも名誉なことだったんです」

「どうしてなんでしょう？」

「たぶん、自分が特別に選ばれたという証あかしになるからだと思います。今までお城に奉公した人たちはみんな、戻って来た時には大層な衣裳や道具を持っていましたし、行儀作法も教養も磨かれて、言葉遣いも身のこなしも別人のように美しくなっている。お城に行く前にはとても釣り合わなかった家格の家から降るように結婚の申し込みが来る。そうした例を目の当たりにしているのですから。若い娘がわたしもああなりたいと憧れを抱くのは無理もありません」

　キャサリンには理解しがたかったが、それがこの辺りの若い娘たちの標準的な態度だということは吞み込んだ。

「主人もこの村の出身ですから、お城の意向に背くことはできないと考えていました。立派に勤め上げれば、嫁入りする時に箔はくがつくことだからと言って……」

「奥さまも同じお考えだったのですか？」

「わたしは……」

　言いかけて、夫人は何故かためらった。

「娘が望まないのであれば、お断りしたいと思っていました。ですけど……」

「お嬢さまは奉公をいやがっておられた？」

「いいえ。そんなことはありません。娘もこの村で生まれて育ったのですから。お城は憧れの場所だったのですよ。実際、お城に奉公が決まった時、同じ年頃の娘たちはみんなイーヴァをうらやましがりましてね。娘も嬉しそうでした」

　どうもそれだけではなさそうだった。他にも何かありそうだったが、その辺のことをうまく聞き出すにはどうしたらいいかと考えていると、夫人が言った。

「よかったら娘の部屋をごらんになります？　何もかもそのままにしてあるんですよ」

　願ってもない話だった。キャサリンは即座に席を立った。

　イーヴァの部屋は二階の南側にあった。

　カレラス家の裕福さを示すように、子ども部屋とも思えない贅ぜい沢たくなつくりだった。

　続き部屋になっていて、居間と寝室が別々になっている。

　どちらもいかにも少女らしい内装だった。壁紙は可愛らしい花模様で、色違いのオーク材が貼り巡らされた床にイーヴァのお手製と思われる敷物が敷かれている。小さめの寝台には白いレースで縁取られた羽枕と羽布団が敷かれ、お揃いのレースのベッドカバーが掛けられていた。

　居間には螺ら鈿でんで表面を飾った机と、金きん襴らん織おりを張った長椅子と肘ひじ掛かけ椅子が置かれ、壁際にはつやつやした書き物机がある。蓋ふたは開けられたままになっており、その上に硝子がらすのインク壺つぼと華きや奢しやな陶器の一輪挿しがそっと置かれていた。

　しかし、最初にこの続き部屋に入った時、真っ先にキャサリンの眼を惹ひいたのは居間の壁に掛けられた肖像画だった。

「あれがイーヴァです」

　生きているような見事な絵だった。輝くような肌の色から、はにかんで微笑む表情、身体の前で軽く組んだ指先までを忠実に描いている。

　絵の中の少女は美しかった。

　茶色がかった金髪に、黒曜石のように輝く黒い瞳ひとみをしている。光沢のある髪に薔ば薇らの飾りをつけて、首には繊細な金細工の首飾りを掛けて、右手の指には赤い石榴ざくろ石いしの嵌はまった金の指輪が、左手には真珠の指輪が光っている。身につけている衣服も眩まばゆいほど贅沢なものだった。

「お城に上がる直前に主人が描かせたものです。お城に行けば、そう頻繁には戻れませんから、イーヴァが帰ってくるまで寂しくないようにと……」

　夫人の声は涙ぐんでいるようだった。

「生きていれば、あの子ももう二十八歳。とっくにお嫁に行って今頃は二人か三人、子どもを生んでいたでしょうに……」

　キャサリンには何とも言いようがなかった。

　気まずい沈黙を振り払おうとしてか、夫人は急いで目元を拭ぬぐって言ってきた。

「ごめんなさいね。初めて会った方にこんなお話をして。あなたがお城へ行く前のイーヴァと同じ年頃に見えるものですから」

「奥さま」

　キャサリンは夫人を励ますように、精一杯の気持ちを込めて言ったのである。

「それこそ今日初めて会ったばかりの娘が何を言うかと思われるかもしれませんが、奥さまがそんなお顔をなさっていてはいけません。それではきっとイーヴァさんも悲しまれます」

　夫人はぎこちない笑みを浮かべた。

「ええ。わかっています。主人もいつも同じことを言いますわ。ですけど、子どもに死なれた親の気持ちは──特に自分が産んだ子どもに死なれた母親の気持ちというものは──理屈ではどうにもならないものでしてね。イーヴァだって、あの子はまだ十五歳でしたけどそのことを気に病んで……」

　夫人は急に口をつぐんだ。

　勘のいいキャサリンはその隙を見逃さず、鋭く尋ねた。

「イーヴァさんはご自分の赤ちゃんが間引きされることをいやがっておられたんですか？」

「いいえ、そんなことは……」

　反射的に否定しかけたが、夫人は思い直した。躊躇ためらいながら口を開いた。

「そんなことをはっきりと言ったわけではないんです。ただ、あの子は優しい子でしたから、もしかしたら生きることを許されない子どもがかわいそうだと考えていたかもしれません」

　それでもコルテス家から側室にと望まれれば行かねばならなかったのだ。

「お気の毒です」

　低い声でキャサリンは言った。

　別室で休んでいるニーナの様子を見に行くと、こちらもお茶と果物をご馳ち走そうになり、中年の召使いとすっかりうち解けて話し込んでいた。

「具合はどう？」

「ええ、もう大丈夫です。すっかりよくなりました。本当にお世話になりまして……」

　ニーナは何だか硬い顔をしていたが、夫人に向かって丁重に礼を述べた。

　夫人はしきりと夕食まで滞在していくようにと、何なら泊まるといいとまで言ってくれたが、キャサリンは暗くなるまでにミロに戻らないと父が心配するからと言って丁重に辞退した。

　心ばかりのお礼にと思って銀貨を渡すと、夫人はそのこころざしを別の意味で喜んだ。

「まあ、シルリン銀貨ですか。懐かしいわ」

　久しぶりに父親の故郷の通貨を見たことが嬉うれしかったらしい。

　この人の父親がバナディス人だったことはつくづく幸運だった。

　門まで見送ってくれた夫人に、キャサリンはニーナともども深々と頭を下げて、再び馬車で出発したのである。

　カレラス家の下男は馬も馬車から外して休ませ、馬ま櫛ぐしとブラシまで掛けてくれていたので、馬は至って元気でぴかぴかしていた。

　生け垣の角を曲がる時、キャサリンは馭ぎよ者しや席せきの上で振り返ってみた。

　すると夫人はまだ門を出たところでこちらを見送っていた。キャサリンは大きく手を振って、あらためて別れの挨あい拶さつとしたのである。

　角を曲がって、夫人の姿が見えなくなってから、キャサリンはしみじみと言った。

「いい人だったわ。お気の毒に、お嬢さんを死なせたことが今でも忘れられないのね」

「それどころじゃありません。とんでもない話を聞きましたよ」

　ニーナは傍はた目めにも青ざめた顔をしていた。

　手綱を取りながら、キャサリンに身を寄せるようにして囁ささやいた。

「あの家のお嬢さんは──イーヴァさんは殺されたのかもしれないっていうんです」

　キャサリンもさすがにぎょっとした。同じくらい声が低くなった。

「どういうこと？」

　部屋に運ばれたニーナはぐったりと寝台に横たわりながら（内心ではカレラス家の人たちにひたすら謝りながら）コルテス城のことを口を極めて褒ほめてみせたのだという。

　客間の窓からも城が見えたので、一生に一度でいいからあんなお城で奉公をしてみたいとか、こちらのお嬢さまはお気の毒にも奉公している最中に亡くなったそうだが人生の最後をあんなお城で暮らすことができたのだからきっと幸せだっただろうとか（我ながらなんて厚かましい言い分だろうと赤面する思いだったが）できるだけうらやましそうに滔とう々とうとまくしたてた。

　そうしたらあの召使いが──ミゲーラという名前だそうだが──顔色を変えて馬鹿なことを言うもんじゃないと諫いさめてきたという。

「お嬢さまが幸せだったなんて、そんなことがあるもんかね」

「ですけど、この村の娘さんはみんな喜んでお城に奉公に行くって聞きましたよ」

「そうさ。お嬢さまだってお城に行く時までは嬉しそうにはしゃいでたよ。だけど赤ちゃんを産んだばかりであんな死に方をして……死ぬのは子どもだけのはずだったのにさ」

　イーヴァの遺体は棺ひつぎに収められ、持参した黒いドレスを纏まとった状態で家に戻ってきた。

　どうして黒いドレスなんかを持って奉公に行ったのかと言えば、奉公している最中に万が一若様が亡くなった時のために、これは必ず持っていく決まりになっているという。

　イーヴァの遺体は花でうずめられ、あとは棺の蓋ふたを閉めるだけで埋葬できる状態だったが、夫人は悲嘆の涙にくれながらも、これではイーヴァがかわいそうだと言い出した。

　イーヴァは黒い服がきらいだった。身内に不幸があって着なくてはならない時でもいやがり、葬儀が終わるなりすぐに脱ぎたがった。

　それなのに黒い服を着てお墓に入るのはあんまりかわいそうだと夫人は言って、イーヴァの一番のお気に入りだった晴れ着に着替えさせてやったのだという。

「そうしたら首に──うっすらとですけど、絞められたような痕あとがあったって言うんです」

　キャサリンは緊張に強こわばった顔で囁いた。

「カレラスさんはそれをお城に言ったの？」

「わたしももちろんそう訊ききました。そうしたら──」

　ミゲーラはそんなこと言えるもんかねと吐き捨てるように言ったという。

　お城のすることは絶対なんだと、そのお城が難産で死んだと言うなら信じるしかないんだと。

　ニーナも食い下がった。曲がりなりにも殺人だとしたら泣き寝入りすることはない。本当にそんな非道が行われたとしたら真実を明らかにする意味でも訴えて出るべきだと言い張ったが、ミゲーラは馬鹿にしたように笑っただけだった。

「昔からあのお城がこの辺り一帯を治めてるのに、いったいどこへ訴えるっていうんだね？　そんなことをしたってお嬢さまが生きて戻ってくるわけでもないのに」

　そこまで言われてしまうと、ニーナには何も言えなかった。

　カレラス夫妻の心境も複雑だったに違いない。特に夫人はすっかりとりみだし、お城に話を聞くだけ聞いてみようと夫に訴えたが、カレラス氏は苦渋に顔を歪ゆがめながらも頷うなずかなかった。

　氏もミゲーラと同じ意見だったからだ。

　最後には夫人も泣く泣く諦あきらめて娘を埋葬したという。

「棺に入って戻ってきたのはイーヴァさんの遺体だけだったのね？」

「はい。それは間違いないそうです」

　遺体を見れば出産が終わっていたかどうかは一目でわかる。

「子どもはしきたり通りこちらで埋葬したからとお城の人は言ったそうです。イーヴァさんのお葬式が済んだ後のことですけど、預かった娘を死なせてしまった詫わびだと言って、お城からかなりのお金が届けられたそうですよ」

　行き届いたことだと言えなくもないが、ミゲーラの話によると、どうもその額が少しばかり多すぎたようなのだ。

　あれじゃあ何かあったことを白状しているようなもんだとミゲーラは言い、カレラス夫妻も同様の感想を抱いたらしい。

　それ以来、カレラス家はどうしても城に対して懐疑的なのだという。

「イーヴァさんはいつ死んだの。フェルナンドが生まれる前、それとも後？」

「後です。あの子が生まれて二ヶ月後だったそうです」

　キャサリンは驚いて問い返した。

「どうしてそんなにはっきりわかるの？」

「これも八はつ家けのしきたりなんだそうですが、自分の家から送り出した娘が皇太子候補を産むと、どこの家でも赤い旗を掲かかげるならわしがあるんだそうです。本宅だけでなく別荘と別宅全部に。十二年前のその時も、あのお城に赤い旗があがったんですって。うちは後継者争いに名乗りを上げたぞっていう意味ですることですから、この村でもちょっとしたお祝いをしたそうです。それから二ヶ月後にイーヴァさんが亡くなったんだって、ミゲーラははっきり言いました」

「つまりイーヴァさんの子どもが生きているとしたら……」

「フェルナンドより二ヶ月年下ってことになりますよね。ただ……」

　ニーナはちょっと首を傾げた。

「わたし思ったんですけど、イーヴァさんの子どもが男の子で、コルテス家がフェルナンドとすり替えようと考えているとしたら、どうしてこんなにせっぱつまるまで待ったんでしょうね。二ヶ月しか違わないんなら、赤ちゃんのうちにさっさと取り替えてしまえばよかったのに」

「恐いことを言うわねえ」

　キャサリンは驚いたが、ニーナの指摘は的を得ている。赤ん坊のうちにすり替えてしまえば、何も問題はなかったはずなのだ。

　その事実にあらためて気づいて、キャサリンも首を傾げた。

「確かにそうね。どうしてやらなかったのかしら？」

「ですから、イーヴァさんの産んだ子どもは本当に十二年前に死んだのかもしれませんよ」

　キャサリンはその意見には頷けなかった。

　だが、今の段階ではイーヴァの子どもが生きていると言いきれないのも確かだ。

　午後の太陽は中天から西に動きつつある。その陽射しを浴びながら、キャサリンは果樹園を抜けて丘の下まで行ってみた。

　丘そのものも深い緑に覆われて小高く聳そびえている。

　さらにその上に建っている城はこうして下から見上げると恐ろしいくらいだった。

　果樹園にはあれだけ村人の働く姿が目立っていたのに、この丘の周辺だけは誰もいない。

　迂う闊かつに近寄ってはならないという村人たちの警戒心が窺うかがえるようだった。

　城壁はまるで黒い山のようにそそり立ち、近寄る者すべてをはねのける威圧感を放っている。
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　一口に城と言ってもミロの宮殿のような壮麗なものから、今では遺跡に等しい古いものまで、姿も用途も様々だが、この城は明らかに戦闘用だった。

　それだけに時代もある。数百年は経っているだろう。もしかしたら東大陸から移住してきた直後に建てられたものかもしれない。

　見る者を何とはなしに不安にさせるばかりか、恐怖心すら与える厳いかめしい城じよう塞さいの姿は、この国がまだ内乱に明け暮れていた時代をそのまま現代に映し出しているかのようだった。

　馬車で丘の下を一周してみたが、見れば見るほど人を受けつけない硬質な印象である。

　ここへはさすがに仮病を使って乗り込むわけにもいかない。

　しかし、下から見ているだけでは内部がどうなっているのかまったくわからない。

　途方に暮れながらも城壁を見上げていると、真っ青な空と太陽の光が眼に入って眩まぶしかった。

　思わず帽子の鍔つばに手を掛けたところで上空を飛ぶ鳥の姿が眼に止まった。

　姿形ははっきりしないが大形の鳥のようだった。

　城の上空を旋回するように飛んでいる姿にニーナも気づいて、手綱を取りながら言う。

「お嬢さま、あれ……」

「ええ、あの方かしら？」

「よく見えませんね。ここからだと」

　情けないことに、これだけ距離があると、自分たちには鳥の種類さえ見分けられない。

　しかし、鳥類の眼の良さは保証つきである。あれがさっきの人だとしたら、自分たちの姿をはっきり捕らえているはずだった。

　事実、上空の鳥はこちらに向かって降下を始めたのである。

　最初はそれほど大きいとも思えなかった鳥の姿がみるみる大きくなる。

「ニーナ、馬車を止めて」

　そう言ってキャサリンは後ろを振り返った。

　あっと思った時には激しい羽ばたきとともに、馬車の縁へりに見事な白はく頭とう鷲わしが止まっていた。

　力強い羽がもたらす風圧に思わず顔を覆いながらも、キャサリンは大きく息を吐いていた。

　何度見ても、この白頭鷲の姿はため息が出るほど立派だった。

「収穫はあったかな？」

「はい。そちらはいかがでした？」

「その話をする前にここから離れたほうがいいだろう」

　鷲は言って、今は空っぽの後部座席に眼を落とした。

「わたしが今から飛び立つのは目立ちすぎる。既にかなりの注目を集めてしまっているのだ。便乗させてもらってもよいかな？」

「もちろんですわ。ちょっとお待ちください」

　この馬車には屋根がない。座席も低い。

　馬車の近くに人がやって来たら座席に鷲がいるのが丸見えになってしまう。

　キャサリンはお弁当を入れていたバスケットの中身を取りだして馬車の床に並べると、空になったバスケットを広げながら恐る恐る言った。

「もしおいやでなければ、ここに入っていただくのが一番目立たないと思います」

　鷲は何度か瞬まばたきして、苦笑を含んだ声で言った。

「息子も入ったというバスケットかな？」

「実はそうです」

「好ましくない乗り物だが、致し方あるまい。そこに置いてもらおうか」

　キャサリンは言われたとおり蓋ふたの開いたバスケットを後部座席に置いた。

　そのままではぐらぐらするので両手でしっかりバスケットを固定する。

　馬車の縁に止まった鳥はそれを見届けて、ひらりと舞い上がった。バスケットの中に着地し、何度か底を踏みしめて慎重に翼をたたみ、足をしまって座り込む。

　バスケットいっぱいに収まった鳥を上から見下ろすと、あらためてその大きさに息を吞んだ。

　同時に足をしまい、翼をたたんでじっとしているところが何とも言えずに可愛いと思う。

　できることならこのまま持って帰りたいくらいだったが、キャサリンはその気持ちを抑えて、真剣に鳥に話しかけた。

「村を離れたら──飛べそうなところまで行ったらすぐに蓋を開けます。申し訳ありませんが、今は一度閉めますね」

　わざわざ断ったのは、こんな狭い箱に喜んで閉じこめられる人はいるまいと思ったからだ。

　鳥は頷うなずき、キャサリンを見上げて言った。

「その間あなたの成果を話してくれるか。わたしはここで聞いている」

「はい」

　キャサリンはバスケットの隣に座り、馬車を走らせるようにニーナに言った。

　来た時とは違う道を馬車はゆっくり進んでいった。果樹園の中につくられた細い道なので、全力疾走するわけにもいかないのだ。

　そうすると、本当に丘の周りだけは人がいなかったのだということがよくわかる。

　もともとこの村では旅人が珍しく、村人たちも好奇心が強いのだろう。ほとんどの人が眼を見張って馬車を見つめ、笑顔で手を振り、中にはわざわざ近くまで寄ってくる人もいた。

　キャサリンは先程と同じようににこやかに村人たちに挨あい拶さつしながら軽快に馬車を走らせた。

　その合間を縫ってカレラス家を訪問したことを話した。鳥の聴力を当てにして、囁ささやくような声に抑えたから、端から見ればぶつぶつ独り言を言っているように見えただろう。

「ニーナの言うことも一理あります。どうして赤ちゃんの時に取り替えてしまわなかったのか。今からではひどく面倒なことになります。誰かに身代わりのことを気づかれる危険もあります。マリアがその子を産んだことにしてしまったほうが問題もなかったと思うのですけど」

　バスケットの中から一度も返事は返ってこなかったが、キャサリンはかまわずに話し続けた。

　イーヴァの死因に重大な疑問があるということもだ。

　その間に馬車はチンジョン村を抜けていた。

　キャサリンは話を続けながらもこの大型鳥が飛び立てる場所を探していたが、うまい具合に、城を眺めた高みが近づいてきたところで、ちょうど話が終わった。

　見晴らしのいい高みで馬車を止め、バスケットの蓋を開けてやる。

　急に明るくなったせいか、鳥はちょっと瞬きしてバスケットの中で立ち上がった。

　辺りを見渡してから先程と同じように一飛びで馬車の縁に止まる。

「お疲れさまでした。窮屈でしたでしょう」

　実際、狭苦しい場所から解放された白頭鷲は軽く身震いしていた。

　首の辺りの真っ白な羽毛が一度ふわっと広がって、また落ちつく。それから金色に光る眼でキャサリンを見つめて話しかけてきた。

「ミス・ウィンスロウ。まず最初に言っておく。あなたは実に見上げたお嬢さんだ」

　仮病を使ってカレラス家に入り込んだことを言っているらしい。

　素直に喜んでいいものか迷ったが、キャサリンは『ありがとうございます』と礼を述べた。

「それに比べてわたしのほうは成果があったとは言いがたい。上空からあの城を観察する限り、それらしい子どもの姿はなかった。しかし、塔を含めて、窓を閉めた部屋が何カ所かにあった。今の段階ではいないと断定することもできない」

「このお天気に窓を閉めているんですか？」

「いかにも、あやしい。無論あれほど巨大な城だ。物置という可能性もあるが」

　鳥は頷いて、少し口調を変えた。

「どうにも困った。これではますます息子を救ってくれた礼が遠くなる」

「そのことでしたらお気持ちだけで充分ですわ」

「そうはいかない。わたしは何かあなたのためになることをせねばならぬ。そこで尋ねるが、ミス・ウィンスロウ。あなたは聞きづらい真実でも聞く勇気があるか？」

　唐突な言葉だった。

　礼をしなければと言いながら聞きづらい真実とは矛盾するようだが、キャサリンはこの人が何を言いたいのかわかる気がした。

「それは今回の跡継ぎ問題に関する真実ですか？」

「うむ。我々にとっては深く関わる必要のない無形種の事情だが、重要な真実には違いない」

「この問題に関しては聞きづらいことばかりですもの。今となっては何を聞いても驚きません。わたしに話してもかまわないとお思いでしたら聞かせてください」

「では申し上げよう。我々異種人類にとって、結婚とは愛し合う者同士がすることだ。従って皇太子が自分の愛する女性と結婚しようというその決意自体は好ましいと思う。しかし──」

「しかし？」

　鳥は沈黙した。

　慎重に言葉を選んでいるようだった。

「繰り返しになるようだが、結婚とは、互いを愛する二人の間で行われることだ。どちらかが一方的に相手を愛し、勝手に結婚を望んでいるだけでは意味がないのだ。両者の愛情が揃っていなければ、よい関係を築けるはずもない。当然、結婚も成立しない」

「もちろんですわ」

「その点が大きな問題になる。皇太子は真実コルテスのマリアを愛しているのかもしれないが、コルテスのマリアが愛しているのは皇太子ではないからだ」

　呆あつ気けにとられたキャサリンだった。

　驚かないと言ったことなどすっかり忘れて叫んでいた。

「殿下でなければ誰だというのです！」

「皇太子の執務官の一人だ。名はパブロとか言うらしい」

　まさに愕がく然ぜんとした。

　到底信じられなかった。

　キャサリンは席の上で居住まいを正し、馬車の縁へりに止まる白はく頭とう鷲わしをほとんど睨にらむようにして言ったのである。

「そのお話は──失礼ですが、本当に確かなお話なのでしょうか？」

「そう言われるのも無理はないが、信頼できる情報だ。あなたもコーネリアスを知っていると思うが、あの若者は無形種の婦人たちから話を聞き出すのが非常にうまいのだ。コルテス家の若い召使いが外出した折、巧みに近づき、親しくなって、酒を飲ませて聞き出したというからいささか呆あきれるが、間違いはない。マリアとパブロの愛はコルテス家では有名な話らしい」

　キャサリンは眼をいっぱいに見開いてしまった。

「お家うちの人が知っている!?」

「当然だ。なぜならこの二人が密ひそかに愛し合うようになって既に五、六年が経つそうだ」

「…………」

「ただ、二人の名誉のためにつけ加えれば、この両者には肉体的な接触はいっさいないという。コルテス家もさすがにそんな機会は与えない。二人を決して二人きりにはしない。わたしには非常に痛ましいことと映るが、ただひたすら見つめ合うだけの恋らしい」

　キャサリンの脳裏をコルテス家を訪れた時のことが駆けめぐった。

　わざわざ離れの扉を開け放っていったアロンソ。

　それを閉めようともしなかったアンナ。

　キャサリンが庭から戻ってくるまで、お互いの顔をじっと見つめていたマリアとパブロ。

「そんな……」

　青ざめて大きく喘あえいだキャサリンを、馭ぎよ者しや席せきのニーナが顔を強ばらせて見つめている。

　鷲はそのニーナに一度眼をやって話を続けた。

「こちらの婦人の前では言いにくいことだが、召使いというものは時々ひどく暇をもてあまし、時々ひどく意地が悪いものらしい。コーネリアスにその話をした召使いはおもしろがってさえいるようだったという。どうせ皇太子との間に愛はないのだから、式さえ済ませて皇太子妃になってしまえば後は好きなことができる。もちろんおおっぴらにはまずいだろうが、男遊びもある程度は自由になるだろうし、心おきなく執務官とも抱き合える。マリアもようやく長年の辛抱が報われるわけだと、笑いながら言ったそうだ」

「そんなはずはありません！　マリアさまはそんなふしだらな方ではありません！」

　鳥はその悲鳴を無視する形で話を進めた。

「確かにこの召使いの想像は淫みだら極まりないが、わたしは、コルテスのマリアが新たに愛する対象を求めたこと自体はふしだらでも何でもないと思っている。むしろ極めて自然なことだ」

「…………」

「皇太子に対する道義的責任を問うならば罪と言えるかもしれないが、愛してもいない相手の子どもを産まされ、すぐに引き離され、後は十二年間ただの一度も相手の顔を見ることもない。若い女性にとってこうしたことは苦痛以外の何物でもないのではないか」

「…………」

「この数年、皇太子の手紙を持参してコルテス家を訪問するのはパブロの役目だった。交わす言葉は少ないにせよ、たびたび顔を合わせるパブロをマリアが愛するようになったとしても、愛されたいと願ったとしても責めることはできない。わたしはむしろ、未いまだに精神的な不義に留とどめている二人の忍耐力に頭が下がる思いがする」

「ですけど、マリアさまはともかく、それこそパブロさんの気持ちは？」

「見れば一目でわかると召使いは言ったそうだ。あれが恋をする男の眼でなければ他の何だと。召使いたちの間ではパブロがいつマリアの手を握るか、密かな賭かけまで行われていたそうだが、二人ともそんな危険は犯さない。その代わり二人は今も秘密の文通をしているらしい」

　綴込冊子の中からは確かに二通の手紙が出てきた。

　皇太子の紋章を捺おした手紙と、何も捺していない手紙と。

　ではパブロはあつかましくも皇太子からのお見舞いに自分の恋文を紛れ込ませたのか。

　そしてマリアは自分の目の前で堂々とその手紙を開き、何食わぬ顔で返事を書いたのか。

　キャサリンは咄とつ嗟さにそこまで考えた。強烈な不快感が襲ってきた。

「しかし、ここでもう一つ重大な問題が生じる。召使いはマリアが皇太子と形だけの結婚をし、その陰で情人との愛欲におぼれるものと思い込んでいるが、それは遠回りにすぎる。マリアと皇太子の結婚は通常の結婚と違い、子どもの存在が大きな要因となっているのだから」

　そうしてこの鳥は考えるだけでも恐ろしいことを重々しい口調で告げたのだ。

「子どもがいなければ、コルテスのマリアに皇太子と結婚しなければならない義務はなくなる。子どもさえいなくなってしまえば、本当に愛する相手と結婚することも可能になるはずだ」

「ドーザさま」

　キャサリンは大きく喘いだ。

　身体が震えてくるようだったが、厳しい表情で鷲わしを見つめて、はっきり言った。

「違います。あの人は──コルテスのマリアさまは──パブロさんと愛し合っているとしてもそんなことはしません。絶対にです」

「あなたのその評価が正しいことをわたしも願ってやまない。母親が子どもを殺す──それも新あらたな男を得るために邪魔だから殺す。我々にとってこれほどおぞましいことはない」

　キャサリンにとっても同じことだった。

「わたしの話はそれだけだ。不快な気分にさせたのならお詫わびするが、真実から逃げることは勇気ある行動とは言えぬ。あなたは勇気のある人だ。知っているべきだろうと思ったのだ」

　黙って頷うなずいたキャサリンだった。

　耳を塞ふさぎたくなるような話だったが、知らないでいるよりはずっとましだ。

　太陽は赤く大きく西の空に掛かろうとしている。

　それを見た鷲は二人に別れの言葉を述べた。

「暗くなる前にミロに帰りなさい。婦人を送らずにこんなところで別れるのは無形種の礼儀上あるまじきことだが、この姿ではやむを得ん。上空から見たあの城の見取り図を後であなたの部屋に届けさせよう」

　そう言って白頭鷲は馬車の縁へりを蹴って飛び立った。

　大きな羽音に驚きながらも、キャサリンは飛び去っていく鳥に向かって声を張り上げた。

「ドーザさまもお気をつけて！　銃を撃つ人が他にもいないとは限りませんから！」

　返ってきたのは人の言葉ではなく、猛もう禽きん類るいの鋭い鳴き声だった。

　頭部と尾羽だけが白い鷲の姿はそのまま赤い太陽の中に消えていった。
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　コルテス家の楡にれの木屋敷はパトゥイ湖のほとりにある。

　この湖はコルテス家の持ちもので、周囲の森もコルテス家の私有地だから、知らない人間は誰も入ってこない。

『おぼっちゃま』の身代わりを務めるヴィンセントは日々『お召し替えの儀』の練習に余念がないが、他の三人は実のところ暇をもてあましている。

　フェルナンドの護衛を務めて帰ってきた後も状況は変わらなかった。

　というのも、この屋敷の召使いは本物のフェルナンドが襲撃されたことを知らないのだ。

　あの時、フェルナンドの傍そばにいた召使いは皆ミロの本宅からついて来た者だったので、この屋敷の人間は何も聞かされていないらしい。

　もちろん戻ってきたダムーたちも『おぼっちゃま』が襲撃されたことなど話さなかったので、屋敷の雰囲気は至ってのどかなものだった。

　今日も朝からヴィンセントは練習に励み、他の三人はパトゥイ湖で遊んでいる。

　ばしゃんと音を立てて水面に顔を出したベラフォードが岸に上がり、岸辺で昼寝をしている仲間に声を掛けた。

「気持ちいいわよ、ケイティ。あんたも泳いだらどう」

　水着のベラフォードに対して、木陰に寝転がったケイティはいつもの服装のままだった。

　ずぶぬれの相手をちらりと見やって、大あくびをした。

「遠慮しとく」

「あんたってそういうところ《猫》よねえ。どうしてそんなに水に入るのがいやなのかしら。きれい好きのくせに」

「水浴び命の《鳥》に比べたら誰だって風ふ呂ろぎらいの部類に入るよ」

「失礼ね。アタシは《鳥》じゃないわよ。泳ぎくらいは練習しておいたほうがいいじゃない。いざという時に溺おぼれても助けてあげないからね」

「そっちこそ失礼だね。あたしはちゃんと泳げるよ」

「だったら泳いでみなさいよ」

「面倒くさいんだって、そんなの」

　こうしたやり取りを聞く限り、彼らはのんびり過ごしているようだが、実は違う。

　話しているのは彼ら二人だけだ。

　ダムーは水面を潜って屋敷の南側に回っていた。

　この屋敷は南と西が湖に面していて、その真下はちょっとした崖がけになっている。

　普通ならこんなところから屋敷へ侵入することは不可能だが、ダムーには問題にならない。

　難なく崖を上り、建物の壁を摑つかんで一階部分を上り、さらに音も立てずに二階の一室の壁に張りついた。

　この部屋の中には、彼らが最初この屋敷に飛び込んだ時に出くわした四十がらみの執事と、六十前後の老僕がいる。

　執事の名はギジエルモ。老僕はバビエルと呼ばれていた。

　何故ダムーがこんなことをしているかというと、先程ミロの本宅から使いが来たのだ。

　楽な仕事に喜んでごろごろしているようでも、彼らは気配には敏感である。

　ましてコルテス家のおぼっちゃまが実は女だという重大な秘密を知った後だ。本宅の動きに警戒するのは当然のことだった。壁にぴたりと耳をつける。

　中ではギジエルモが本宅からの手紙を抜粋して読みあげ、バビエルが驚いて尋ねていた。

「ご即位を先にですと？」

「しかもアロンソさまの話では、元老院も殿下のご意志を認める方向に傾きつつあるという」

「そんな！　そんなことは──」

「そうだ。そのようなことはあってはならぬことだった。今まではな」

　過去二百年、エルディアの次期皇太子は両親の結婚によって（それによって生まれるという意味ではなく）まさに両親が結婚した瞬間に誕生してきた。

　しかし、この時点では父親の身分はまだ『皇太子』である。

　この結婚は極めて簡略化された儀式で、ほんの数人の立会人がつくだけの侘わびしいものだが、どんなに遅くても翌日には戴たい冠かん式しきが行われる。

　こちらは盛大な儀式である。外国からの客人の姿こそないものの、主な臣下が礼装を纏まとって宮殿の大広間に集まり、新しい国王を称える習わしになっている。

　そしてこの時、次期皇太子も一緒にお披ひ露ろ目めされるしきたりだった。

　つまり『お召し替えの儀』は通常、戴冠式の直前に行われるのだ。

　こちらも至って内輪の儀式である。元老院から派遣される三人の係が選ばれた少年に衣裳を着せ掛けてやるだけのことだから、どんなに長くても一時間ほどで終わる。

　その後、美々しい衣裳を纏った次期皇太子は大広間へ出向き、即位したばかりの父国王から『汝なんじこそ我が世継ぎである』という宣旨を受けるのだ。

　そして臣下たちは誕生したばかりの新国王と新皇太子に跪ひざまずく。

　それが今までの手順だった。

「その手順が全部狂ってしまいますぞ。殿下がご即位された時点でマリアとの結婚が成立していないとなれば、おぼっちゃまはどうなります。新国王が誕生しても、おぼっちゃまは国王の庶子ということになってしまうではありませんか」

「そうだ。まさにそこが大問題だが、殿下はその順番の違いはさしたる問題ではないと思うと仰せらしい」

　儀式の重要性という点では変わらないと言うのである。

　むしろ、我が国では王族の結婚は軽んじられているが、諸外国の風潮を鑑かんがみるに、我が国もこれをあらためるべきであると、初めて他国の人々を招待するなら婚礼衣裳の王妃の姿がある分、結婚式のほうが華やかでよいと、そのほうが諸外国にも覚えがよいはずだと主張した。

　さらに皇太子は、自分は過去何度も他国の王族の結婚式に招待されて出席した。それなのに、自分の結婚式に他国の王族を招かないのは外交上失策としか言いようがないと主張した。

　確かにその通りではある。エルディアの王族は他国の王族の結婚式にはよく招かれている。

　その度、丁重にもてなされ、豪華な引き出物をもらって帰ってくる。

　となれば、こちらも招待するのが普通の礼儀だ。

　今までは我が国のしきたりでございますのであしからずと断ってきたが、時世は変わった。

　もはやそれでは通らなくなっているというのである。

　至極もっともな正論なので、元老院の『我が国は我が国独自の風習を守るべきです』とか、『他国に迎合する必要はないと心得ます』などの懸命な反論もどうにも力が弱い。

　皇太子は至って穏やかで沈着冷静な人柄だ。それだけに辛抱強い。彼らの反論を真っ向から論破するようなことは決してせずに、時にはそちの言い分はもっともと思うと持ち上げながら、やんわりと根気よく説き伏せているという。

　元老院が説得されるのも時間の問題だった。

　バビエルが深い吐息を洩もらした。

「これは……問題ですな」

「そうだ。少なくとも当家にとってはゆゆしき問題だ。だからこそアロンソさまも頭を痛めておられるのだ」

　他の八はつ家けならさほど影響はなかっただろう。おぼっちゃまのお披露目が父親の即位の後ではなく、結婚の後になるというだけのことだ。

　しかし、コルテス家では皇太子宣下が先に伸びるのは極めてありがたくない。

　その理由は言うまでもない。

　この二人もフェルナンドが少女だということを知っている。

　だからこそ身代わりとしてヴィンセントを仕込むのに躍起になっているのだ。

「その肝かん心じんの結婚式はいつ頃のご予定なので？」

「わからんのだ。何しろ初めてのことだ。最悪の場合、一年はかかるかもしれん」

「一年も!?」

　バビエルは絶望的な悲鳴を発し、ギジエルモが立ち上がって言った。

「わたしは今から本宅へ行って来る。留守を頼むぞ」

　彼らが部屋から出て行くのを聞き取って、ダムーはその場を離れた。

　足下は湖でも、二階から飛び込んだのでは派手な水音がしてしまう。壁と崖をゆっくり降り、静かに水面にすべり込んだ。

《ごちゃまぜ》の彼は泳ぎも得意だ。屋敷を離れるまで水中を進んで、ぷかりと浮上する。

　息も乱さず二人の仲間が待つ岸辺まで泳ぎ着いた。

「お帰り」

「どうだった？」

　二人が口々に訊きいてくる。ダムーはびしょぬれの髪を絞りながら首を傾げた。

「どうも何だか、よくわからねえ」

　陽に当たって身体を乾かしながらダムーは今の話を二人に話し聞かせたが、状況が今ひとつ理解できないようだった。

「皇太子の結婚式が一年先に伸びるのが、どうしてそんなに問題なんだ？」

　不思議そうに言うダムーを見てケイティが苦笑した。

「そりゃあ問題だよ。その時までうちの役立たずを飼っておかなきゃならないんだから」

「食費が掛かるってことか？」

「まあ、それも確かに問題だけどね」

「じゃあ、アタシたちもその時まで遊んでいられるってことかしら」

　ベラフォードの声も笑っていたが、彼が自分のその言葉を信じていないのは明らかだった。

　ほんの数日留め置いて用事が済んだら体よく追い払うつもりだったのに、身代わりの秘密を知るものを一年間も屋敷にかくまわなければならないかもしれないのだ。

　ギジエルモやバビエルはもちろん、ミロのコルテス家も穏やかではいられないはずだった。

「あたしらもちょっと用心した方がいいかもね」

「だからってなあ……」

　ダムーが言いかけた時、屋敷の召使いがお茶の時間でございますと呼びに来た。

　ここでは正午に昼食が出て、晩ばん餐さんは夜の八時過ぎだ。それではとてもお腹が保たないので、彼らはいつもたくさんおやつを食べる。

　屋敷のほうでもこの頃ではわかっていて、今日も山盛りのパンケーキに果物を使ったパイ、焼きたての温かいビスケットにバター、さらにチョコレートケーキなどが用意されていた。

　一時的に練習から解放されたヴィンセントもやってきた。

　楡にれの木屋敷の料理人の腕前は一流で、出されるものは料理もお菓子も非の打ち所がない。

　四人は結構な量のお茶菓子を次々に平らげたが、四人の中では意外にも一番常識的な（？）おかまのベラフォードが再びさっきの話を持ち出した。

「どうする？　何だかやばそうな雰囲気だけど、ここを出る？」

「冗談じゃないよ。そんなことしたら報酬をもらい損ねる」

　お金には人一倍執着するケイティがすかさず反対する。

「何言ってるのよ。用心したほうがいいって言ったのはあんたじゃない」

「それとこれとは話が別だよ。とにかくただ働きは絶対にだめだからね」

　ヴィンセントがきょとんとなった。

「なに？　何かやばいの？」

「あたしらは別にやばくないよ。やばいのはあんた。ひょっとしたら、ここに長居することになるかもしれないからね」

「長いって、どのくらい？」

「さあね」

　言葉を濁して答えなかったのは本当に一年かかるかどうかわからなかったからだ。

　はっきりしないことを言うのはケイティの本意ではない。

　ダムーも現時点ではさほど危険を感じてはいなかった。ただ、こんなところに長くいるのは退屈だと思っただけだったので面倒くさそうに言った。

「今のところミロの屋敷の連中が勝手に泡くってるだけなんだろ。俺たちとは関係ない話だ。もう少し様子を見てから決めようぜ」

「賛成。とにかく報酬だけは払ってもらわなきゃ」

「そうね。ヴィンスもここまで頑張ったんだし、それからでもいいかもね」

　ヴィンセントだけは話がわからない。口を尖とがらせて仲間たちの顔を見渡した。

「ねえ、何がやばいの？」

「いいからあんたは練習に励んでな」

「平気だよ。最初に比べたら上手にできるようになったって、さっきも褒めてもらったもん」

「へえ。じゃあ、後は本番を待つばかりなんだ？」

「うん」

　問題はその本番がいつになるかわからないことである。

　切りわけたチョコレートケーキを口へ運んで、ベラフォードがため息を吐いた。

「やっぱりつきあうしかないでしょうね。ヴィンスをここに残して、アタシたちだけ出稼ぎに行くわけにもいかないもの」

　ケイティもパンケーキにバターを塗りつけながら顔をしかめている。

「まったく殿下も面倒なことを言い出してくれたもんだよ」

「それはアタシも不思議なのよ。どうして今回に限って順番を変えたりするのかしらね？」

　ダムーはそうした事情には興味がない。ただひたすら食べながら短く言った。

「どうでもいいさ。俺たちは頼まれた仕事をするだけだ」

「今回あたしらは何か頼まれてるわけじゃないけどね」

　ケイティが指摘する。

　既に山盛りのパンケーキを一皿平らげたダムーを見やって、彼女は呆あきれたように続けた。

「まあ、うちには桁けた外れの大食らいがいるんだから、食費が浮くだけありがたいよ」

「でもねえ。それもあんまり長くなると問題じゃない？　アタシたちはいわば居候なんだから。このお屋敷の人たちがダムーの食欲に恐れをなさなきゃいいんだけど」

　もちろんコルテス家の身代はその程度で傾くほど貧弱なものではない。

　しかし、この点に関しては彼らの読みは少しばかり甘すぎたと言うべきだろう。

　ミロの本宅へ出向いたギジエルモは晩餐が終わった後になって楡の木屋敷に戻ってきたが、その足で既に寝室に引き上げていた四人のところへ慌ただしくやってきて告げたのだ。

「ヴィンセントどの。少しよろしいですかな」

　寝間着のヴィンセントが思いきり情けない顔になった。

「今から練習なの？」

「いいえ、儀式の練習ではございません。ご衣裳の採寸を取りたいのです」

　他の三人が首を傾げた。

「衣裳は元老院が用意するんだろ？」

「ですから、そのご衣裳にお召し替えになる前に身につける衣裳です」

　確かにそこまで裸で行くわけもないが、そんなものまでわざわざ仕立てるのかと彼らは思い、ベラフォードが当然の疑問を発した。

「だけど、何で今から？」

「実はその……」

　ギジエルモは口くち籠ごもりつつ、昼間ダムーが盗み聞いたことを彼らに話した。

　今回の後継者決定は例外的に現皇太子の即位が先になるかもしれないという内容の話だった。

　さらに先程までミロの本宅に呼ばれていたことも正直に打ち明けて、その上でこう言った。

「しかしながら我が主あるじは──コルテス公爵は、何としても早いうちにおぼっちゃまのご身分を確かなものにしたいとお考えなのです。かなうものでしたら殿下のご即位前にです」

　三人は互いの顔を見合わせてしまった。

「けどよ。その時点ではまだおぼっちゃまは皇太子じゃないんだろ？」

「はい。ですから主も正式な宣旨がいただけないのは仕方がないと。それは通例通りご成婚の後でかまわない。ただ、ご即位を記念する意味でも、臣下の皆さまの前でおぼっちゃまこそが次代の皇太子であると披露していただきたいと、それが無理なら非公式な『謁見の儀』を──一目でもおぼっちゃまにお会いしてお声を掛けていただきたいと殿下に嘆願しておられます」

　すごいごり押しである。

　ギジエルモもこんな言い分が本当に通るかどうかを危ぶみ、困惑しているような顔だったが、彼はそうした疑問を主人に投げかけられる立場にはない。

「主の嘆願が通って『謁見の儀』が行われるとしたら、たとえそれが非公式なものであっても次期皇太子が初めて父君にお目に掛かることになります。『お召し替えの儀』は欠かせません。どうしてもご衣裳が必要なのです」

「本物のおぼっちゃまの衣裳じゃだめなのか」

「はい。それでも充分お身体に合うとは思うのですが、やはり念のために、ヴィンセントどのご自身のお身体に合わせた衣裳を早いうちにあつらえたいのです。本家から腕のいい仕立屋を連れて参りましたので、採寸と生地選びだけでも今夜のうちにと思いまして……」

　三人はそれぞれため息を吐きながら再び顔を見合わせた。

　彼らにとっても『お召し替えの儀』が早く済むのはありがたいことだった。本音を言えば、さっさと礼金をもらってここを離れたいのだ。

　ケイティがヴィンセントを見やって言う。

「だってよ。ちょっと行ってやんな」

「ええ～？　もう眠いのに～～」

「文句言わない。仕事はちゃっちゃと片づける」

「そうよ。早く終わるに越したことはないじゃないの。悪いのは日程を変えた殿下なんだから、文句は殿下に言いなさいね」

「そういうことだ」

　ヴィンセントはそれでもぐずっていたが、寝間着のまま渋々部屋を出て行った。
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　ギジエルモは明らかにほっとした様子で他の三人に言った。

「選ぶ生地は何種類もございます。時間が掛かりますのでヴィンセントどのは今夜はこのまま別室にお泊めいたします。皆さまもヴィンセントどのを待たずにお休みください」

　ご苦労なことだと呆れながらも彼らはそれぞれの寝台に潜り込み、ぐっすり眠ったのである。

　翌日、朝食の席で異変は起こった。




　彼らが楡にれの木屋敷に滞在するようになってから、一階の客間は彼ら専用の食堂と化している。

　四人はいつもここで食事を摂とっていたが、今朝はその食堂にヴィンセントの姿がない。

　食器も最初から三人分しか並べられていない。

「ヴィンスは？」

　尋ねると、食器を並べていた中年の給仕係が淡々と答えた。

「まだお休みです。昨夜はずいぶん遅くまでかかりましたので。後でお部屋のほうにお食事をお運びすることになっています」

　三人は肩をすくめながら席に着いた。

「面倒なもんなんだね」

「服一枚つくるのに何だってそんなに手間がかかるんだ？」

「あら、それはかかると思うわよ。この間のおぼっちゃまのお召し物を見たでしょ。ずいぶん立派なものだもの」

　そんなことを話しているうちに最初の一皿が運ばれてきた。

　朝からずいぶん濃厚な色合いのスープだった。

　香辛料がたっぷり効いていることが匂いだけでもわかる。

　その料理を前にして彼らは沈黙した。

　いつもなら無言で皿を摑つかんでスープを飲み干すダムーが、じっとその皿を見つめている。

　ケイティとベラフォードも同様だった。

　彼らはダムーと違って食べ物の味にはうるさいほうだ。しかし、この屋敷の料理人の腕前は申し分なく、今まで出された料理に文句をつけたことはない。

　それなのに二人とも匙さじを取り上げようともしなかった。

　ケイティが眉み間けんに皺しわを寄せながら呟つぶやいた。

「どういうこと、これ？」

　唸うなるようにダムーが答える。

「見ての通りだろ」

　給仕係は次の料理を運ぶために下がっていて、食堂には彼ら三人だけだった。

　三人は眼と眼を見交わした。互いの意思を確認するためだ。

　まずダムーがおもむろに両手で皿を摑む。

　次にケイティとベラフォードが銀の匙を取った。




　最初のスープ皿が運ばれて約二十分後、廊下で息をひそめて様子を窺うかがっていたギジエルモは、そっと部屋の扉を開けてみた。

　食卓に着いた三人が倒れている。

　若い娘はテーブルクロスの上に突っ伏していた。優男も似たような格好だ。右手がだらんと垂れ、匙が床に落ちている。

　髪をくくった少年はスープ皿をひっくり返して、椅子に頽くずおれている。

　どうやらうまくいったらしいと知って、ギジエルモは安あん堵どと苦みの混ざった複雑な息を吐き、背後に控えていた三人の召使いに低く命じたのである。

「外で始末しろ」

　それだけ言って、ギジエルモは汚らわしいとばかりに早足でその場を離れた。

　残った三人はみんな屈強な体つきの男の召使いだった。しかも自分の仕事も心得ていた。

　それぞれ意識のない用心棒に無造作に近づき、一人が娘の腕を取ろうとした時、娘の右手が一いつ閃せんした。

「ぎゃっ！」

　ケイティの鋭い爪が召使いの顔を切り裂いたのである。

　同時に、だらりと垂れていた優男の右手が腰にくくりつけた黒くろ蛇へび鞭むちを素早く抜き取っていた。

　牛をも倒せる鉄てつ芯しんを埋めた柄えで、ベラフォードは相手の鳩尾みぞおちを思いきり抉えぐっていた。

　最後の一人も逃れられるわけがない。椅子に頽れていた少年に首を締め上げられていた。

　ダムーの右手は鉄の輪のようにがっちりと男の首を捕らえ、完全に動きを拘束している。

「朝っぱらから物騒な真ま似ねしてくれるもんだぜ。この皿に何を入れた、ええ？」

　黒い眼が爛らん々らんと光っている。食べ物の恨みは恐ろしいのだ。

　この間にケイティとベラフォードは自分たちが倒した相手を気絶させていたが、今の悲鳴を聞かれないはずはない。急がねばならなかった。

　ダムーも締め上げていた相手に当て身を入れて放り出した。最初から答えなど期待していたわけではないのだ。

　食堂を飛び出して、まっすぐギジエルモの匂いを追った。

　楡の木屋敷の執事であるギジエルモは一階に自室を与えられている。

　そこに始末しろと言った三人が飛び込んできたのだから、ギジエルモは顔面蒼そう白はくになった。

　三人とも今にもギジエルモに飛びかかりそうな物騒な気配を漂わせている。

「あんなスープを食べさせられるんじゃかなわないわ。契約は破棄させてもらうわよ」

　顔をしかめてベラフォードが言えば、ケイティも瞳どう孔こうの細い眼を爛々と光らせている。

「もちろん違約金もたんまり払ってもらうからね」

「ヴィンスを連れてくぜ。どこにいる？」

　ダムーの形相にギジエルモは震え上がり、あっさり白状したのである。

「こ、ここにはもういない。昨夜のうちに運び出した！」

　聞いて舌打ちしたのがケイティとベラフォードだ。

「ダムー、あんた何やってたのよ！」

「そうよ！　そういうのに気づくのがあんたの仕事でしょ！」

　言葉遣いはほとんど変わらない男女の二重唱に非難されて、ダムーは奮然と叫んだ。

「俺のせいかよ!?」

　ダムーは確かに野生動物にも等しい優れた知覚能力を持っている。

　誰かが自分たちの寝ている部屋に忍び込んでヴィンセントを持っていこうとしたのなら必ず気づいただろうが、これだけ広い屋敷である。

　離れた場所の密ひそやかな動きまではさすがにわからない。何よりコルテス家がこんなに早く、これほど思い切った手段に出てくるとは予想もしていなかったのだ。

　油断しきって眠っていたのではいかに百獣の王といえども近くを通る鼠に気づかなかった、そういうことだ。

　ベラフォードが珍しく厳しい顔でギジエルモを問いつめる。

「あの子をどこへ連れて行ったの？」

「そ、それは……」

　その時、ダムーは異様な気配を感じ取った。

　少なくとも今は眠りこけているわけではない。それどころか、殺されかけたことで普段より遥はるかに感覚が鋭くなっていた。

「伏せろっ！」

　銃声が響いた。しかもほぼ同時に三発響いた銃声だった。

　ギジエルモの部屋の窓は森に面しており、朝の光を入れるために大きく開け放たれていた。

　その窓の外から誰かが彼らを狙って狙そ撃げきしてきたのである。

　ケイティもベラフォードも反射神経は並の人間の比ではない。咄とつ嗟さに床に伏せた。

　すぐ耳元を通過していった弾丸にギジエルモは悲鳴を上げ、頭を抱えて蹲うずくまり、窓に向かって怒声を発した。

「馬鹿者！　わたしに当てる気か！」

　一方、床に這はった三人はその状態のまま驚異的な速さで廊下まで避難していた。《蜥蜴とかげ》のベラフォードにとっては造作もない動きである。

　他の二人も少し遅れて廊下へ逃げて立ち上がったが、ケイティは怒りと不快感に全身の毛を逆立てていた。尻尾しつぽがあったらまん丸にふくれあがっているところだ。

「どういうことさ。銃を持ったのが三人!?」

「もっといるかもしれないわ。本気でアタシたちを片づける気よ」

「長居は無用だ。逃げるぞ」

　問題はどこへ逃げるかだった。この屋敷は既に狙撃手に囲まれていると思って間違いないが、ダムーは一瞬も迷わなかった。

　森までもっとも距離の短い勝手口へ走った。

　その勝手口は今の狙撃位置からは死角になる出口でもある。

　さっきの悲鳴を聞かれたのか途中で何度か使用人に出くわしたが、ダムーは有無を言わせず、無言ではねのけ、突き飛ばして、勝手口へたどり着いた。

　それでもすぐに飛び出すような真似はしない。

　聴覚や嗅きゆう覚かくその他すべての感覚を使って扉の陰から外の気配を窺うかがった。

　しかし、ぐずぐずしてはいられない。ダムーは息を吸い、狙撃手が潜むとわかっている森へ向かって全速力で飛び出した。二人もすかさず後に続く。

　同じ頃、頭を抱えて蹲っていたギジエルモがようやく立ち直り、血相を変えて叫んでいた。

「逃がしてはならんぞ！　何としても殺すのだ！　外の連中にも伝えろ！」

　屋敷は大騒ぎになった。

　どこにこんなに人がいたのかと思うほどの男たちが、それぞれ得物を持って飛び出してきて、森の中へ入っていく。

　外で待機していた狙撃手たちも獲物の移動に合わせて慌あわただしく動き出したが、最初の罠わなで殺せなかった以上、森の中で彼らを追って殺すのは無理があった。

　現に勝手口の外にも狙撃手は待機していたのだが、飛び出した獲物の足があまりにも速くて狙うに狙えなかったのである。

　普段あまり走るのを好まないベラフォードとケイティも命が掛かっていれば必死で走る。

　そして本気で走るとなれば速度も持久力もこれまた並の人間の比ではないのだ。

　楡にれの木屋敷が遥か後ろに遠ざかってから、彼らはようやく足を止めた。そこはまだもちろん森の中だった。

　息を整えながら背後を振り返って、ケイティが忌々しげに言う。

「陽が昇ってるのがまずかったね。夜ならあんな連中、何とでもなるのに」

　ベラフォードがはっとなった。もともと白い肌色がなお白くなっていた。

「あの人たち、まさかそれを見越して朝まで待ったんじゃないでしょうね」

「待ったって何を？」

「アタシたちを殺すのをよ」

　ケイティも呆あつ気けにとられた。

「待ちなよ。そりゃああたしの眼を見れば《猫》の血を引いてることは一目瞭りよう然ぜんだろうけどさ、そこまで頭が回る？」

「だっておかしいじゃない。夜中にヴィンスをこっそり連れ出して、あんな連中まで用意してアタシたちを殺そうとしたのよ。普通は暗いうちに片づけようとするはずよ」

　そうしてくれたら彼らはたちまち異変に気づき、襲ってきた相手を撃退し、ヴィンセントを取り戻していたはずなのだ。

　深夜の屋敷の中なら、そして相手が人間なら、何人で掛かってこようと銃を持っていようと、彼らにとっては少しも脅威ではないからだ。

「だからあの屋敷の連中がどうしてそんなこと知ってるのさ。今回あたしら自分のことは何も話してないんだよ。夜でも見えるとか気配がわかるとか、あんた言った？」

　ダムーが静かに口を開いた。

「ベラの言うのが当たりだろうな」

　その口調に異変を感じ取り、彼の視線を追ってケイティとベラフォードは同時に身構えた。

　木立の向こう、少し離れたところに男が立っている。

　上目遣いにこちらを見つめている。

　ひどく瘦やせこけており、顔色も悪い。無ぶ精しよう鬚ひげを生やした荒すさんだ感じの男だった。

　異種アナザー人類レイスだと二人は直感した。

　しかし、この距離ではその種族まではわからない。

　二人は無言でダムーを見やり、ダムーは男の顔から眼を離さずに言った。

「闘技場で娘を狙ったのはてめえの仕業か？」

　それを聞いたケイティはナイフを構え、ベラフォードも鞭むちを取った。

《獅し子し》なんかに出てこられたらお手上げだとはケイティ自身が言ったことだ。

　厳密に言えば少し違う。逃げるだけなら簡単なのだ。

《獅子》は図体が大きい分、あまり動きは素早くない。その破壊力は桁けた違いだし、戦闘能力も恐ろしいほどだが、要はまともに組み合わなければいいのである。

　ベラフォードは空を飛んで逃げることができるし、ケイティも身の軽さに掛けては《獅子》などには引けを取らない。二人ともその牙きばに掛かるような間抜けではない。

　ただし、正面切って戦うとなるといくら何でも分が悪すぎる。

《猫》や《蜥蜴とかげ》の到底かなう相手ではないのだ。

　ここはどう考えても体力及び腕力担当の出番だった。

　そのダムーは完全な戦闘態勢に入っている。

「ヴィンスを持っていったのもてめえか」

《獅子》の男は襲いかかってこようとはしなかった。ダムーの問いにも答えなかった。

　ただ気味の悪い目つきで三人を見つめているだけだ。

　逆にダムーは今にも相手に飛びかからんばかりだった。

　ベラフォードが言うまでもなく、楡の木屋敷の人間たちが夜中に自分たちを殺すのをやめてわざわざ朝まで待ったとすれば、誰かが教えたに決まっている。

　あの連中を夜間に片づけるのは苦労すると。

　それよりは陽が昇ってからのほうがいいと。

　自分たちは純血種から見ればただの混血のはずだ。この《獅子》が何故、自分たちの能力を知っているのかという疑問は残るが、ダムーはそこまで考えなかった。

　目の前に手がかりがある。それで充分だったのだ。

「俺の仲間をどこへやった？」

　彼はこうなると周りが見えなくなる。それを補うのが自分たちの役目だと知っている二人は得意の武器を手に油断なく身構えた。

　相手は《獅子》とはいえ一人、こちらは三人だ。しかもそのうち一人は純血種の《獅子》や《虎》とも互角に渡り合える非常識な《ごちゃまぜ》である。

　負ける気はしなかったが、その時、ケイティもベラフォードも異常に気づいてはっとした。

　戦意満点のダムーに近づくという危険を敢あえて冒して、ベラフォードがそっと囁ささやいた。

「まずいわ。銃を持った連中がこっちへ来る」

　ケイティも珍しく緊迫した表情で言った。

「ここはいったん引いたほうがいい」

　正面に《獅子》、背後に銃の群ではいくら何でも勝ち目はない。

　しかし、それでもダムーは頷うなずかなかった。

　唸うなるように言った。

「ヴィンスの居場所も確かめずに逃げられるかよ」

「それならこの人に聞くまでもないわ。ミロのお屋敷に決まってる。そうよね？」

　ベラフォードが言えば、ケイティも《獅子》の男に向かって問いかけた。

「あんたの雇い主は誰なのさ。コルテス家かい？」

　男は答えなかった。依然として無表情で、ケイティの言葉を聞いていたとも思えなかったが、ダムーにはそれだけで充分だったらしい。吹き出していた闘志を噓のように消した。

　もはや《獅子》の男など眼中にない。

　三人はその場を離れ、再びひたすら森の中を走り続けた。

《獅子》の男は追っては来なかった。

　楡の木屋敷から一キロも離れた頃、彼らはようやく全力疾走を歩きに変えたのである。

　それでも立ち止まりはしない。早足に歩き続けながらダムーは忌々しげに喚わめいた。

「ちっくしょうめ！」

　よほど腹に据えかねているらしい。束ねた髪が逆立つような形相だった。

　普段こんなに走ることのないケイティとベラフォードは大きく喘あえいでいる。

「頼むから、ミロの本宅に突撃するなんて言わないでよ」

「あの連中、あたしらを撃ち殺して、正当防衛だって言いかねないからね」

　ダムーはそれでもあきらめない。歯ぎしりしながら言った。

「だったら夜中に忍び込むさ」

　この怒りは仲間に対する愛情ではない。眼と鼻の先でヴィンセントを持って行かれた自分の間抜けが許せないのだ。

　しかし、相手がここまで思いきったことをしてきた以上、正面から突撃するのはあまりにも危険である。

「やめときなって。どのくらいの人数で待ちかまえているか、わかりゃしないよ」

「アタシも少なくともヴィンスは安全だと思うわよ。殺したりはしないわ。身代わりのために連れていったんでしょうからね」

　二人の意見はもっともだったが、ダムーは不愉快そうに眉み間けんにしわを寄せていた。

「だからそこがおかしいじゃねえか。あそこには本物のおぼっちゃまが──本当は娘だけどよ、いるんだぞ。何でそこへヴィンスを持っていくんだ。おぼっちゃまが二人になっちまうのに」

　ダムーの言うことは理にかなっている。

「確かに、変だよね」

「本物のフェルナンドとヴィンスを会わせる必要があるとも思えないしねえ」

　ケイティもベラフォードも頷き合ったが、こんなところで考えていても答えは出ない。

　二人は揃ってダムーを見た。

「どうする？」

　四人の間では決断するのはダムーの役目だった。

　考えなしのようでも彼の野生の勘は侮れないものがある。

　特に危険や不慮の出来事に遭遇した時、こうした予想外の事態に出くわした時はすばらしい能力を発揮する。

　この時も彼は迷わず断言した。

「リベラ・ホテルだ」

　それも直行するような真似はしない。

　人目を避けるために街道は使わず、わざと野原や森の中を通る大回りをしてミロに向かった。







　　20







　キャサリンがコルテス家を訪ねて帰ってから、フェルナンドはずっと浮かない顔だった。

　十二歳の子どもでもフェルナンドの日常はなかなか忙しい。

　勉強はもちろん剣の稽けい古こや乗馬、宮廷儀礼の習得など、こなさなければならないことは多く、今は特に次期皇太子に内定したこともあり、以前にも増して忙しい。

　他の四人の候補者を押さえて後継者に選ばれるくらいだから、フェルナンドは教師にとって教えがいのある優秀な生徒だった。

　しかし、この一両日というものは授業にも稽古にもあまり身が入らないようで、アロンソはとうとう呆あきれたように切り出していた。

「おぼっちゃま。何か心配事でもありますので？」

　フェルナンドはそれでも黙っていた。訊ききたくても訊けない様子だったが、アロンソが再度尋ねると、本当に思い切ったように顔を上げて問いかけてきた。

「バナディスという国の王が女だというのは本当か？」

　この時は午後の休憩の時間で、フェルナンドの側にはアロンソ一人がついているだけだった。

　そのアロンソは驚いた顔で問い返した。

「誰がそんなことを申しました？」

「あの娘だ」

　それでわかったというように大きく頷うなずくと、アロンソは表情をあらためて言ったのである。

「確かに他国には他国の法律がございますが、とんでもないことでございます。あの娘が何故そのようなことを言ったかは計りかねますが、女の王など存在するはずがありません」

　フェルナンドの表情は複雑だった。やはりそうかという安あん堵どの思いの外に、ほんの少しだが落胆したような様子も見えた。

　アロンソはフェルナンドに考える暇ひまを与えなかった。

　直立不動の姿勢となり、厳いかめしい顔つきで決めつけるように言った。

「これまでも何度も申し上げたことですが、女という生き物は子どもを産み育てることにしか役に立ちません。無論、当家のマリアのように高貴な家の女子は高い教養を備えておりますが、それとても身分にふさわしい教養や振る舞いを身につけねば似合いの家へは嫁げないからです。さらに申すならば何を学ぶか何を手本とするか、男の側が逐一導いてやらねば彼女らは何一つ自分では決められないのです。そうして夫となる相手に恥をかかせない教養と作法を心得て、ふさわしい男の下へ嫁ぐ。嫁いで後は夫の慰めとなり、夫の血を残す男子を産む。それこそが女の務めです。いわば女というものは男のためだけに存在するものであると言っても過言ではありません。男は女なしでも充分に男たり得ますが、女は男なくしてはその真価や能力を発揮することもかなわず、女として認められることもないのです。そのようなものを人格を持った個人と考えてよいわけがありません。あれらは単なる男の従属物にすぎぬのです。その従属物が王として国民の上に立ち、統治を行うなど、事実上不可能です。何よりその女の王に仕える男の臣下たちが納得するはずもありません。何故自分が女などの下につかねばならないのかと不服を訴えるに違いなく、その結果、国は大いに乱れることになりましょう」

「そうだな、その通りだ」

　今まで教えられてきたことをあらためて強調されて、フェルナンドは力強く頷いた。

　色白の顔にいつもの不ふ遜そんな表情が戻ってくる。

「やっぱりあの娘はでたらめを言ったんだな」

「無論でございますとも」

　力強く同意して、アロンソは意を決したように一歩進み出た。

「おぼっちゃま。やはりここはあの娘にもう一度お会いになってご意見なさるべきでしょう。先日も申しましたとおり、あの娘を死刑にはできませんが、そのようなでたらめをぬけぬけとおぼっちゃまに述べるとはけしからぬ振る舞いです。ここはどうしても、あの娘に心得違いを知らしめてやらなくてはなりません」

「その通りだ。ぼくもそう思っていたところだ。おまえも一緒に来い」

「はい。もちろんわたくしもお供いたしますが、あの娘へ訓示を垂れますことはおぼっちゃまお一人でなさいませ」

「何だと？」

　いつも過保護なくらい側を離れようとしない部下がこんなことを言うのは初めてだったから、フェルナンドは不思議そうな顔になった。少しばかり不安そうでもあった。

　それに対して、アロンソは諄じゆん々じゆんと言い聞かせたのである。

「おぼっちゃまはもうじき皇太子となられます。やがてはエルディアの王となられる尊たつときお方なのです。娘一人を恭順させることもかなわずして国を治めることなど到底かないますまい」

　これは未来の国王として為なさねばならぬ試練なのだと言うのである。

　フェルナンドは勇み立った。なめらかな頰に興奮の血の気が差し、拳こぶしを握りしめて断言した。

「言われるまでもない。ぼく一人で充分だ」

「ははっ。それでは、さっそくあの娘と会う手はずを調ととのえましょう」

　これまでフェルナンドのわがままや無理難題のほとんどを叶かなえてきたアロンソは、この日の晩ばん餐さん時には早くも、明日には娘と会う手はずが調いましたと告げたのである。

　フェルナンドは満足して食事に取りかかった。

　細長い食卓の上に花が飾られ、燭しよく台だいには明々と灯が灯ともり、豪華なご馳ち走そうが並んでいる。

　その食卓に着いているのはフェルナンド一人だけだった。

　これも帝王学を教える教師たちの方針である。

　次期国王たるもの寂しいと感じたりしてはならないというのだ。

　だからフェルナンドは食事を楽しいと思ったことがない。

　食べることが義務であるように言われているので、機械的に手を動かしているだけだ。

　月に一度だけ、フェルナンドは母親や祖父と一緒に食事を摂とる。

　家族の顔を見るのはこの時だけと言ってもいいが、やはり楽しいとも嬉うれしいとも思えない。

　むしろ緊張する。

　母親に対してではない。フェルナンドにとって母親のマリアはいてもいなくても同じもので、食事中もあえて眼をそらすようにしている。

　一挙手一投足が気になるのは、その顔色を常に窺うかがっているのは祖父のほうだった。

　祖父は無口な厳しい人で、食事中にフェルナンドに話しかけることもほとんどない。

　たまに勉強ははかどっているのか、今はどんなことを学んでいるのかと尋ねられる程度だ。

　話しかけて欲しいと期待もしているが、話しかけられたらきちんと答えなくてはならない。

　失敗はできないと思うと、その重圧が苦しいとも感じる。

　結果としてフェルナンドは祖父との食事中はいつも身構えているのだった。

　何故と言って、曖あい昧まいな答えや中途半端な意見を返したりしたら祖父を失望させてしまう。

　そうしたことはもっとも忌むべきことであり、絶対に避けねばならないことだった。

　自分は次期皇太子になる者なのだ。コルテス家の期待を一身に負っているのだから、祖父をがっかりさせたりしてはならないのだ。

　そう思うと、ますます食べ物の味などわからなくなる。

　一人のほうが気が楽だった。

　いつものように黙々と食事を続けながら、フェルナンドはキャサリンを思い出していた。

（父上はあの娘と一緒にお茶を召し上がられた）

　感情を表現する言葉を持たず、教えられてもいない少女は自分の胸がきりきりと痛むのを、椅子に腰掛けた身体が燃えるように熱くなるのを感じていた。

　激しい妬ねたみの炎だった。

　そのことに本人は気づいていない。

　ただ、あの娘の態度を不愉快だと思った。

　正式な後継者として父に謁見したら、ミロの王宮で暮らすようになったら、そうしたら──。

（父上はぼくとお食事を召し上がってくださるだろうか）

　一度も会ったことのない父のことを考えるだけでフェルナンドの胸は憧あこがれでいっぱいになり、先程とは全然別の意味で頰が熱くなる。

　それなのに、その父の跡を継ぐべき自分が外国の使用人の娘ごときに侮られたと知ったら、父はそれこそ落胆するに違いない。

　そのためにも、あの娘にはみっちり意見してやらなくてはならなかった。

　翌日の午後、フェルナンドはその決意も勇ましく入念な身支度を調えて、先日と同じように緋ひ色の外がい套とうを翻して玄関を出たのである。

　しかし、玄関前に止められていた馬車を見て、フェルナンドは不思議そうな顔になった。

　見覚えのない馬車だったからだ。

　いつもフェルナンドが使う馬車には本体にも内装にも、馬の首を象かたどったコルテス家の紋章が装飾の一部のように華々しく記されているのだが、この馬車には何もない。

　最高級のつくりなのは確かだが、ただの黒塗りの箱形の馬車だった。

　その疑問を口にする前に、影のように控えているアロンソがフェルナンドの耳元で囁ささやいた。

「今のおぼっちゃまは普通のお身体ではないのです。現に先日もあのようなことになりました。ご身分を特定できるようなものは避けねばなりません。お供の馬車もすべて無む紋もんです」

　フェルナンドは鷹おう揚ように頷いた。適切な処置だと思った。

　先日、湖で銃撃されたことに関してはフェルナンドは恐ろしいとは思っていなかった。

　次期皇太子に選ばれた自分を妬む者が何を血迷っているのかと、むしろ嘲あざ笑わらう気持ちだった。

　つまりは本当に命が狙われたという実感も危機感もないから笑っていられるのである。

　フェルナンドは誇らしげに胸を反らして馬車に乗り込み、アロンソは馬車の扉を閉めながら恭しく頭を下げた。

「それでは、わたくしは後ろから別の馬車でついて参ります」

「うん」

　フェルナンドの乗った馬車の窓には濃い色の硝子がらすが嵌はめ込まれ、車内には分厚い垂れ幕まで掛けられている。

　扉を閉めてしまうと外の様子はまったくわからなくなるが、フェルナンドは外を覗のぞこうとはしなかった。そんなことをするのは子どもっぽいからだ。

　フェルナンドの乗った馬車がまずコルテス家の大きな門から走り出て、さらに立派な馬車が四台も続く。

　道路を走り抜けるこの美々しい行列は否いや応おうなくミロの人々の眼を引いた。

　やがて馬車の行列はミロを抜けて郊外に向かった。

　立派な町並も舗装された道路も後方に遠ざかり、目の前には牧歌的な風景が広がっているが、垂れ幕に覆われた車内にいるフェルナンドにはその景色は見えない。

　馬車の行列は三十分ほど街道を走り続け、やがて幅の広い河に架けられた橋を渡った。

　この辺りはティントと呼ばれる地域で、人家もほとんどない。

　そんな中、前方左手に一軒だけ建つ大きな家が見えてきた。

　それはコルテス家の別荘の一つだった。しかし、チンジョン村にある重厚な城じよう塞さいとは似ても似つかない。田舎屋のような質素な造りの家だ。主に鷹たか狩がりに使っているものなので、普段は使用人も置いていない。

　馬車の行列はこの家の横を通り過ぎるはずだったが、先頭の馬車が何故か急に方向を変えて、ティントの屋敷へ向かったのである。

　この屋敷の入口には門柱が建っているだけで門扉はない。

　フェルナンドの乗った馬車は一度も止まることなく敷地内にすべりこんだ。

　予想外のことだったが、二番手を走るアロンソの乗った馬車ももちろん後をついていった。

　ただ、先頭の馬車からかなり間隔を開けて走っていたので、フェルナンドの馬車は後続から一度完全に見えなくなる格好になった。敷地には枝を広げた高木が家を囲むように何本も立ち、灌かん木ぼくまで茂っているので余計に視界が悪いのだ。

　といっても後続が門柱をくぐるまでほんの十秒もかからなかっただろう。

　しかし、その十秒の間に門柱の内側では奇妙なことが起きていた。

　フェルナンドの馬車が速度を落として門柱をくぐった途端、物陰に隠れていた男が馭ぎよ者しや席せきに飛び乗ったのだ。

　入れ替わるように馭者はすばやく飛び降り、門柱の内側に隠すように止められていた馬車の馭者席に飛び乗った。

　馭者が代わってもフェルナンドを乗せた馬車は止まらない。木々に覆われた敷地を駆け抜け、そのまま裏門から出て行った。

　一方、たった今まで先頭の馬車を御していた馭者は門柱の内側に止まっていた馬車の手綱を一振りして、馬首を玄関へと向けたのである。

　それはフェルナンドが乗っていたのとまったく同じ型、同じ色の無紋の馬車だった。

　馬の毛色までそっくり同じである。

　結果として後続の馬車が門柱をくぐった時に見たものは『フェルナンドの馬車』が玄関前に停止して、馭者が扉の側でおろおろと立ち往生しているという光景だった。

　後続の馬車はたちまち急停止した。

　それぞれの馬車からすかさず召使いが飛び出した。彼らはおぼっちゃまのご用を果たすべく馬車の傍に集まり、中でもアロンソは真っ先に馬車に駆け寄って馭者を詰問した。

「どうした。何故こんなところに寄ったのだ？」

　中年の馭者は慌てたように答えた。

「そ、それが、おぼっちゃまが急にご気分が優れないと仰せになりまして、ここで少し休めばよくなるとおっしゃったものですからお連れしたのですが、お返事がありません」

「なに？」

　アロンソは馬車の扉を大きく開け放った。

　そこには間違いなくフェルナンドが座っていた。つい先程馬車に乗り込んだ時と同じ服装で座席に座っているのを、近寄った大勢の召使いたちが確かに見た。

　しかし、黒髪の頭ががっくりと垂れている。半ば意識がないように見えた。

　アロンソが血相を変えた。

「これはいかん。すぐに引き返せ！」

「ははっ！」

　大騒ぎになった。

　アロンソの乗った馬車が先頭を走り、『フェルナンドの馬車』が後に続く。

　他三台の馬車がさらに続き、彼らは慌ただしくミロに駆け戻ったのである。




　フェルナンドはそんなことになっているとはまったく知らなかった。

　外を見ていないのだから当然だが、ティントの屋敷を通り抜けたことも、自分の乗っている馬車の馭者が入れ替わったことにも気づいていなかった。

　ただ、ある時期から突然道が悪くなったのは感じていた。

　それまではなめらかに走っていたのに急に砂利道に入ったらしい。いや、砂利道というのもおこがましい。とんでもない悪路だった。

　車輪がしょっちゅう障害物に取られて跳ね上がる。

　座席に座ったフェルナンドの身体も大きく揺れ、一度など天井に頭をぶつけそうになった。

「何をやっているんだ！」

　小さく怒声を発したものの、フェルナンドは馭者に文句を言おうとはしなかった。

　この馬車には馭者に話しかけるための小窓がついていなかったせいもあるが、今まで習った帝王学のせいでもあった。

　馭者はフェルナンドを目的地に連れて行くという命令に従っているのだから、君主たるもの馬車の乗り心地などという些さ細さいなことにこだわってはならないのだ。

　何か言うべきことがあれば馭者のほうから声を掛けてくるはずだと信じて、フェルナンドは車内に設けてある手すりを握りしめ、最悪の乗り心地にもじっと耐えていた。

　どのくらいそうやって悪路を走り続けたかはわからない。一時間にも二時間にも感じたが、実際には三十分にも満たないかもしれない。

　ただ、フェルナンドにとって短い時間でなかったことだけは確かだった。

　だから馬車が止まって、外から扉が開けられた時は心底ほっとした。

　同時にひどく不機嫌になった。

　こんなに長い間悪路を走ることを言わずに黙っているなんて、馭者は間違いなく重罪だ。

　この馭者を死刑にしなくてはと思いながらフェルナンドは不機嫌な顔つきで馬車を降りたが、外の景色を見て呆あつ気けにとられた。

　そこは森の中だった。

　それもフェルナンドの知っている明るい森ではない。

　まだ陽は高いはずなのに、頭上に覆い被さるように重く茂る枝葉のせいで陽の光が遮さえぎられ、黄昏たそがれ時のように薄暗い。

　フェルナンドが立っている部分だけはかろうじて地面が覗のぞいているが、辺りはほとんど一面藪やぶに覆われ、背の高い雑草が生えている。

　鼻を刺すような臭気が漂っていた。足下がいやにじめじめする。それもそのはずで目の前に暗くよどんだ大きな沼がある。

　薄気味の悪い陰気な眺めだったが、フェルナンドをもっとも驚かせたことは景色ではない。

　見たこともない男たちが自分を取り囲んでいたことだった。

　男たちは全部で四人いた。

　服装も顔つきもならず者のような男たちだ。どう見ても自分の家の召使いではない。

　フェルナンドは反射的に叫んでいた。

「アロンソ！　どこだ！　アロンソ！」

　一声叫べばどこからでも駆けつけるはずの忠実な部下が姿を見せない。

　その代わり髭ひげ面づらのがっしりした体つきの男が銃を取り出して、フェルナンドに突きつけた。

「大声を出しても無駄だぜ。ここには誰も来ない」

「お、おまえたちは何者だ！」

　男たちは答えなかった。

　黙々と仕事をした。

　髭面の男が銃を突きつけてフェルナンドの動きを封じている間に、別の一人が馬車から馬を外して手近の木につなぐ。

　さらに他の二人と力を合わせて、三人がかりで空になった馬車を動かし始めた。

　二人がそれぞれ腕木を持ち上げて一人が後ろから押す。足場は悪いが車輪がある分、馬車はすんなりと前に進んだ。その先には沼がある。

「何をするんだ！」

　馬車を落とされると察したフェルナンドは叫んで飛び出そうとしたが、髭面の男がすかさず銃口を向けて言った。

「動くな」

「ぼくに命令するな！」

　途端、凄すさまじい銃声とともに銃弾が右頰をかすめ、フェルナンドは今度こそ愕がく然ぜんとした。

「おとなしくしないと頭をぶち抜くぞ」

　男の声には何の感情も籠こもっていない。本当にその言葉どおりにするだろうということは、わがまま放題に育てられたフェルナンドにすらわかった。

　馬車が音を立てて沼に沈み、仕事を終えた三人が戻って来ると、四人の男はフェルナンドをぐるりと取り囲んだのである。

　再び銃を構えて、髭面の男が言った。

「服を脱げ」

　そんなことを言われても身体が動かない。何が起きているのか、これは本当に現実なのか、フェルナンドの頭は自分の眼が見ているものを、耳が聞いていることを受けつけない。

「さっさと脱ぐんだよ」

　別の一人が言ってフェルナンドの腕を取ろうとしたが、その瞬間、幼い頃から君主たるべくしつけられてきた少女はその誇りに掛けて叫んでいた。

「触るな！」

　奮然と外がい套とうに手を掛けて脱ぎ捨てる。ずっしりと刺し繡しゆうの重いチョッキも同様にした。

　断じてこの男たちに屈服して従ったわけではない。

　怖がっていると思われたくない一心だったのだ。

「全部脱ぐんだ。靴も下着もだ」

　普通の少女なら泣いていやがるところだが、フェルナンドは違った。

　裸を見られることを恥ずかしいとは思わない。むしろ一人で着替えたことなどないのだから、自分の『秘密』を知っている召使いには着替えの度に肌をさらしている。

　ただ、この身体がいやだった。

　こんなみっともない身体を見られるのがいやだったのだ。

　それでなくても『秘密』を知る者以外には決してお身体のことを悟られてはなりませんと、呪文のように言われ続けて来たのである。

　これ以上服を脱いだら自分からその『秘密』をさらすことになってしまう。

　大きく喘あえぎながら立ちつくしていると、再び髭面の男が無表情に言った。

「力ずくで脱がされたいのか、小娘」

　フェルナンドの顔面が真っ赤になり、さらに真っ青になった。

　どうして知っているのだと口が勝手に動きそうになった。目前に迫った危機よりそのことのほうが遥はるかに重要だったが、男は口を利く余裕など与えなかった。

　二度響いた銃声が今度はフェルナンドの短い髪を一房焼き払った。

「さっさとしろ」

　フェルナンドはその言葉をうまく聞き取れなかった。

　頭の中で銅ど鑼らががんがん鳴り響いている。それは顔のすぐ傍をかすめた銃弾のせいでもあり、生まれて初めて味わう恐怖のせいでもあった。

　闘技場で獅し子しに襲われた時もこんな恐怖は感じなかった。目の前の光景が何だか噓のようで、信じられない気持ちのほうが強かった。獅子が目の前に迫ってようやく心臓を鷲わし摑づかみにされたような気持ちになり、冷や汗がどっと吹き出したのだ。

　助かったとわかった後も身体の震えが止まらなかった。

　それでも、そんな時でも、間違った帝王学を植えつけられた少女の心は畏おそれを見せることを拒否したのである。

　今もそうだった。

　フェルナンドは蒼そう白はくになった唇と手を震わせながらもブラウスを脱ぎ捨てた。ズボンも靴も、下着すらも同じようにした。

　男たちは裸になったフェルナンドには何の関心も示さなかった。

　銃を持っている髭面の男以外の三人が脱ぎ捨てられた品を次々に拾っていく。脱いだものを全部まとめて、ご丁寧に重しの石まで加えて緋ひ色の外套でしっかりくるみ、厳重に縄を掛けて馬車と同じように沼に投げ込んだのだ。

　その間、素裸のフェルナンドはずっと震えていた。

　生まれて初めて直に土を踏んだ足の裏がじめじめして気持ちが悪い。

　空気の動かない屋敷の部屋と違って、ここでは容赦のない外気が直接肌を刺す。

「歩け」

　髭面の男が銃口で指し示した先には森がある。

　とても足が動かなかった。自分の足に根が生えているように感じた。

　そうしたら今度はその足下に一発、撃ち込まれた。

　フェルナンドは棒のような足をのろのろ動かした。足下には石が転がり、木の根が邪魔をし、雑草が足にまとわりついて、一歩進むごとに身体が痛む。

　行き先は遠くなかった。

　鬱うつ蒼そうと茂る森の中、雑草を掘り起こして大きな穴が掘られていた。

　横には掘り返された土が盛り上がっていて、濃厚な土の匂いが漂っている。掘り起こされた土がまだ新しい証拠だった。

　フェルナンドにはその意味はわからなかった。何故こんなところに穴が掘られているのかと考えることもできなかった。

　ただ本能的にぎくりとして振り返った。

　果たしてそこでは男の握った銃口がまっすぐフェルナンドを狙っていたのである。

　他の三人の男たちも覚めた眼でこちらを見ている。

『作業』が終わるのをただ待つ目つきだった。

　フェルナンドは声も出なかった。助けを求めることもできなかった。

　大きく眼を見開いて自分を殺そうとしている髭面の男を見つめることしかできなかったが、引き金に掛けた指を引こうとした刹せつ那な、男は悲鳴を発して拳けん銃じゆうを取り落とした。

　その右手にナイフが刺さっている。

「だ、誰だ！」

　思いがけない攻撃に他の三人も咄とつ嗟さに銃を構えたが、遅かった。ナイフは次々に彼らを襲い、あっという間に全員が悲鳴を上げて銃を取り落としたのである。

　しかし、髭面の男はしぶとかった。

　激痛に顔を歪ゆがめながらもナイフを引き抜き、左手に握ってフェルナンドに襲いかかった。

　裸のフェルナンドは動かない。

　思考が麻ま痺ひしてしまって身体が竦すくんでしまって、逃げようにも動けないのだ。

　振りかざしたナイフがフェルナンドの胸に吸い込まれる寸前、茂みから飛び出した黒蛇鞭が男の手を正確に叩たたき撃って刃物を払い落とした。

　姿を見せたベラフォードが呆あきれたように言う。

「何なのよあんたたち、裸の女の子に四人がかり？」

　ケイティが動こうとしないフェルナンドの腕を引っ張り、背後にかばいながら舌打ちする。

「馬鹿だね。こういう時は逃げるとか伏せるとかするんだよ」

　さらに腰の短刀に手を掛けたダムーが殺気だって言った。

「てめえら、誰に雇われてる？」

　ケイティのナイフに傷つけられながらも、この男たちは根性が入っていた。反応も早かった。

　無事な左手で銃を拾うと、むやみやたらに撃ちまくってきたのである。

　ダムーも他の二人もフェルナンドをかばいながら茂みに飛び込み、大木の陰に隠れた。

　ケイティに右手を、ベラフォードに左手をやられた男だけはさすがに撃ってこなかったが、狙いがでたらめでも三つもの銃口は多すぎる。

　そうやって彼らを足止めして、男たちは撃ちまくりながら走り去っていった。

「やろう！」

　ダムーが奮然と飛び出したが、一足遅かった。

　男たちはあらかじめ三頭の馬を用意していたのである。さらに馬車から外した一頭に乗って、脱だつ兎とのごとく駆け去ったのだ。

　蹄ひづめの音を聞きつけたダムーは舌打ちして足を止めた。馬を追跡することも彼にはたやすいが、そこまでしてあの男たちを捕まえても意味がないと判断したのだ。

　危険が遠ざかったことを知ってベラフォードも茂みから出てきた。

　安あん堵どの息を吐いているが、同時に掘られたばかりの穴を見て顔をしかめている。

「どういうことよ、これ。どう見ても墓穴じゃない」

「あの『おぼっちゃま』を殺して埋めるために、あらかじめ掘っておいたってことか」

　そのフェルナンドはまだ裸で震えていた。

　ケイティが仲間たちを見やって言う。

「ベラ、そのシャツ脱いで。ダムーはズボンね」

「俺が？」

　ダムーは眼を丸くしたが、ベラフォードは言われたとおりシャツを脱いでケイティに手渡し、ダムーを急せかした。

「早くしなさいよ。この子をいつまでも裸にはしておけないでしょ」

「だから、何で俺が？」

　ケイティが冷めた口調で言う。

「あんた、あたしにパンツ一枚で歩けっての？」

「俺ならパンツ一枚で歩いてもいいってのか？」

「ごちゃごちゃ言ってないでさっさと脱ぐ」

　肩をすくめたダムーだったが、仕方がない。ベルトを緩めて足からズボンを抜いた。

　その間にケイティはベラフォードから渡されたシャツを少女に羽織らせてやっていた。

「こんなところで何してたのさ。お供の人は？」

　フェルナンドには答えられなかった。

　いったい何が起きているのか、どうしてこんなことになったのか、フェルナンドには本当にわからなかったのだ。

　わかるのは今度こそ間違いなく殺されそうになったということだけだ。

　血の気の引いた顔が大きく歪む。

　フェルナンドはその場に座り込み、激しく泣き出していた。
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　チンジョン村を引き上げたキャサリンは、南国の大きな太陽が地平線にかかろうとする頃、リベラ・ホテルに戻ってきた。

　すっかり顔なじみになったドアマンが出迎えてくれる。

「お帰りなさいませ。ミス・ウィンスロウ。先程、お客様がお見えになりました」

「伯爵さまですか？」

「いいえ、お名前は伺っておりませんが、若いご婦人でした」

　イサベルさんかしらとキャサリンは思ったが、それならドアマンも知っているはずである。

「中でお待ちですの？」

「いいえ、まだお帰りではないと申し上げますと、また来るからとおっしゃって。先程から、三度ほどお見えになりました」

　ますますわからなくなってキャサリンはニーナと顔を見合わせた。

　それを待っていたように意外な声が話しかけてきたのである。

「よかった。今日は帰らないかと思ったよ」

　すぐ真後ろでした声にキャサリンは驚いて振り返った。

「まあ、ケイティさん」

　さすがに《猫》と名乗るだけあって気配を感じさせないのはいつものことだが、ケイティは何やらくたびれた様子だった。

「ちょっと面倒なことになっちまってね。一緒に来てくれない？」

　馬車をドアマンに返し、キャサリンはニーナとともにケイティについていった。と言ってもそんなに遠くではない。ケイティはホテルをぐるりと回って裏通りへ向かったのである。

　玄関が面している華やかな表通りと違ってこちらはほとんど人気もない、寂しい通りだった。

　ホテルの裏口の傍に木箱が積み上げられ、その木箱にダムーとベラフォードが腰掛けていた。

　おまけに何故かフェルナンドまでが一緒にいる。

　しかし、彼らの様子を見て、さすがのキャサリンも呆あつ気けにとられた。

「この連中の格好じゃホテルに入れてくれないと思ってね。ここで待ってたってわけ」

　端的なケイティの説明に、キャサリンは無理もないと納得した。

　ベラフォードは裸の上半身にベストだけを羽織っているという何ともいかがわしい格好だし、ダムーはズボンも穿はいていない。諸もろ肌はだ脱ぎにした上着が腰の辺りにまとわりつき、おなじみの黒パンツをかろうじて隠しているという格好である。

　その彼らの脱いだ服をフェルナンドが着ているのだ。

　いつものおぼっちゃま然とした姿からは想像もできない姿だった。しかも、その下には何も身につけていないと一目でわかる。靴すら履いていない。乾いた泥が足にこびりついている。

　フェルナンドの顔には血の気がなかった。土気色の唇を震わせてうなだれている。

　何かが起きたことは間違いなかった。キャサリンは茫ぼう然ぜんと尋ねていた。

「ケイティさん……。いったい何があったんです？」

「あたしらもそれが知りたいんだよ」

　ケイティは苛いら立だち混じりの苦い息を吐いているし、ダムーもひどい仏頂面だ。

　取りなし役のベラフォードが苦笑して言った。

「ごめんなさいね。お嬢さま。迷惑かけて悪いけど、この子に何か着るものを用意してやってくれないかしら。でないとアタシたち、ずっとこの格好でいなきゃならないのよ」

　ダムーがむっつりと口を挟んだ。

「ついでに何か食わせてくれるとありがたいんだがな」

　ダムーが食欲旺おう盛せいなのはいつものことだが、今回はケイティとベラフォードも同意した。

「それはアタシも是非お願いしたいわ」

「あたしら朝から何にも食べてないんだよ」

「たいへん。すぐに用意してもらいますから、ちょっとここで待っていてくださいね」

　キャサリンは急いで玄関へ戻った。

　あんな異様な一団をまさか玄関から通すわけにはいかない。ホテル側に話を通して、特別に裏口から入ってもらうことにした。

　その際、フロントにできるだけ早く食べるものを部屋まで持ってきてくれるように頼んで、キャサリンは係の人と一緒にホテルの中を突っ切って裏口まで彼らを迎えに行った。

　厨ちゆう房ぼうやリネン室の横を通り過ぎる通路は、通常、泊まり客の立ち入ることのない部分だが、キャサリンはホテルの上客だからホテル側も融通を利かせてくれたのだ。

　裏口から外に出て、キャサリンはそこに待っていた用心棒たちに声を掛けた。

「どうぞ入ってください。お食事は部屋のほうに運びますから」

　異様な一団はほっとしたように木箱から立ち上がり、ぞろぞろとホテルの中に入ってきた。

　それにしてもフェルナンドの様子は妙だった。

　いつものこの子ならこうした扱いには猛然と反発するはずだった。『次期皇太子たるぼくを裏口から通すとは何事だ、死刑にしてやる！』くらいのことは言うはずなのだ。

　それなのに至っておとなしくしている。

　単に元気がないのとは違う。ほとんど茫然自失状態に見えた。表情はうつろで、青い眼にも光がない。ケイティに促されてやっと足を動かしているような状態である。

　二階のキャサリンの部屋へ連れていってもそれは変わらなかった。ぼんやりと立っている。

「ニーナ。この子をお風呂に入れてあげてちょうだい。ひとまずバスローブを着せておいて」

　この子がいないほうが話がしやすいと、キャサリンは直観的に判断したのである。

　浴室は寝室の奥にある。ニーナも頷うなずいてフェルナンドを促した。

「さ、こっちへどうぞ。身体を洗いませんとね」

　居間に残った用心棒たちはルーム・サービスが到着するまでの時間を無駄にはしなかった。

　フェルナンドを助けた時のことを簡潔に話した。

　当然そんなところで何をしていたのかという問題になるが、彼らはその点については詳しく語らなかった。ただ契約を反ほ故ごにされたとだけ語り、屋敷を飛び出したのだと説明した。

「で、まあ。あんたを頼りにミロを目指したってわけ。街道は使えないから回り道をしてたら、銃声が聞こえてね」

「別に森で銃声が聞こえるのはおかしくないわ。誰かが猟をしている可能性もあったんだけど。何だか変な感じがしたのよね」

　だいたいがそこは猟をするような森ではなかったのだ。

　暗くて陰気で湿気が多くて、沼気まで漂っている。銃で撃つような獣の気配はまったくない。

　それなのに確かに銃声がした。

　覗のぞいてみたのは興味半分だった。どのみちミロに入るのは暗くなってからと決めていたから、ちょっとした時間つぶしのつもりだったのだ。

　銃口を突きつけられている時のフェルナンドは既に一糸まとわぬ状態だったと聞かされて、キャサリンは顔色を変えた。

「まさか──？」

　キャサリンの言いたいことを察して、ベラフォードは即座に首を振った。

「違うわ。いたずら目的じゃない。それは確かよ」

「あいつらは裸にしてすぐ、あのおぼっちゃまを殺そうとしてたんだ」

　ダムーが言った。

「わかんねえのは、一発ぶち込めばそれで終わるものを何でわざわざ裸に剝むいたりしたのかだ。しかもご丁寧に墓穴の前まで自分で歩かせたとしか思えないんだ。横着な連中だぜ」

「あたしらが駆けつけなかったら、あの子、今頃は土の下に埋まってただろうね」

　キャサリンは声もなく彼らの話に聞き入っていたが、ようやく我に返って尋ねたのである。

「でも、どうしてなんです？　どうしてあの子がそんな森の中で一人きりで……」

「それはこっちが訊ききたい」

　ダムーがむっつりと言えば、ケイティも肩をすくめた。

「わけを聞こうにも、あの子、泣きじゃくってばかりで要領を得なくってね。ここまで連れてくるのも大変だったんだよ。自分で歩こうともしないんだから」

　無理もないとキャサリンは思った。

　人に傅かしずかれ、人を従わせることしか知らないでいた少女なのだ。あまりにも衝撃が強すぎて、身体も頭もまともに動かなくなったのだろう。正気に戻るのに時間が掛かっても当然である。

　しかし、用心棒にとってフェルナンドを助けたことはついでにすぎなかったので、ダムーは容赦しなかった。

　泣きじゃくる少女に向かって、自分で歩かないなら置いていくぞと言い放った。

　いつものフェルナンドならこの物言いにも激怒しているところだが、場所もわからない森に一人で取り残されるのは耐えられなかったのだろう。

　よろめきながらも何とか自分の足で歩き始めたので、彼らはその足に合わせてやった。

　かなりの時間を掛けて人家のあるところまで行って、人の良さそうな農夫に頼み、荷馬車に乗せてもらってミロの郊外まで来たというのである。

　その礼金を自分のお財布から払わなければならなかったケイティは実に忌々しそうだった。

「まったく、えらい散財だよ」

　キャサリンは不思議そうに尋ねた。

「それでしたら、あの子をコルテス家へ連れていけば充分な謝礼をもらえるでしょうに」

「さあて、そいつはどうかな」

　黒い眼を妙に光らせてダムーが言った時、ルーム・サービスが運ばれてきた。

　急いでくれと言ったので野菜のスープや焼魚、数種類のチーズとハム、同じく種類の豊富なパンにバターとジャムといった簡単なものだが、充分に食欲をそそるいい匂いがしている。

　彼らはひとまず話を中断して空腹を満たすことに専念し始めた。

　朝から何も食べていないというダムーの食欲は思った通り凄すさまじかった。

　全部食べられてしまわないうちに、キャサリンはフェルナンドのためにスープやパンを取り分けた。そういうことならあの子もきっとおなかが空いているはずだと思ったのである。

　ちょうどそこに、キャサリンのバスローブに身を包み、スリッパを履いたフェルナンドが、ニーナに付き添われて寝室から姿を見せた。

「おなか空いたでしょう。お食べなさいな」

　キャサリンは立ち上がって席を空けてやったが、フェルナンドは動こうとしなかった。

　何やら戸惑ったような顔で、猛然と食べている三人を見つめている。

「どうしたの？」

　キャサリンが尋ねても答えない。代わりに、空腹でもダムーのようにがっついたりはしないベラフォードが言った。

「アタシたちみたいな下々のものと一緒にご飯を食べたことがないんじゃない？」

　ケイティがぶっきらぼうに後を続ける。

「あたしら退どいてやる気はないからね。食いっぱぐれたくなかったらさっさと座りな」

　こうまでずばりと言われると従わざるを得なくなるものらしい。

　フェルナンドは無言で歩いて席に座り、食器を取って夢中で食べ始めた。こちらもほとんど飢えきっているだろうに、さすがに食べるとなると洗練された手つきだった。

　ワゴンいっぱいに乗せられて運ばれてきた料理がたちまち減っていく。

　その間にキャサリンはニーナと一緒に寝室へ戻り、自分のクローゼットを物色した。

　フェルナンドに着られそうなものを選ぼうとしたのだが、当然ながらキャサリンの服は全部、少女のものである。

「困ったわね。あの子、女の子の服はいやがるだろうし……」

「ですけど、男の子の服なんてその辺に売ってるものじゃありませんしねえ」

　衣服というものは（下着も含めて）上流階級なら小間使いか仕立屋が、庶民階級なら一家の主婦が縫うものと相場が決まっている。

　なるべく飾りの少ない木綿のブラウスに乗馬ズボン、それに乗馬靴を選んで居間へ戻ると、料理は見事に片づいていた。

　ケイティとベラフォードが笑顔で口々に言ってくる。

「ありがとね、お嬢さま。おかげで生き返ったよ」

「ほんとう、おいしかったわ。だけどアタシたち、あなたの分まで食べちゃったのかしら？」

「いいえ。わたしは後でいただきますから」

　味は二の次のダムーもだいたい満腹になった様子である。

　フェルナンドも温かいものを口にしたせいだろう。少し顔色がよくなっていた。

　そこでキャサリンがフェルナンドを寝室へ連れて行き、そこに出しておいた服を着るように言ったのだが、案の定、少年として育てられてきた少女は難色を示した。

「……女の服なんか着られるもんか」

「今は我慢してちょうだい。ずっとバスローブでいるわけにはいかないでしょう」

　ブラウスを手渡して居間へ引き上げようとしたキャサリンをフェルナンドが呼び止めた。

「どこへ行くんだ？」

「着替えるんでしょ？」

　振り返ったキャサリンとフェルナンドはまるでお見合いのように見つめ合った。

　キャサリンにとってはそれは一人でするのが当然のことだったから席を外そうとしたのだが、フェルナンドの表情はどうも違うことを訴えている。

　キャサリンは半ば呆あきれ、半ば驚いたように言った。

「あなた、もしかして一人で服が着られないの？」

　青ざめていた少女の顔に血の気が上り、いつものように胸を張った。

「当然だろう。それは召使いがすることだ」

「時と場合によるわよ。その服には人に結んでもらわなければならない紐ひももボタンもないのよ。そういう服は一人で着るものなの」

　このくらい元気があれば大丈夫だと思って、キャサリンはわざと悪戯いたずらっぽく言ったのだが、フェルナンドはブラウスを握りしめたまま細い肩を震わせていた。唐突に口を開いた。

「……おまえが話したんだな」

「え？」

「あの男たちに──おまえが話したんだろう」

「何のこと？」

「今日は、おまえと会う約束だった」

「わたしが、あなたと？」

　きょとんとなったキャサリンだった。

「何かの間違いじゃない？　そんな約束はしていないわ」

「噓をつくな！　アロンソは確かにおまえと会う手はずを調えたと言ったんだ！　それなのに──おまえはいなかった！」

　少女は眼に涙を浮かべて食ってかかってきたが、キャサリンには何が何だかわからない。

　急いで言った。

「ちょっと待って、落ちついて。あなたは今日、わたしに会うために屋敷を出たというの？」

「そうだ！」

「だけど、まさか、あなた一人で出かけたわけじゃないでしょう？」

「当たり前だ！　アロンソも他の召使いたちも一緒だった！」

「そのお供の人たちはいったいどうしたの？」

　フェルナンドは急に言葉に詰まった。

　激高していた顔がまた泣きそうに歪ゆがみ、うつむいてしまう。

「……うちに帰る」

「えっ？」

「ここはミロだろう。使いを出して迎えにくるように言え。ぼくはうちに帰る」

「帰れりゃいいけどね」

　いつの間にかケイティが寝室の入口に立っていた。

　夜を迎えて丸く大きくなった眼が何やら厳しい光をたたえてフェルナンドを見つめていた。

「しゃべれるようになったんならちょうどいい。さっさと服を着てこっちに来な。あんたには訊ききたいことが山ほどあるんだ」

　ニーナが急いで進み出る。

「お召し替えならわたしがお手伝いしますよ」

　さらにニーナは、お嬢さまはあちらでお待ちになってくださいと囁ささやいてきた。キャサリンがこの場にいるとこの少女が興奮するだけだと判断したらしい。

　キャサリンも頷うなずいて居間へ戻った。ダムーとベラフォードはそれぞれ自分の服を身につけて、何とか人前に出られる格好になっていた。

　彼らの耳にも寝室の会話は筒抜けだったのだろう。ケイティ同様、険しい顔である。

　その理由もキャサリンにはわからなかった。しかし、こんなに緊迫した表情のこの人たちを見ることは滅多にない。言い換えれば何かとんでもないことが起きたことになる。

　やがてキャサリンのブラウスと乗馬ズボンを身につけたフェルナンドが寝室から戻ってきた。

　靴だけは少し大きいが、なかなかよく似合っている。しかし、本人には大変な屈辱らしい。

　いやそうに顔をしかめているフェルナンドに、ケイティがさっそく質問した。

「あんた、今日はこのお嬢さんに会うんだってアロンソに言われて出かけたわけ？」

　少女は無言で頷いた。

「もちろん馬車に乗ってたんだよね。屋根のある馬車？」

　また頷く。

「それであんた、走ってる途中、窓から外を見た？」

　今度は首を振って、小さな声で『一度も見ていない』とつけ加えた。

　ベラフォードとダムーが質問を代わる。

「つまり、どこを走ってるか、あなたには全然わからなかったわけね」

「その馬車はどうした？　あの森にはそんなものはなかったし、あの連中が乗って逃げたのは馬だけだ。車輪の音はしなかったぜ」

「馬車は……あの男たちが沼に沈めた。服と一緒に」

「で、その男たちはあなたが女の子だってことを知ってたわけね？」

　フェルナンドは頷いて、小さな拳こぶしを握りしめて用心棒たちとキャサリンを睨にらみつけたのだ。

「ぼくのことを知っているのはおまえたちだけなんだ。おまえたちが話したんだろう！」

　この言い分にキャサリンは呆あつ気けにとられたが、用心棒たちは揃って肩をすくめた。

　代表してダムーが言う。

「知ってる奴なら他にもいるじゃねえか。おまえの家に」

「同感だね。あんたは今まで一人で着替えたことがない。だったら、あんたの家にはあんたの秘密を知っている召使いがいるってことだろう」

　二人の言葉はフェルナンドには理解できなかったようだった。

　ぽかんとして突っ立っていたが、キャサリンとニーナにはその意味は明白だった。

　二人は思わず顔を見合わせ、キャサリンは勢い込んでフェルナンドに尋ねたのである。

「アロンソはどうなの。あなたのことを知ってるの？」

　少女は黙っていた。この子はもともとキャサリンに敵てき愾がい心しんを持っているから無理もないが、キャサリンは声に力を込めてさらに言った。

「訊いていることに答えなさい。アロンソは知っているの、知らないの？」

　この言い方に少女はむっとしたようだったが、キャサリンの気き魄はくは感じ取ったのだろう。

　躊躇ためらいながらも渋々頷うなずいたのである。

「……知っている」

「決まりだな」

　ダムーが断言した。

　ケイティも苦々しい表情でフェルナンドに話しかけた。

「気の毒だけどね。あんたは家には帰れないよ。あんたの家の連中はあんたを見捨てたんだ。代わりにうちの役立たずをおぼっちゃまに仕立て上げる気なんだよ」

　この言葉に驚いたのはキャサリンだ。

「ヴィンセントさんが何ですって？」

　三人はここで初めて、楡にれの木屋敷で昨夜から起きたことをキャサリンに話したのである。

　特に朝食の一件についてベラフォードは吐息を洩もらした。

「痺しびれ薬だか眠り薬だか知らないけど、スープにあんなものを入れるなんてひどいわよね」

「こっちが油断してたっていうのも確かにあるよ。まさかここまで思い切ったことをするとは思ってなかったからね」

「まったく、思い切りがいいにも程があるぜ」

　ダムーが苦々しげに言って、キャサリンを見た。

「うちの役立たずが持って行かれた次の日に、このおぼっちゃまが森の中に置き去りにされて殺されそうになった。これがどういうことか、あんたにはわかるだろう」

　キャサリンは大きく喘あえいだ。もちろん意味はわかる。充分よくわかるが、信じたくなかった。

　コルテス家の内部にフェルナンドの命を狙う者がいることは予想していた。

　しかし、それは手引きをする共犯者が潜んでいるだろうくらいに考えていたのである。

「ではあの闘技場の『獅し子しの人』も……？」

「俺たちは多分そいつに会ったと思うぜ」

　ダムーは楡の木屋敷の近くで《獅子》に出くわしたことを話した。

　キャサリンはその男を追っているギデオン伯爵やドーザのことを思い出して、急いで言った。

「もう一度その人に会ったら、その人が獅子の姿でもダムーさんにはわかりますか？」

《ごちゃまぜ》の少年はむしろ驚いたように眼を丸くした。

「当たり前だろ」

「では、今日の午後、森の中でこの子を殺そうとしたという男たちも異種人類ですか？」

「違うな。あっちは全員無形種だった」

「でも、ダムーさん。待ってください。それならこの間のソテロ湖の襲撃はどうなるんです？　あの時のアロンソは本当に驚いて焦っているように見えました」

「それを言うなら闘技場の時はどうだったんだ？」

　ダムーが訊きくと、ケイティも興味を持ったようで尋ねてきた。

「そうだよ。あんたその場にいたんだろう。あんたにはどう見えたのさ？」

　キャサリンはあの時のアロンソの様子を一生懸命思い出そうとしてみた。慎重に言った。

「わたしには本当に慌てふためいているように見えましたが──今となってはわかりません。いいえ、違うわ！」

　キャサリンはあることに思い当たって叫んでいた。

「あれは違います！　彼らじゃありません。なぜって『フェルナンド』が死んでしまうことは、死んだと思われてしまうことは、彼らには絶対に避けなくてはならないはずですもの」

「確かに、そうよね」

　ベラフォードが同意した。

「だから今日も身元のわかるものは全部処分してから殺そうとしたんでしょうね。そうすれば後になって死体が発見されたとしても、ただの裸の女の子だもの。身元不明で片づくわ」

「どうもよくわかんねえな。《獅子》が二匹いるのか？」

　ダムーが苛いら立だたしげに頭を振る。

　四人の中では一番現実的で、言い換えれば目め前さきの問題に集中するケイティが指摘した。

「一度に全部考えようとするからわからなくなるんだよ。少なくとも今日の一件に関してなら誰が犯人かははっきりしてる。何のためにやったのかもだ」

　その場はしんと静まりかえった。

　キャサリンもさすがに言葉がなかった。

　意外にも最初に口を開いたのはずっと黙って聞いていたニーナだった。震えながら囁ささやいた。

「いくら王冠が欲しいからって……そこまでやりますか？」

　キャサリンもまったく同じ意見だった。こちらも覚えず声が低くなる。

「アロンソの独断かしら。それともコルテス公はこのことをご存じなのかしら？」

「ご存じないはずがないと思います。アロンソが知っているなら」

「そうとは言いきれないわ。あれだけ大きなお家になると、主人の耳には入れないようにして召使いが独断で物事を処理することも珍しくないはずよ」

「おっしゃりたいことはわかりますけど、無理です。それにしてはことが大きすぎますよ」

　アロンソの本当の主人はフェルナンドではない。アロンソがその命令に従う相手はあくまでコルテス公のはずだとニーナは主張し、ほとんど泣きそうな顔で言った。

「あんまりですよ。ご当主にとってこの子は血のつながったお孫さんじゃありませんか」

　実の祖父に殺されそうになった少女を不ふ憫びんに思っての悲嘆だったが、当のフェルナンドにはキャサリンたちが何を話しているのか──用心棒たちの会話も含めて──依然としてわかっていないようだった。あるいは何となく察しながらも理解したくないのかもしれなかった。

　小さな声で言った。

「……いつになったら迎えの馬車を寄越すんだ。ぼくはうちに帰る」

　キャサリンは再びニーナと顔を見合わせたのである。

　二人とも激しい苦渋と困惑を顔に浮かべていたが、意外にもここでダムーが立ち上がった。

「そんなに言うなら俺が送ってやるよ」

「ダムーさん！　だめです！」

「いいや、このおぼっちゃまにもちゃんとわからせたほうがいい。いい加減、自分の眼で見て、自分の頭で考えて判断することを覚えてもいい頃だ」

「でしたらわたしも一緒に行きます」

　強い決意を表わしているキャサリンを見て、ダムーは気遣わしげに顔をしかめた。

「やめとけよ。それこそ危ないぜ。いくらあんたが外国のお偉いさんの娘でもだ」

「ダムーさんとこの子だけで出向くほうが危険ですわ。わたしが邪魔だとしても、少なくとも彼らは人目のあるところでは何もできないはずです。ミロは夜でも人の多い街ですから」

　ベラフォードが心配そうに言い出した。

「そういう問題じゃないわよ、お嬢さま。アタシたちはヴィンスを取り戻さなきゃならない。だから相手が誰だろうと引き下がれないし、退ひく気もない」

　ケイティが後を続けた。

「違約金もたんまりふんだくってやらなきゃならない」

「だけどあなたには関係のない話でしょう。ダムーが言ったとおりよ。下手に首を突っ込むとあなたまで狙われることになるかもしれないわ。アタシからも訊くけど、本当にいいの？」

　キャサリンは思わずフェルナンドに眼をやった。

　不安そうに揺れる眼を悟られまいとして、心細いのを懸命に隠そうとして、ことさら強がり、肩を怒らせている。

　その様子を見てキャサリンは少し考え、ゆっくりと言った。

「そうかもしれません。わたしには関係ないことなのかもしれません。ですが、こんなことを目の当たりにしながら逃げるのは、わたしはいやです」

　はらはらしながらキャサリンを見守っていたニーナはもっとも恐れていた展開に思わず進み出ようとした。そのニーナをダムーが片手で制し、仲間たちを一いち瞥べつして言った。

「メイドさんは二人と一緒にここで待ってろ」

「とんでもない。お嬢さまが行くならわたしも行きます」

「心配いらねえよ。すぐに戻る。ちょっと挨あい拶さつしてくるだけだ」

　そう言いながらダムーは真面目な顔でキャサリンを見たのである。

「一応、あの大砲を持っていきな。それから箱形の馬車を用意するんだ。屋根のない奴じゃあ、銃で狙われたら終わりだからな」

　この夜間に正確な射撃のできる人間はいないだろうが、念のためだとダムーは言った。

　キャサリンは頷うなずき、急いでホテルの人に馬車を手配してもらった。

　用意された馬車の馭ぎよ者しや席せきにはダムーが座った。中の座席にフェルナンドとキャサリンが座り、キャサリンは両手を上着で隠して、その下であの四十四口径をしっかりと握っていた。

　馬車はすべるように舗装された道を走った。

　既に陽はとっぷりと暮れ、暗い町並みを街灯が美しく照らし出している。

　中でもコルテス家の本宅は玄関や門柱に煌こう々こうと照明を点ともして、夜の街にそびえ立っていた。

　周囲が暗い分、昼間見た時より威容が増して見える。

　馬車が到着しても馬の首の紋章を象かたどった門は固く閉ざされたままだった。

　キャサリンとフェルナンドは門の前で馬車を降りた。フェルナンドは見慣れた屋敷に戻ってほっとしたのだろう。待機している門番に向かって横柄に声を掛けた。

「門を開けろ」

　両手を上着に隠したまま、キャサリンも言った。

「わたしはバナディスのキャサリン・ウィンスロウです。アロンソさんにお目に掛かりたいと伝えてください。お宅のおぼっちゃまをお連れしましたからと」

　キャサリンの名前を聞いて二人は慇いん懃ぎんに頭を下げたが、門を開こうとはしなかった。

「しばらくお待ちください」

　無表情に言って、一人が屋敷までキャサリンの言葉を伝えに行った。

　ずいぶん長い時間が過ぎた頃、ようやく屋敷の玄関が開き、アロンソが出てくるのが見えた。

　彼は足早に近寄ってきて、閉ざされた門の内側からにこやかに話しかけてきた。

「これはこれはキャサリンさま。こんな時分に何用でしょうか？」

「何をぐずぐずしているんだ。早くここを開けろ」

　キャサリンが口を開くより先に、フェルナンドが進み出て苛立たしげに言った。

　ところが、アロンソは見知らぬ相手を見るような眼でフェルナンドを見たのである。

「何だね、おまえは？」

　フェルナンドが絶句した。この少女にとってはそれこそ天地がひっくり返ってもあり得ない言葉だっただろうが、キャサリンには予想されたことだった。何食わぬ顔で問いかけた。

「この子はお宅のおぼっちゃまでしょう。本人もそう言いましたし、わたしもそう思いました。ですからここまで送り届けてきたのです」

　アロンソは納得したように頷いて、そして笑った。

「キャサリンさま。それは大変な勘違いです。なるほど、顔だちはおぼっちゃまに似かよったところがあるかもしれませんが、当家のおぼっちゃまは午後からずっとご在宅です」

「アロンソ！」

　フェルナンドは悲鳴を上げて両手で門の柵さくを摑んだ。

「何を言うんだ！　ぼくがわからないのか！」

「こう言っていますけど、本当にこの子はお宅のフェルナンドではないんですか？」

　アロンソは自信たっぷりに頷いたのである。

「無論でございますとも。御覧くださいませ。我がコルテス家のフェルナンドさまはあちらにちゃんといらっしゃいます」

　振り返ったアロンソが大おお仰ぎような仕し種ぐさで手をかざすと、玄関の扉が両側に大きく開いた。

　玄関の中はまるで真昼のように明るかった。その照明に背後から照らされて、一人の少年がまっすぐこちらを向いて立っているのが見えた。

　距離があるので顔立ちははっきりしない。フェルナンドと同じくらいの背格好で、髪は黒く、長い外がい套とうを翻ひるがえしている。輝くような立派な身なりの少年だった。

　キャサリンはそっとダムーの表情を窺うかがったが、彼は動かなかった。表情も変えなかった。

　一方、フェルナンドには事態の成り行きが信じられない様子だった。泣きそうに顔を歪ゆがめ、鉄柵を握りしめて揺さぶりながら大声を張り上げた。

「……噓だ！　噓だ！　ここを開けろ、アロンソ！　フェルナンドはこのぼくだぞ！」

　しかし、アロンソは冷たい眼で半狂乱のフェルナンドを見つめると、同じくらい冷ややかな声で言い放ったのである。

「とんでもないことを言うものだ。おまえは女の子ではないか。そのおまえがどうして当家のおぼっちゃまであるものか」

　その言葉はどんな刃物よりも鋭くフェルナンドの胸を抉えぐった。

　少女は蒼そう白はくになった唇を震わせた。鉄柵にしがみつきながら必死にアロンソを見つめたが、すがるようなその視線をアロンソは容赦なくはねのけた。

「キャサリンさま。おわかりでしょうかな。あらためて申すまでもないことですが、当家には女のおぼっちゃまなどおらぬのです」

　崩れ落ちそうになったフェルナンドの肩をダムーが抱きとるようにして門扉から引き離した。

　細い身体はあっさりその動きに従い、ダムーはキャサリンを見ながら肩をすくめたのである。

「そうだな。帰ろう、お嬢さん。この娘はちょっと頭がおかしいらしい」

「ええ。本当に」

　キャサリンも頷きを返し、内心の憤りを押し隠した完かん璧ぺきな笑顔でアロンソに会釈した。

「とんだお邪魔を致しました。夜分にお騒がせして申し訳ありません」

「いいえ、どういたしまして」

　そうして二人は自分で立ち上がる気力も失ったようなフェルナンドを馬車に乗せ、何食わぬ顔でコルテス家を立ち去った。

　最後まで門を閉めたまま彼らに応対したアロンソは、車輪の音が遠ざかるのを確認すると、苦い息を吐いて屋敷に戻っていった。







　あとがき







　やってしまいました……。

　中巻です。またしても続いてます。

　今回で完結だと思って楽しみにしてくださっていた読者さまには本当に申し訳ありません。

　例によって悪い癖くせが出てしまいました。書いているうちに話がどんどんふくらんでしまって、どうしてもこの巻では終わらないと気づいた時は既すでに後の祭りです。

　続きはなんとか今年中に出したいと思っています。

　次こそは下巻です。

　あと一冊で完結しますので（そのはずですので！）もうしばらくおつきあいください。
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